
中
世
村
落
の
構
造
と
そ
の
変
容
過
程
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1
「
小
村
涯
散
居
型
村
落
」
論
の
歴
史
地
理
学
的
再
検
討
一

士口

田

敏

弘

貫
要
旨
】
永
慶
二
氏
・
捉
示
霧
散
居
型
村
落
L
論
・
関
す
・
歴
鑑
畢
的
穫
討
・
行
な
・
た
．
薩
摩
国
当
院
の
場
食
中
世
璃
の
在

　
家
は
広
い
薗
畠
と
結
合
し
て
概
ね
台
地
上
に
集
落
を
営
み
、
月
影
農
業
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
サ
コ
田
は
む
し
ろ
粗
放
な
経
営
に
委
ね
ら
れ
、

　
通
説
の
よ
う
に
サ
コ
田
が
在
家
の
生
産
基
盤
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
中
世
後
期
の
門
体
制
に
至
る
と
、
河
川
沿
岸
の
段
丘
平
野

　
が
水
田
化
さ
れ
、
か
つ
て
の
薗
畠
が
水
田
化
さ
れ
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
水
利
が
一
層
整
備
さ
れ
る
近
世
中
期
に
は
、
門
集
落
が
台
地
上
よ
り
払

　
拭
さ
れ
、
段
丘
平
野
部
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
農
民
の
生
産
・
生
活
の
場
が
台
地
上
か
ら
段
丘
平
野
へ
と
移
行
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ

　
セ
ス
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
中
世
村
落
の
原
型
は
、
台
地
上
の
畠
作
を
め
ぐ
っ
て
、
山
野
の
農
業
的
用
益
権
を
共
同
す
る

一　テ
リ
ト
リ
ー
集
団
に
求
め
ら
れ
る
、
と
推
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
第
六
卵
巻
三
号
　
一
九
八
三
年
五
月

…

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
中
世
村
落
史
の
研
究
は
、
清
水
薫
男
馬
以
来
地
理
学
や
民
俗
学
の
方
法
や
成
果
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
生
き
た
村
落
像
を
具
体
的
な
位
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
追
求
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
六
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
「
戦
後
第
二
期
」
の
村
落
史
研
究
の
盛
行
は
歴
史
地
理
学
的
方
法
の
導
入
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

展
開
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
全
国
各
地
の
庄
園
公
領
の
網
羅
的
な
現
地
調
査
を
通
じ
て
耕
地
や
集
落
の
具
体
的
な
存
在
形
態
が
分
析
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
⑥

歴
史
研
究
者
の
手
に
な
る
も
の
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
例
え
ば
稲
垣
泰
彦
属
、
永
原
慶
二
氏
、
島
田
次
郎
氏
な
ど
地
理
学
者
の
批



中世村落の構造とその変容過程（吉田）

判
に
も
耐
え
う
る
よ
う
な
優
れ
た
研
究
が
餐
出
し
、
今
日
も
な
お
研
究
水
準
を
為
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
の
う
ち
、
歴
史
地
理
学
的
視
角
を
最
も
有
効
に
採
り
入
れ
た
論
点
と
し
て
、
畿
内
庄
園
村
落
の
集
村
化
現
象
の
問
題
と
、
辺

境
や
山
間
部
に
お
け
る
「
小
村
”
散
居
型
村
落
」
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
集
落
形
態
を
重
視
す
る
こ
れ
ら
の
論
点
は
歴
史
地
理
学
に

お
け
る
中
世
村
落
研
究
と
最
も
接
近
し
た
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
一
層
の
追
求
に
際
し
て
中
世
史
研
究
者
と
歴
史
地
理
学
者
の
緊
密
な
協
力
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

要
請
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
は
、
中
世
村
落
に
関
す
る
研
究
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
こ
う
し

た
要
請
に
充
分
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
代
条
里
捌
や
都
市
プ
ラ
ン
な
ど
、
制
度
的
な
景
観
プ
ラ
ン
に
主
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

課
題
を
見
出
し
、
そ
の
復
原
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
歴
史
地
理
学
に
と
っ
て
、
中
世
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
組
織
の
再
編
成
期

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
歴
史
地
理
学
の
使
命
は
こ
う
し
た
ス
タ
テ
ィ
ク
な
「
時
の
断
面
」
の
復
原
と
そ
の
断
面
に
お
け
る
景
観
諸
要
素
の
複
合
体
系
（
空
間

組
織
）
の
解
明
に
の
み
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
成
果
が
歴
史
地
理
学
の
レ
ゾ
ン
・
ゲ
ー
ト
ル
を
主
張
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
景
観
や
空
間
組
識
の
変
化
を
解
釈
し
説
明
す
る
た
め
の
枠
組
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
が
肝

要
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
鋭
園
・
鵠
．
切
洞
門
醇
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
地
理
学
者
た
ち
が
此
学
の
本
質
を
地
理
的
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
に
求

　
⑨
め
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
方
向
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
景
観
や
空
間
組
織
の
変
化
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
を
め
ざ
す
と
ぎ
、
中
世
村
落
は
ひ
と
つ
の
格
好
の
素
材
と
な
り
う
る
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

う
。
上
述
し
た
畿
内
の
集
村
化
現
象
は
景
観
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
の
存
在
を
明
示
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
最
近
、
金
田
章
裕
民
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

集
村
化
と
併
行
し
て
土
地
利
用
や
水
利
条
件
の
変
化
、
再
編
成
が
進
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
集
村
化
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

に
途
を
拓
い
た
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
成
果
に
導
か
れ
、
本
稿
で
は
上
述
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小
村
皿
散
居
型
村
落
」
論
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
歴
史
地
理
学
的
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
永
原
慶
二
氏
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
こ
の
著
名
な
村
落
類
型
は
、
次
章
で
詳
説
す
る
よ
う
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に
辺
境
・
山
間
部
に
お
け
る
集
落
と
耕
地
の
結
合
形
態
を
論
じ
た
き
わ
め
て
地
理
学
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。
発
表
後
す
で
忙
忙
〇
年
を
経
過
し

た
動
議
で
も
、
そ
の
評
価
に
対
し
て
は
様
々
な
批
判
が
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、
モ
デ
ル
自
体
は
広
く
受
容
さ
れ
て
お
り
馬
中
世
村
落
の
｝
類
型

と
し
て
の
価
値
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
私
見
で
は
こ
の
モ
デ
ル
は
現
実
の
限
ら
れ
た
一
面
の
み
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
事

実
認
識
自
体
に
再
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
囁
の
鞍
壷
典
型
的
な
事
例
と
さ

れ
た
薩
摩
国
入
来
院
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
永
原
氏
の
モ
デ
ル
設
定
を
逐
一
追
跡
す
る
こ
と
に
し
た
ゆ
そ
レ
て
そ
の
際
、
中
世
の
み
に
時
代

を
限
定
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
近
世
の
「
時
の
断
面
」
を
も
援
用
し
、
地
域
史
的
手
法
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
農
村
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り

長
い
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
捉
え
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
論
述
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

①
溝
水
5
　
『
日
本
中
批
の
村
落
』
、
日
本
評
論
社
、
…
九
四
二
。

②
綱
野
善
彦
「
戦
後
第
二
期
の
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て
」
、
同
著
『
中
世
東
寺
と
東

　
寺
領
荘
園
』
、
東
大
出
版
会
、
～
九
七
八
、
所
収
。
な
お
初
出
は
～
九
六
九
。

③
内
『
週
刊
歴
史
』
に
連
載
ざ
れ
た
「
ワ
タ
リ
歩
ク
庄
園
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
の
蒔

　
期
の
現
地
調
査
の
費
重
な
記
録
で
あ
る
。

④
稲
垣
「
初
期
名
田
の
構
造
」
、
稲
填
・
永
原
編
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
、
東
大

　
出
版
ム
四
、
　
一
九
六
二
、
所
収
。

⑤
永
原
「
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
舗
」
、
稲
垣
・
永
原
編
『
中
世
の
社
会
と
経

　
済
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
二
、
所
収
。

⑥
島
田
編
、
　
『
日
本
中
世
村
落
史
の
研
究
』
、
告
川
弘
文
麟
、
～
九
六
六
。

⑦
小
川
琢
治
以
来
の
集
落
形
態
起
源
論
的
諸
研
究
に
関
し
て
は
、
足
利
健
苑
氏
が

　
端
的
な
研
究
史
整
理
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
足
利
「
村
落
構
造
の
復
原
、
O
古
代
・
中
世
」
、
藤
岡
・
矢
守
・
足
利
共
著
『
歴

　
史
の
空
間
構
造
』
、
大
明
堂
、
一
九
七
六
、
所
収
。

　
　
こ
の
ほ
か
中
批
村
落
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
と
し
て
は
、
谷
綱
武
雄
氏
の
開
発

　
史
研
究
、
高
重
進
氏
の
中
世
的
「
村
」
研
究
な
ど
を
挙
げ
う
る
が
、
こ
れ
ら
の
整

　
理
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

⑧
ω
■
目
跳
霧
㌶
α
q
①
．
日
冨
Q
Q
岩
3
ヨ
即
陰
白
鉾
8
0
隔
ω
腿
8
軽
目
9
霞
①
象
①
＜
巴

　
勺
。
ユ
a
、
8
、
、
9
。
簿
愚
ミ
ミ
碧
落
§
、
．
お
。
。
ρ

⑨
　
》
幽
玄
担
切
巴
肖
窪
．
．
ミ
典
ミ
詩
ミ
曾
。
饗
息
ξ
§
蕊
．
曾
。
鷺
愚
ミ
“
ミ
9
§
鷺
．
．

　
（
》
。
。
噂
o
o
汁
鼠
Ω
①
£
昌
の
賃
’
y
り
8
α
8
じ
お
刈
α
．

　
　
ま
た
、
新
し
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
地
誌
で
は
、
特
定
の
時

　
の
断
面
を
設
定
し
て
当
時
の
地
域
像
を
叙
述
す
る
と
共
に
、
そ
の
間
の
変
化
に
関

　
す
る
章
が
設
け
ら
れ
、
変
化
の
描
出
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
説
明
が
試
み
ら
れ
て
い

　
る
。

　
　
図
．
〉
■
U
＆
σ
q
。
・
げ
8
雪
α
閃
．
》
■
b
d
9
一
ぎ
（
o
山
●
）
、
、
箆
趨
ミ
乳
ミ
烏
ミ
9
0
鷺
愚
ミ

　
o
、
塑
曝
N
§
蕊
§
蕊
寿
N
騎
、
．
讐
い
。
鼠
。
詳
一
り
刈
◎
。
．

⑩
　
集
村
化
現
象
に
関
し
て
は
歴
史
地
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
多
い
。
こ
の
う

　
ち
金
田
章
裕
氏
の
研
究
は
、
集
村
化
現
象
が
畿
内
荘
園
村
落
に
お
い
て
広
汎
に
存

　
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。

　
　
金
田
・
「
奈
良
平
安
期
の
村
落
形
態
に
つ
い
て
」
、
『
史
林
験
五
四
一
三
、
一
九
七

　
一
、
所
収
。

⑪
　
金
田
「
荘
園
村
落
の
景
観
」
、
戸
田
芳
突
編
『
中
世
1
』
　
（
有
斐
閣
新
書
日
太
・

　
史
）
、
一
九
七
九
、
所
収
。
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．
な
お
筆
者
も
先
に
近
江
国
今
堀
郷
め
尊
例
研
究
を
通
じ
て
、
集
村
化
現
象
を
土

地
利
飛
の
再
編
成
と
い
う
視
点
か
ら
解
釈
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。

拙
稿
「
『
惣
村
』
の
展
開
と
土
地
利
用
」
、
　
『
史
林
』
六
一
…
一
、
一
九
七
八
、

⑫

所
収
。

永
原
、
前
掲
⑤
、
一
九
六
一
一
。

「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
論
の
吟
味

中世村落の構造とその変容過程（吉田）

、
具
体
的
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
「
小
村
肝
散
居
型
村
落
」
論
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
議
論
に
つ
い
て
概
観
し
、
本
稿
で
の
当
面
の
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
五
〇
年
代
後
半
は
中
世
村
落
研
究
に
新
た
な
前
進
が
刻
ま
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
従
来
と
か
く
中
世
後
期
の
郷
村
制
を
も
っ
て
中
世
村
落
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

成
立
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
封
建
制
の
基
礎
構
造
に
不
可
欠
の
要
素
を
な
す
「
村
落
共
同
体
」
の
視
角
が
導
入
さ
れ
、
中
世
前
期
に

お
け
る
村
落
共
同
体
の
存
否
が
中
世
史
研
究
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
ま
ず
中
村
吉
治
氏
が
中
世
に
お
け
る
村
落
共
同
体
を
論

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
④

じ
、
次
い
で
黒
田
俊
雄
氏
、
戸
田
芳
実
氏
ら
が
中
世
成
立
期
か
ら
前
期
に
お
け
る
村
落
共
同
体
の
研
究
を
発
表
す
る
に
及
ん
で
、
に
わ
か
に
村

落
共
同
体
論
は
活
況
を
呈
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

・
こ
ヶ
し
た
動
向
の
中
で
永
原
氏
の
提
示
し
た
村
落
論
が
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
論
で
あ
っ
た
。
永
原
砥
は
入
来
論
文
の
冒
頭
で
村
落
共
同

体
の
存
否
を
議
論
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
世
村
落
の
具
体
的
な
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
述
べ
、
そ
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

方
法
と
し
て
歴
史
地
理
学
的
方
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
永
原
氏
は
薩
摩
国
入
来
院
農
村
を
事
例
と
し
て
中
世
の
耕
地
と
集
落
を
復
原
し
、
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
。

㈲
　
河
川
沿
岸
の
沖
積
平
野
の
灌
概
用
水
路
の
建
設
は
近
世
以
後
で
あ
り
、
平
野
部
の
美
田
は
中
世
に
は
存
在
し
な
い
。

㈲
　
中
世
に
お
け
る
基
幹
耕
地
は
小
浸
食
谷
に
立
地
す
る
湧
水
利
用
の
「
サ
コ
田
」
で
あ
っ
た
。

㈲
　
在
家
の
集
落
は
数
宇
か
ら
成
る
小
村
か
、
一
宇
毎
に
散
在
す
る
「
孤
立
農
家
」
的
な
景
観
を
塁
し
た
。
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＠
　
在
家
の
集
落
は
「
サ
コ
田
」
の
分
布
に
規
定
さ
れ
て
散
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
集
落
と
水
田
は
空
間
的
に
密
着
し
た
形
態
を
と
る
。
小

　
村
の
場
合
、
在
家
相
互
間
に
水
田
の
「
入
組
み
関
係
」
（
錯
園
関
係
）
が
存
在
す
る
が
、
小
村
や
孤
立
農
家
は
相
互
に
孤
立
し
、
こ
れ
ら
の
間

　
に
水
田
利
用
を
め
ぐ
る
共
同
関
係
は
存
在
し
な
い
。

こ
う
し
た
手
続
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
孤
立
的
小
村
－
散
居
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
《
入
来
院
の
中
世
村
落
像
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

認
識
を
ふ
ま
え
て
永
原
氏
は
在
家
農
民
の
土
地
保
有
権
の
弱
さ
を
論
じ
、
孤
立
的
在
家
が
地
縁
的
村
落
共
同
体
を
媒
介
と
せ
ず
、
個
別
的
に
在

地
領
主
に
従
思
し
て
い
た
と
結
論
付
け
る
。
そ
し
て
入
来
院
の
事
例
の
位
置
付
け
に
際
し
て
永
原
氏
は
備
後
国
大
田
庄
の
例
を
援
用
し
、
そ
こ

で
も
同
様
の
小
村
H
散
居
モ
デ
ル
が
該
当
す
る
と
み
な
し
て
い
る
。
但
し
大
田
庄
で
は
「
村
」
毎
に
「
発
達
し
た
規
模
で
一
個
の
ま
と
ま
り
あ

る
村
落
」
が
成
立
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
小
村
－
散
居
モ
デ
ル
の
歴
史
的
な
発
展
を
示
す
も
の
と
解
し
、
小
村
－
散
居
モ
デ
ル
を
む
し
ろ
「
い

ち
じ
る
し
く
一
般
性
を
も
つ
中
世
村
落
の
原
型
」
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
永
原
氏
の
入
来
論
文
の
論
旨
を
略
々
紹
介
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
通
じ
て
も
窺
え
る
よ
う
に
、
氏
の
論
旨
は
所
詮
小
村
皿
散

居
モ
デ
ル
の
設
定
に
重
点
が
お
か
れ
、
そ
の
孤
立
性
が
ほ
と
ん
ど
無
批
判
に
後
の
行
論
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
説
得

力
を
有
し
え
た
の
は
栄
え
に
小
村
腱
散
居
モ
デ
ル
の
明
解
さ
に
拠
る
の
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
視
角
に
訴
え
る
景
観
モ
デ
ル
の
雄
弁
さ
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
た
好
例
と
称
せ
よ
う
。
た
だ
し
村
落
共
同
体
の
存
在
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ー
な
評
価
は
氏
の
封
建
制
成
立
史
の
理
解
と
密
着
し
て

お
り
、
中
世
成
立
期
旺
封
建
制
成
立
の
立
場
を
と
る
研
究
者
よ
り
様
々
な
批
判
が
提
示
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　
批
判
に
は
大
略
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
ま
ず
ひ
と
つ
は
右
の
㈲
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
、
中
世
に
お
い
て
も
平
野
部
に
水
工
が
存
在
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
を
示
し
、
そ
の
灌
概
を
め
ぐ
っ
て
名
や
在
家
相
互
間
の
結
合
関
係
を
想
定
す
る
も
の
、
他
は
㈹
に
対
す
る
批
判
で
、
水
利
以
外
の
、
景
観
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
あ
ら
わ
れ
な
い
茅
舎
契
機
に
よ
っ
て
中
世
的
村
落
共
同
体
が
存
在
し
た
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
は
い
ず
れ
も
聞
く
べ
き

内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
な
お
不
徹
底
な
批
判
に
と
ど
ま
り
、
　
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
論
の
克
服
に
は

至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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中世村落の構遣とその変容過程（吉田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
前
者
の
場
合
、
大
田
庄
の
例
の
よ
う
に
、
古
代
に
条
里
地
割
の
施
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
農
村
に
つ
い
て
は
妥
当
と
み
ら
れ
よ
う
が
、
そ

の
際
に
も
平
野
豊
水
照
の
具
体
的
存
在
形
態
（
水
利
条
件
や
保
有
状
況
な
ど
）
が
明
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
従
来
の
諸
批
判
で
は
専
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

水
田
の
地
形
位
置
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
地
形
位
置
で
は
な
く
、
水
田
耕
作
を
め
ぐ
る

農
民
間
の
共
岡
関
係
な
の
で
あ
り
、
こ
の
点
が
明
確
に
さ
れ
な
い
限
り
批
判
は
貫
徹
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
立
場
に
立
つ
限
り
村

落
共
同
体
成
立
の
要
件
と
し
て
水
利
の
共
同
関
係
の
存
在
が
前
提
さ
れ
る
、
と
い
う
永
原
氏
の
シ
ェ
ー
マ
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
は

そ
の
時
期
を
少
々
遡
ら
せ
る
に
す
ぎ
ぬ
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
平
野
部
に
お
け
る
水
田
開
発
は
明
ら
か
に
地
域
差
を
伴
う
現
象
で
あ

っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
世
の
村
落
共
同
体
が
一
律
に
論
じ
う
る
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
は
解
決
さ
れ
な
い
。

　
次
に
後
者
の
批
判
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
そ
こ
で
は
㈱
～
㈲
に
至
る
歴
史
地
理
的
認
識
は
永
原
説
を
踏
襲
し
、
そ
の
上
で
方
法
上
な
い
し

評
価
上
の
批
判
を
加
え
る
と
い
う
形
式
を
採
る
も
の
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
立
場
の
論
者
は
均
し
く
史
料
上
か
ら
農
民
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

社
会
組
織
を
抽
出
し
、
そ
の
存
在
を
村
落
共
同
体
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
。
も
と
よ
り
筆
墨
も
こ
う
し
た
方
法
の
妥
当
性
は
充

分
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
満
に
感
じ
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
孤
立
的
な
小
村
や
散
居
を

結
合
す
る
紐
帯
に
対
す
る
具
体
的
な
解
明
が
不
十
分
で
あ
り
、
し
か
も
村
落
共
同
体
の
枠
組
と
し
て
当
時
の
行
政
単
元
で
あ
る
「
村
」
や
「
郷
」

が
や
や
安
易
に
摘
出
さ
れ
が
ち
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
い
か
な
る
社
会
に
お
い
て
も
行
政
単
元
と
し
て
の
「
村
」
は
一
定
の
組
織
と
機
能

を
有
し
て
お
り
、
表
面
に
現
象
化
し
易
い
特
性
を
も
つ
。
し
か
し
戦
後
の
村
落
社
会
地
理
学
が
解
明
し
て
き
た
よ
う
に
、
農
民
の
実
質
的
な
共

同
関
係
は
必
ず
し
も
行
政
村
に
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
小
村
景
観
が
卓
越
す
る
農
村
で
は
村
落
構
造
が
複
雑
な
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

層
関
係
を
呈
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
意
味
で
か
つ
て
大
山
喬
平
氏
が
丹
波
国
大
山
庄
に
お
い
て
通
常
史
料
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
む
ら
共
同
体
し
の
存
在
を
示
し
た
こ
と
は
示
唆
に
富
む
。
中
世
村
落
の
実
体
に
迫
る
た
め
に
は
、
史
料
の
存
否
に
か
か
わ
ら
ず
こ
う
し
た
農

民
の
生
活
に
即
し
た
社
会
関
係
の
解
明
に
ま
で
進
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
　
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
論
批
判
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
を
以
て
し
て
も
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」

85　（383）



論
は
克
服
し
え
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
永
原
氏
自
身
か
つ
て
こ
れ
ら
の
批
判
を
紹
介
し
た
う
え
で
そ
の
再
批
判
を
行
な
い
、
自

説
批
判
の
た
め
に
は
中
世
村
落
が
「
日
本
の
中
世
の
現
実
の
な
か
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
在
り
方
を
し
て
い
た
か
を
、
中
世
前
期
か
ら
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

へ
の
推
移
も
念
頭
に
お
い
て
解
明
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
扁
と
述
べ
て
い
る
。

　
筆
者
は
永
原
氏
の
こ
の
指
摘
を
妥
当
と
評
価
す
る
と
共
に
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
論
の
欠
陥
が
存
在
す
る
と

考
え
て
い
る
。
私
見
で
は
「
小
村
朋
散
居
型
村
落
」
論
は
本
質
的
に
ス
タ
テ
ィ
ク
な
構
造
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
な
発
展
の
コ
ー
ス
が
示

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
永
原
氏
が
入
来
院
の
事
例
と
大
田
庄
の
事
例
を
比
較
す
る
際
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
民
は

大
田
幻
出
原
村
に
つ
い
て
入
来
院
と
同
種
の
小
村
－
散
居
モ
デ
ル
を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
原
村
が
「
五
十
余
名
と
い

う
発
達
し
允
規
模
で
一
個
の
ま
と
ま
り
あ
る
村
落
を
形
成
し
て
い
た
」
と
評
価
す
る
。
こ
の
表
現
は
村
落
の
社
会
構
造
を
念
頭
に
お
く
も
の
で

あ
る
が
、
一
方
入
来
院
に
関
し
て
は
「
自
然
的
条
件
の
劣
悪
さ
と
領
主
的
収
奪
の
苛
酷
さ
」
に
規
定
さ
れ
、
　
「
耕
地
と
集
落
の
発
展
も
少
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

つ
た
た
め
に
、
孤
立
農
家
な
い
し
小
村
的
形
態
は
容
易
に
克
服
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
、
経
済
停
滞
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
小
村
－

散
居
モ
デ
ル
が
適
用
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
者
の
質
的
差
違
が
明
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
入
来
院
で
も
耕
地
と
集
落
の
発
達
が
あ
れ
ば
上
原

村
の
よ
う
な
「
村
落
形
態
」
が
現
出
し
え
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
永
原
琉
は
入
来
院
に
お
け
る
停
滞
性
を
小
村
－
散
居
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
説
明
し
な
が
ら
、
上
原

村
と
の
差
異
は
こ
の
モ
デ
ル
外
の
要
因
を
想
定
す
る
と
い
う
論
理
矛
盾
に
お
ち
い
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
実
は
永
原
氏
の
論
旨
の
⑥
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

わ
ち
小
村
や
散
村
に
お
け
る
集
落
と
耕
地
の
一
括
性
の
強
さ
は
超
歴
史
的
属
性
で
あ
っ
て
、
山
間
部
の
よ
う
に
広
い
耕
地
空
間
め
乏
し
い
農
村

で
は
耕
地
の
分
布
に
規
定
さ
れ
て
集
村
形
態
は
形
成
さ
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
小
村
－
散
居
モ
デ
ル
は
多
く
超
歴
史
的
構
造
の
言
明
に

す
ぎ
ず
、
歴
史
的
概
念
と
し
て
の
意
味
は
き
わ
め
て
稀
薄
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
り
に
中
世
村
落
の
「
原
型
」
に
こ
う
し
た
モ
デ
ル
が
適
用

さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
次
へ
の
発
展
の
コ
ー
ス
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
中
世
前
期
村
落
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
「
小
村
日
散
居
型
村
落
」
論
の
問
題
は
今
な
お
日
本
中
出
村
落
魚
の
重
要
な
論
点
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
議
論
の
克
服

は
こ
の
分
野
の
研
究
の
発
展
に
と
っ
て
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
ス
テ
ッ
プ
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
小
村
－
散
居
モ
デ

ル
に
右
の
よ
う
な
問
題
点
が
想
定
さ
れ
る
限
り
、
こ
の
議
論
は
、
単
な
る
評
価
・
解
釈
上
の
問
題
と
し
て
留
保
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し

ろ
事
実
認
識
を
一
層
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
筈
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
て
、
　
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
論
の
最
も
典
型
的
な
事
例
と
み
ら
れ
る
薩
摩
国
入
来
院
農
村
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
中
世
の
耕
地
と
集
落
の
存
在
形
態
の
再
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。
も
と
よ
り
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
も
永
原
氏
以
後
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

く
の
研
究
者
が
同
種
の
再
検
討
を
試
み
、
少
な
か
ら
ず
知
見
が
増
加
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
「
小
村
膜
散
居
型
村
落
論
」
の
批
判
な
い
し
修

正
を
試
み
た
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
傾
聴
す
べ
き
指
摘
を
含
む
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
全
体
的
な
印
象
と
し
て
は
右
と

同
様
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
事
実
認
識
に
せ
よ
村
落
の
評
価
に
せ
よ
、
概
ね
永
原
民
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
個
々
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
各
所
で
琶
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
入
来
院
を
は
じ
め
と
す
る
南
九
州
地
方
の
中
世
農
民
の
存
在
形
態
が
「
在
家
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
「
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

家
」
に
関
し
て
も
永
原
論
文
以
後
解
明
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
以
下
で
は
「
在
家
」

に
せ
よ
、
中
世
後
期
に
現
出
す
る
「
門
」
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
当
時
の
農
民
の
生
産
、
生
活
上
の
単
位
で
あ
り
、
複
合
家
族
的
構
成
を
も
つ
経

営
体
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
こ
う
し
た
立
場
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
松
本
新
八
郎
氏
を
挙
げ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
③
　
黒
田
「
中
世
の
村
落
と
座
」
、
『
神
戸
大
教
育
学
部
研
究
集
録
』
二
〇
、
一
九
五

　
松
木
「
郷
村
制
度
の
成
立
」
、
同
著
『
中
世
社
会
の
研
究
』
、
東
大
出
版
会
、
　
一

　
九
五
六
、
所
収
。

②
　
中
村
『
日
本
の
村
落
共
同
体
』
、
日
本
評
論
社
、
｝
九
五
七
。

　
中
村
琉
は
こ
こ
で
名
自
体
の
な
か
に
村
落
共
同
体
関
係
を
見
出
し
て
お
り
、
こ

　
の
意
味
に
お
い
て
名
を
基
本
的
経
鴬
体
と
み
る
松
本
新
八
郎
氏
の
見
解
に
近
似
し

　
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
九
、
所
収
。

　
同
「
村
落
共
両
体
の
中
世
的
特
質
」
、
清
水
・
会
田
編
『
封
建
社
会
と
共
同
体
』
、

創
一
兀
社
、
　
一
九
六
一
、
所
収
。

④
　
戸
田
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
と
中
世
初
期
の
村
落
」
、
『
ヒ
ス
ト
リ
ァ
』
二
九
、

　
｝
九
六
一
、
所
収
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

⑤
永
原
、
前
掲
（
は
じ
め
に
⑤
）
、
お
よ
び
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伺
「
荘
園
制
支
配
と
中
世
村
落
」
、
『
～
橘
論
叢
』
四
七
－
三
、
一
九
六
二
、
所

　
叡
。

　
　
前
者
は
薩
摩
國
入
来
院
の
個
別
研
究
、
後
者
は
荘
園
制
と
「
村
」
と
の
関
係
を

　
扱
っ
た
論
文
で
あ
り
、
同
年
に
耀
次
い
で
発
表
さ
れ
た
こ
れ
ら
二
論
文
で
永
原
氏

　
の
村
落
論
は
一
応
完
結
す
る
。
以
下
で
は
前
者
を
「
入
来
論
文
」
、
後
者
を
「
村

　
落
論
文
」
と
略
記
す
る
。

⑥
　
永
原
氏
は
「
村
落
論
文
偏
に
お
い
て
、
当
時
の
中
世
村
落
研
究
の
動
向
を
、
集

　
落
・
耕
地
の
歴
史
地
理
学
的
復
原
を
重
視
す
る
立
場
、
山
野
・
水
利
・
耕
地
利
用

　
・
祭
祀
な
ど
に
現
象
す
る
社
会
構
造
の
追
求
を
重
視
す
る
立
場
、
の
二
つ
の
立
場

　
に
整
理
し
て
い
る
。

⑦
左
要
な
も
の
と
し
て
次
の
二
論
文
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。

　
　
島
田
次
郎
「
日
本
中
世
村
落
史
研
究
の
課
題
と
方
法
」
、
前
掲
（
は
じ
め
に
⑥
）

書
、
序
章
。

　
　
関
臼
恒
雄
「
中
世
前
期
の
民
衆
と
村
落
」
、
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
臨
中
世
1
、

　
一
九
七
五
、
所
収
。

⑧
こ
の
立
場
を
と
る
研
究
者
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
永
原
氏
に
対
す
る
批
判
と
し

　
て
明
示
さ
れ
た
も
の
は
意
外
に
少
な
い
。
さ
し
あ
た
り
次
の
文
献
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
矢
木
明
夫
「
中
世
の
共
同
休
」
、
中
村
吉
治
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
共
同
体
の

　
史
的
考
察
』
、
　
一
九
六
五
、
所
…
収
。

　
　
ま
た
大
山
、
需
平
氏
を
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
…
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
永

　
原
説
を
め
ぐ
る
討
論
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
概
ね
こ
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
提
示

　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
果
肉
、
　
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
臼
木
歴
史
臨
6
荘
園
制
、
学
生
社
、
一
九
七
三
、
三

　
三
～
四
二
買
。
と
く
に
戸
田
芳
実
、
大
山
喬
平
、
網
野
善
彦
ら
の
発
言
。

⑨
た
と
え
ば
関
ロ
氏
（
前
掲
⑦
）
は
永
万
二
年
「
大
田
庄
立
券
文
案
」
に
み
ら
れ

　
る
坪
付
記
載
に
も
と
ず
い
て
、
大
田
庄
に
条
里
の
存
在
を
復
原
さ
れ
て
い
る
が
、

　
こ
の
地
区
の
地
割
は
か
な
り
錯
乱
し
て
お
り
、
典
型
的
な
条
里
遺
構
と
思
し
き
も

　
の
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
宕
の
立
券
文
案
の
坪
付
呼
称
は
本
来
の
条
里
制

　
と
は
無
関
係
に
採
用
さ
れ
た
、
一
種
の
土
地
表
示
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ

　
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
服
部
昌
之
「
条
里
の
継
起
的
研
究
」
、
同
著
『
律
令
国
家
の
歴
史
地
理
学
的
研

　
究
』
、
大
明
堂
、
一
九
八
三
、
第
一
都
第
四
煮
、
参
照
。

⑩
　
な
お
こ
れ
に
関
連
し
て
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
従
来
地
形
条
件
に
対
す
る

　
厳
密
さ
を
欠
い
た
議
論
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
元
来
平
野
部
と
い
う
蓑
現
自
体
が

　
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
度
々
「
氾
濫
原
」
等
と
換
言
さ
れ
る
に
至
る
と
、

　
こ
れ
は
す
で
に
事
実
誤
認
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
田
庄
に
せ
よ
入
来
院
に
せ

　
よ
河
川
沿
岸
の
平
野
は
す
で
に
段
丘
面
化
し
た
地
形
面
で
あ
っ
て
決
し
て
「
氾
濫

　
原
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
と
同
種
の
用
器
法
の
混
侃
が
「
サ
コ
田
」
概
念
に

　
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
混
乱
が
あ
る
限
り
、
歴
史
地
理
的
方
法
の

　
有
効
性
は
発
揮
さ
れ
え
ず
、
む
し
ろ
誤
解
を
生
み
田
す
だ
け
の
結
果
に
終
始
す
る

　
で
あ
ろ
う
。

⑪
関
口
氏
（
前
掲
⑦
）
の
批
隅
も
こ
う
し
た
側
面
を
併
せ
も
つ
ほ
か
、
大
田
庄
に

　
関
し
て
は
、
最
近
山
本
隆
志
氏
が
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
る
「
村
」
の
内
容
を
検
討

　
し
、
そ
こ
に
衝
姓
結
合
の
事
た
る
中
世
村
落
を
描
蝕
し
て
い
る
。

　
　
山
本
「
鎌
倉
期
の
村
と
百
姓
」
『
歴
史
評
論
』
三
七
四
、
一
九
八
一
、
所
収
。

⑫
石
原
潤
「
集
落
形
態
と
村
落
共
同
体
」
、
『
人
文
地
理
』
一
七
i
一
、
一
九
六

　
五
、
所
収
。

　
　
浜
谷
正
人
門
農
村
社
会
の
空
間
秩
序
と
そ
の
意
義
」
、
『
人
文
地
理
』
二
～
一
二
、

　
一
九
六
九
、
所
収
。

⑬
大
由
「
鎌
倉
時
代
の
村
落
結
合
」
、
『
史
林
』
四
六
－
六
、
一
九
六
三
、
所
収
。

⑭
　
永
原
「
阿
蘇
社
領
湯
浦
郷
の
『
村
』
に
つ
い
て
」
、
『
地
方
史
研
究
』
＝
一
…
七
、

　
一
九
七
五
、
所
収
。

⑮
　
こ
う
し
た
停
滞
性
の
強
調
の
背
景
に
は
、
中
数
後
期
の
門
制
度
、
近
世
の
門
割

　
制
度
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
「
入
来
論
文
」
に
お
け
る
次
の
指
摘
は
、
永
原
氏
の
門
制
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度
に
対
す
る
理
解
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
　
「
中
世
の
全
期
を
通
じ
て
、
農
民
の
側

　
に
お
け
る
封
建
的
村
落
共
同
体
が
展
開
せ
ず
、
領
主
支
配
も
そ
れ
に
応
じ
て
『
門
』

　
禰
度
を
形
成
す
る
よ
う
な
形
態
…
…
」
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
門
擬
度
が
申
世
前

　
期
の
在
家
制
度
の
再
生
産
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
両
制
度
間
の
質
的
差
違
に
紺
す

　
る
関
心
が
う
か
が
い
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑯
　
水
津
一
朗
氏
は
、
こ
う
し
た
一
括
性
を
散
村
景
観
に
固
有
の
機
能
と
位
鍛
付
け

　
て
い
る
。

　
　
水
津
「
基
礎
地
域
の
形
態
」
、
同
誌
『
社
会
地
理
学
の
基
本
問
題
』
（
第
二
増
補

　
版
）
大
明
堂
、
一
九
七
〇
、
第
韮
章
4
節
、
参
照
。

⑰
　
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
な
諸
論
孜
が
あ
る
。

　
　
佐
川
弘
「
中
世
後
期
南
九
州
に
お
け
る
門
体
制
の
成
立
と
そ
の
構
造
」
、
『
中
世

　
の
窓
』
一
〇
・
一
一
号
、
一
九
六
二
、
所
構
。

　
　
同
「
中
世
入
来
院
領
に
お
け
る
在
地
構
造
の
変
質
」
　
『
史
学
雑
誌
』
七
三
－
四

　
・
六
、
　
一
九
六
四
、
所
収
。

　
　
上
杉
允
彦
「
門
割
制
度
成
立
の
前
提
」
　
『
史
観
』
六
九
、
一
九
六
四
、
所
収
。

　
　
北
島
万
治
「
中
樵
宋
期
に
お
け
る
門
の
存
在
形
態
」
　
『
社
会
と
伝
承
』
七
一
三

二
　
水

田

　
・
四
、
　
一
九
轟
ハ
四
［
、
翫
川
収
。

　
同
「
門
体
制
の
構
造
と
領
主
制
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
九
四
、
一
九
六
四
、
所

収
。

　
古
川
常
深
「
巾
世
に
お
け
る
勧
農
形
態
と
農
民
層
の
分
解
」
、
　
『
東
洋
研
究
臨

　
五
、
　
一
九
六
四
、
所
収
。

　
　
郡
山
良
光
「
在
家
体
制
よ
り
門
体
制
へ
の
移
行
」
、
『
日
本
歴
史
』
二
〇
四
、
　
一

　
九
六
五
、
所
収
。

　
　
義
江
彰
夫
「
在
地
領
主
に
お
け
る
所
領
所
有
と
そ
の
歴
史
的
性
格
」
、
『
歴
史
学

　
研
究
』
三
四
三
、
一
九
六
八
、
所
収
。

　
　
五
味
文
彦
「
領
主
支
配
と
開
発
の
進
展
」
、
凹
史
学
雑
誌
』
七
七
－
八
、
一
九
六

　
八
、
所
収
。

⑱
五
味
文
彦
「
在
家
・
分
業
の
構
造
」
、
『
史
学
雑
誌
』
七
五
i
五
、
一
九
七
〇
、

　
所
収
。

　
　
網
野
善
彦
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
構
造
」
、
竹
内
理
三
編
『
土
地
制
度
史
i
』

　
（
体
系
日
本
史
陶
磁
）
6
、
山
川
出
版
社
、
一
九
七
三
、
所
記
。
と
く
に
「
皿
、

　
在
家
」
の
項
。

O
D
　
清
色
村
の
土
地
条
件
と
土
地
利
用

　
清
色
村
は
入
来
院
九
ケ
村
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
村
域
は
諸
々
勘
案
し
て
近
世
の
入
来
総
督
之
名
村
の
全
域
と
同
郷
添
田
村
の
一
部
（
本
村
方

　
　
　
　
　
　
　
　
①

限
）
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
拡
が
り
は
前
川
内
川
、
後
川
内
川
（
村
内
で
合
流
し
て
入
来
町
、
現
地
で
は
三
川
を
一
括
し
て
大
川
と
呼
ぶ
）
流

域
の
｝
帯
に
相
当
し
、
お
よ
そ
六
十
平
方
キ
ロ
に
わ
た
る
広
大
な
面
積
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
河
川
最
上
流
の
山
間
部
に
位
置
す
る
た
め
村

域
の
大
部
分
は
山
地
で
あ
り
、
沖
積
平
野
は
前
・
後
川
内
川
の
合
流
点
を
中
心
と
し
て
牟
多
田
か
ら
小
路
に
か
け
て
比
較
的
広
く
拡
が
っ
て
い
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図一　用水井堰と

囎1鰯麟誌面溝
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る
ほ
か
は
、
大
川
両
岸
に
帯
状
に
分
布
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
大
川
は
現
在
平
野
面
を
下
刻
し
て
十
メ
ー
ト
ル
前
後
低
い
河
床
を
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
タ

れ
て
お
り
、
す
で
に
平
野
面
は
段
丘
面
化
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
「
牟
田
」
と
呼
ば
れ
る
低
湿
地
が
点
在
す
る
ほ
か
は
概
ね
高
燥
な
土

地
条
件
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
平
野
面
に
連
続
す
る
山
地
、
丘
陵
は
標
高
二
百
～
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
比
較
的
緩
傾
斜
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
部
分
に
は
広
く
シ
ラ
ス
層
が
堆
積
し
狭
長
な
小
浸
食
谷
（
サ
コ
）
が
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
・
後
川
内
川
に
は
さ
ま
れ
た
中

山
丘
陵
は
斜
面
を
上
る
と
平
坦
な
台
地
が
拡
が
っ
て
い
る
。
こ
の
東
部
に
位
置
す
る
方
賀
野
や
床
糖
原
、
西
端
の
豊
原
な
ど
は
と
り
わ
け
広
く

平
坦
な
シ
ラ
ス
台
地
で
あ
り
、
前
川
内
川
左
岸
の
八
重
原
、
中
野
原
な
ど
も
同
様
の
シ
ラ
ス
台
地
で
、
西
接
す
る
市
比
野
に
か
け
て
広
く
拡
が

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
れ
よ
り
外
側
は
山
地
が
そ
び
え
、
鷹
ノ
子
岳
な
ど
の
信
仰
の
対
象
や
近
世
に
行
な
わ
れ
て
い
た
正
月
二
日
の
狩
猟
初
め
の
猟
揚
な
ど
は
存

在
し
た
が
、
農
民
の
日
常
的
な
生
活
・
行
動
空
間
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
を
構
成
す
る
地
形
面
は
右
に
挙
げ
た
沖
積
平
野
・
サ
コ

の
発
達
し
た
斜
面
・
シ
ラ
ス
台
地
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
ら
の
土
地
利
用
状
況
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
先
ず
沖
積
平
野
は
現
在
一
面
の
美
田
と
な
っ
て
お
り
、
目
下
進
行
中
の
圃
場
整
備
事
業
に
よ
っ
て
一
層
耕
作
条
件
の
向
上
が
企
て
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
タ

る
。
こ
れ
ら
の
水
田
の
な
か
に
牟
田
と
呼
ば
れ
る
排
水
不
良
の
低
湿
田
も
存
在
す
る
が
、
概
ね
良
質
の
乾
田
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
灌
概
は
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ゼ

川
に
架
設
さ
れ
た
用
水
堰
（
当
地
方
で
は
井
堰
と
呼
ば
れ
る
）
か
ら
取
水
す
る
用
水
路
に
依
存
し
て
い
る
。
浦
之
名
地
区
の
灌
概
に
用
い
ら
れ
る
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

堰
は
主
要
な
も
の
だ
け
で
九
つ
を
数
え
る
が
、
こ
の
位
置
と
灌
聖
域
は
図
一
に
示
す
通
り
で
、
ほ
と
ん
ど
の
沖
積
平
野
面
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
井
堰
の
設
置
年
代
は
近
世
以
降
と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
年
代
が
明
確
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
は
開
新
田
堰
の
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
の
み
で
、
そ
の
他
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
の
「
横
目
日
記
」
に
は
四
反
田

堰
、
機
敷
川
堰
の
修
理
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
少
な
く
と
も
近
世
中
期
ま
で
は
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
三
層
は
浦
之
名
で

も
よ
り
下
流
に
位
置
し
井
堰
の
規
模
も
大
き
く
、
技
術
的
に
よ
り
困
難
な
工
事
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
よ
り
上
流
の

井
堰
の
設
置
は
こ
れ
ら
に
先
行
し
て
い
た
可
能
性
も
大
き
い
。
概
し
て
薩
藩
地
方
で
は
島
津
氏
の
民
政
事
業
の
成
果
を
誇
大
化
す
る
傾
向
が
あ
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り
、
用
水
工
事
に
つ
い
て
も
す
べ
て
が
近
世
以
降
の
所
産
と
す
る
伝
承
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
に
綿
密
な
検
討
が
要
求

さ
れ
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
シ
ラ
ス
を
刻
む
サ
コ
に
古
く
か
ら
水
田
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
サ
コ
田
は
図
心
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

用
水
路
灌
概
域
の
外
側
に
分
布
し
、
ほ
と
ん
ど
が
天
水
か
簡
単
な
掛
樋
に
よ
っ
て
導
水
さ
れ
る
谷
川
の
水
に
用
水
を
依
存
し
て
い
る
。
元
来
地

下
水
位
の
高
い
湿
地
帯
で
あ
る
か
ら
排
水
不
良
な
低
湿
田
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
に
干
ば
つ
の
危
険
性
も
大
き
い
。
ま
た
谷
川
の
水
は
冷
温
で

あ
る
た
め
稲
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
安
定
な
生
産
力
に
加
え
て
、
そ
の
位
置
が
集

落
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
農
作
業
上
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
、
今
日
サ
コ
田
は
荒
廃
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
『
入
来
町
誌
』
に
よ
る
と
、
近
世
に
お
い
て
は
サ
コ
田
や
平
野
部
の
牟
田
な
ど
の
低
湿
田
で
は
概
ね
赤
米
の
直
播
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
た

　
　
⑥

と
い
う
。
嵐
嘉
一
氏
も
鹿
児
島
県
に
お
け
る
水
稲
直
播
栽
培
に
つ
い
て
多
く
の
事
例
を
挙
げ
、
そ
れ
が
強
湿
田
の
栽
培
法
と
し
て
広
く
分
布
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
嵐
氏
に
よ
れ
ば
鹿
児
鳥
地
方
で
は
日
本
型
稲
の
直
播
と
イ
ン
ド
型
稲
の
直
播
の
二
種
が
あ
り
、
後
者
の
方
が

よ
り
粗
放
的
に
栽
培
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
は
除
草
す
ら
行
な
わ
な
い
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
入
来
で
も
こ
う
し
た
赤
米
田
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
。
例
え
ば
近
世
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
の
「
浦
訳
名
村
黒
垂
門
名
寄
帳
」
に
よ
る
と
、
同
門
の
門
付
田
申
「
赤
籾
」
．

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
と
ご
と
く
下
々
田
で
、
全
体
の
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
出
平
門
は
後
述
す
る
よ
う
に
牟
多
田
地
区
に
位
置
す

る
門
で
あ
っ
た
が
、
赤
米
田
の
写
字
は
椿
八
重
・
鶴
之
追
・
樋
ノ
迫
・
松
木
照
な
ど
の
サ
コ
田
、
日
誌
・
久
木
塚
な
ど
の
平
野
部
に
分
布
し
、

後
者
が
低
湿
な
牟
田
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
同
門
で
は
下
々
田
が
四
分
の
三
を
占
め
、
B
本
型
稲
を
栽
培
す
る
下
々
田
も
ほ

ぼ
同
面
積
存
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
う
ち
に
も
少
な
か
ら
ず
直
播
が
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
薩
播
栽
培
に
つ
い
て
も
中

世
農
業
と
の
か
か
わ
り
な
ど
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
節
ま
で
保
留
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
広
汎
な
存
在
に
注
目

し
て
お
く
に
留
め
た
い
。

　
次
に
畑
地
利
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
現
在
台
地
上
に
広
く
分
布
し
、
平
野
に
は
集
落
周
辺
に
わ
ず
か
に
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
と
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り
わ
け
上
述
し
た
床
薮
原
や
中
野
原
な
ど
の
広
い
シ
ラ
ス
台
地
は
今
日
一
面
に
畑
地
が
開
か
れ
、
商
品
生
産
部
門
で
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
床
並
原
は
戦
後
広
く
開
拓
さ
れ
、
中
山
開
拓
と
い
う
部
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
以
前
は
集
落
が
な
く
、
大
半
が
切
替
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
明
治
初
年
の
土
地
台
帳
に
よ
る
と
、
素
踊
並
に
は
切
替
畑
十
町
八
反
年
並
、
水
田
一
町
六
畝
、
畑
七
反
六
畝
、
秣
場
四

反
七
福
、
ほ
か
若
干
の
山
（
藪
）
・
草
生
地
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
切
替
畑
は
全
体
の
忠
心
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
切
替

畑
と
は
林
地
と
畑
作
が
交
代
す
る
粗
放
な
土
地
利
用
で
、
正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
山
焼
き
を
行
な
い
、
そ
の
後
三
年
間
ほ
ど
カ
ラ
イ
モ
・
ム

ギ
・
ダ
イ
ズ
・
ソ
バ
な
ど
を
輪
作
し
、
地
力
が
消
耗
す
れ
ば
元
の
林
地
に
戻
し
た
。
聞
き
と
り
に
よ
る
と
こ
れ
は
シ
ラ
ス
台
地
に
限
ら
ず
通
耕

に
便
利
な
林
地
で
あ
れ
ば
傾
斜
地
で
も
多
く
つ
く
ら
れ
た
ら
し
い
。
戦
前
は
入
会
林
に
権
利
を
も
つ
も
の
な
ら
誰
で
も
そ
こ
に
切
替
畑
を
つ
く

る
亡
と
が
で
き
、
そ
の
際
一
年
歩
に
つ
き
十
銭
を
毎
年
部
落
に
納
め
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
条
件
の
よ
い
と
こ
ろ
で
は
徐
々
に
金

肥
を
投
入
し
て
常
畑
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
後
の
開
拓
や
そ
の
後
の
食
糧
事
情
の
好
転
に
伴
っ
て
、
今
日
で
は
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
近
世
の
段
階
で
は
こ
う
し
た
粗
放
な
土
地
利
用
が
広
く
普
及
し
て
い
た
公
算
が
大
き
く
、
サ
ヌ
田
の
直
播
栽
培
と
併
せ
注
目
し
て

お
き
た
い
。

働
　
申
世
水
田
の
分
布
と
立
地

　
以
上
の
よ
う
な
土
地
利
用
形
態
を
ふ
ま
え
、
中
世
に
お
け
る
水
田
の
分
布
を
検
討
し
よ
う
。

　
中
世
清
色
村
の
集
落
と
耕
地
に
関
す
る
史
料
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

⑦
　
元
享
二
（
＝
一
三
二
）
年
　
清
敷
北
方
水
田
検
注
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

④
　
　
同
年
　
　
清
敷
南
方
水
田
検
注
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

㊥
　
　
　
　
年
未
詳
　
　
　
　
箪
田
日
記

の
三
点
の
土
地
帳
簿
史
料
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
入
来
院
研
究
の
根
本
史
料
と
し
て
周
知
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
行
論
に
対
し
必
要
最

小
限
の
紹
介
を
施
し
て
お
き
た
い
。
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先
ず
⑦
・
④
は
同
年
月
日
付
の
一
対
の
帳
簿
で
、
両
者
を
併
せ
る
と
清
色
村
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
ゆ
こ
れ
ら
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
北
方
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

南
方
は
二
代
明
重
の
所
領
譲
与
に
伴
っ
て
清
色
村
を
三
対
二
に
分
割
し
た
も
の
で
あ
り
、
北
方
は
中
山
丘
陵
、
長
野
地
区
か
ら
後
川
内
川
流
域
、

南
方
は
前
川
内
川
・
入
来
川
流
域
を
占
め
る
。
そ
の
記
載
様
式
は

　
　
　

　
　
一
小
牟
礼
分
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＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
せ
　
　
　
　
な
か
た
け
　
　
　
　
　
　
　
お
り
を
田
代

　
　
　
一
・
一
反
　
　
一
・
十
　
　
一
・
三
反
十
　
ひ
の
工
・
二
反

　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
同
所
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
く
ち
の
た
な
　
　
の
そ
い
　
　
　
　
　
　
ふ
か
た

　
　
ひ
の
土
・
一
反
岡
所
一
・
三
反
同
所
一
・
一
反
同
所
一
・
二
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@　

@
塾
丁
三
反
萬
鍵
駆
手
一
反
餌
恥
分
米
三
斗
舞

の
よ
う
に
、
各
在
家
、
給
人
毎
の
名
寄
形
式
を
と
る
。
そ
し
て
そ
の
保
有
田
に
つ
い
て
反
別
と
所
在
地
字
を
一
筆
ζ
と
に
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

末
尾
に
は
反
別
集
計
・
堅
田
得
田
新
開
田
な
ど
の
内
訳
け
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
在
家
分
に
は
こ
れ
に
加
え
て
末
尾
に
分
米
高
の
集
計
が

記
さ
れ
て
お
り
、
在
家
支
配
の
基
本
台
帳
と
し
て
の
性
格
が
明
瞭
で
あ
る
。
な
お
水
田
の
記
載
に
は
不
統
一
が
あ
り
、
所
在
地
．
字
の
欠
如
す
る

項
や
歴
数
・
分
米
高
の
集
計
の
み
の
項
も
少
な
く
な
い
。
従
っ
て
デ
ー
タ
と
し
て
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
従
来
永
原
氏
な
ど
が
推
楚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
て
い
た
北
方
検
注
帳
⑦
の
一
部
欠
落
は
必
ず
し
も
想
定
す
る
必
要
は
な
く
、
現
存
の
内
容
で
完
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な
し
た
い
。

　
次
に
㊥
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
従
来
の
考
証
の
結
果
に
よ
る
と
、
砦
干
の
前
後
は
み
と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
十
五
世
紀
宋
で
あ
る
こ
と
は
動

　
　
　
　
　
　
　
⑮

か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
⑦
④
と
は
お
よ
そ
一
世
紀
半
の
隔
た
り
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
在
地
で
は
こ
の
間
に
南
北
朝
内
乱
を
経
て

応
永
頃
（
十
五
世
紀
初
頭
）
よ
り
門
体
制
の
成
立
を
み
て
お
り
、
㊥
で
は
水
田
保
有
の
主
体
は
旧
来
の
在
家
か
ら
門
へ
と
移
行
を
と
げ
て
い
る
。

こ
の
帳
簿
は
⑦
④
と
同
時
に
清
色
村
内
の
水
田
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
⑦
④
の
よ
う
な
名
駅
形
式
を
と
ら
ず
、

　
　
　

　
　
二
石
八
斗
ま
き
＋
貫
を
り
を
田
代
以
上
　
こ
む
れ
門
之
内
　
　
　
半
そ
半
中

　
　
　

　
　
七
斗
ま
き
二
貫
八
百
　
を
り
を
照
代
あ
つ
き
の
さ
き
門
之
内
　
　
中
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）
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〈15世紀算田EI記の水田地字＞
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（
マ
マ
）

　
　
一
斗
九
舛
七
百
　
　
　
一
の
王
字
　
あ
つ
き
の
さ
き
門
之
内
　
　
　
中

　
　
　

　
　
九
舛
二
百
　
　
　
　
中
た
け
　
こ
む
れ
門
之
内
　
　
　
　
　
　
　
｝

の
よ
う
に
、
水
田
の
一
筆
一
筆
に
つ
い
て
斗
至
高
、
所
在
地
字
名
、
保
有
す
る
門
・
給
人
名
、
年
貢
貫
高
、
損
田
得
田
の
別
が
切
れ
目
な
く
一

貫
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
給
人
分
を
は
じ
め
自
作
分
に
ま
で
貫
高
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
帳
簿
が
守
護
役
賦
課
を
契
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
推
定
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
は
全
九
六
二
筆
に
及
ぶ
膨
大
な
数
の
水
田
筆
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
め
記
載
は
一
定
の
空
間
的
順
序
に
則
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
い
ま
現
地
比
定
可
能
な
地
歴
を
地
図
上
で
追
跡
し
て
ゆ
く
と
（
図
二
参
照
）
、
そ
れ
は
渋
谷
本
窯
の
居
館
（
近
世
の
麓
）
の
南
の

「
く
き
の
う
と
」
（
久
木
宇
都
）
に
始
ま
り
、
先
ず
前
川
内
川
流
域
を
遡
り
、
次
い
で
長
野
地
区
か
ら
松
下
田
を
経
て
平
木
場
へ
抜
け
る
。
こ
の

平
木
場
周
辺
に
続
い
て
中
山
丘
陵
へ
上
り
（
以
後
後
川
内
川
の
最
上
流
市
野
々
地
区
へ
飛
び
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に
下
流
へ
と
移
り
、
堂
薗
・
牟

多
陽
地
区
を
経
て
合
流
点
に
達
し
、
さ
ら
に
下
流
へ
元
村
地
区
ま
で
追
跡
で
き
る
。
も
と
よ
り
細
部
に
お
い
て
は
や
や
名
寄
的
に
同
一
門
・
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

人
の
保
有
田
が
一
括
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
が
、
大
略
こ
の
コ
ー
ス
は
実
際
の
検
注
に
お
け
る
そ
れ
に
則
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

広
い
村
内
に
は
現
行
小
字
名
だ
け
で
も
同
一
名
称
が
数
ケ
所
に
存
在
す
る
例
が
少
な
く
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
記
載
順
序
は
各
地
字
名
の
同
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
一
筆
と
い
う
登
録
単
位
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
く
と
、
最
大
は
川
床
門
の
前
田
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま
ち

石
一
斗
忍
摺
蒔
（
四
町
八
反
程
度
）
か
ら
最
小
は
一
紙
蒔
（
二
＋
歩
前
後
）
ま
で
大
き
な
較
差
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
実
際
の
畔
や
団
地
と
は
異

な
る
単
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
地
黒
名
の
な
か
に
も
「
長
田
の
上
ニ
ケ
所
」
や
「
前
田
う
と
以
上
」
な
ど
の
表
記
が
少
な
か

ら
ず
見
出
さ
れ
、
前
者
は
ニ
ケ
所
の
団
地
を
一
括
し
た
も
の
、
後
者
は
前
田
を
中
心
と
し
て
う
と
（
宇
都
）
か
ら
上
方
ま
で
を
含
む
一
帯
の
田
地

を
一
括
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
の
一
筆
の
単
位
は
包
括
的
な
性
格
を
も
っ
て
お
け
、
各
地
区
で
の
水
田
の
充
填
度
や
所
有
関

係
の
錯
綜
度
・
一
円
度
等
の
相
違
に
応
じ
て
様
々
な
場
合
が
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
但
し
こ
う
し
た
詳
細
な
地
字
名
表
記
は
水
田
の
分
布
状
況

を
う
か
が
う
た
め
に
は
、
む
し
ろ
好
都
合
な
点
の
ひ
と
つ
に
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
三
点
の
土
地
帳
簿
史
料
に
つ
い
て
略
述
し
て
き
た
が
、
筆
者
も
又
こ
れ
ら
に
拠
っ
て
中
世
水
田
の
現
地
比
定
を
試
み
た
。
云
う
ま
で
も

な
く
現
地
比
定
の
作
蕃
従
来
よ
り
嬰
行
な
わ
れ
て
き
て
お
り
・
そ
れ
ぞ
れ
の
学
事
地
図
化
さ
れ
て
い
触
し
か
し
そ
れ
ら
の
㌘
は
地

図
表
現
上
左
程
厳
密
で
は
な
く
、
各
地
点
の
地
形
的
特
色
は
充
分
読
み
取
り
え
な
い
の
が
難
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
比
定
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇

所
も
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
広
い
清
色
村
の
村
域
内
で
は
同
一
の
地
名
が
相
互
に
隔
て
た
数
ケ
所
に
重
複
し
て
存
在
す
る
こ
と
が
決
し
て

稀
で
な
い
。
例
え
ば
現
行
の
小
字
名
で
も
前
田
・
大
丸
な
ど
は
三
ケ
所
に
見
出
さ
れ
、
名
称
の
み
か
ら
は
各
地
点
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
小
字
名
は
村
内
の
小
地
名
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
重
複
す
る
名
称
は
さ
ら
に
多
い
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
比
定
に
際
し
て
は
慎
重
な
考

慮
が
要
求
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
右
に
指
摘
し
た
添
田
日
記
の
記
載
順
に
注
目
し
、
そ
の
ル
ー
ト
に
即
し
て
比
定
を
進
め
た
。
そ
の
た
め
、
名

称
が
一
致
し
て
も
ル
ー
ト
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
る
も
の
は
分
布
図
か
ら
除
外
し
て
あ
る
。
ま
た
元
亨
検
注
帳
分
に
つ
い
て
は
算
照
日
記
と
対
比

し
つ
つ
そ
の
連
続
性
が
確
認
で
き
る
も
の
の
み
を
示
し
て
お
い
た
。

　
こ
う
し
た
作
業
の
結
果
得
ら
れ
た
図
二
に
よ
る
と
、
多
く
の
サ
コ
田
が
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
同
時
に
段
丘
平
野
部
に
も
多
く
の

水
雷
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
大
半
は
近
世
以
降
と
云
わ
れ
る
用
水
路
灌
概
域
内
に
位
置
し
て
い
る
。
時
期
的
に

み
れ
ば
既
に
元
亨
検
注
帳
段
階
に
お
い
て
居
館
の
南
の
久
木
宇
都
地
区
を
中
心
に
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
箕
田
臼
記
段
階
に
な
る
と
全
村
規
模

で
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
従
っ
て
元
亨
検
注
帳
か
ら
算
田
日
記
に
至
る
間
の
水
田
の
絶
対
増
の
多
く
の
部
分
は
平
野
部
に
求
め
ら
れ
よ
う
が
、

そ
れ
ら
の
開
発
条
件
に
関
し
て
は
さ
ら
に
個
々
の
地
点
で
の
綿
密
な
検
討
が
要
求
さ
れ
る
。
い
ま
可
能
性
の
み
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
平
野
部
水

田
の
開
発
は
、
e
従
来
近
世
以
降
と
考
え
ら
れ
て
き
た
用
水
路
築
造
が
中
世
の
あ
る
時
点
に
ま
で
遡
り
う
る
か
、
⇔
の
ち
の
用
水
路
以
外
の
用

水
源
が
存
在
し
た
か
、
⇔
そ
こ
が
特
定
の
用
水
源
を
必
要
と
し
な
い
湿
地
の
「
牟
田
」
で
あ
っ
た
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
試
み
に
「
算
田
日
記
」
を
用
い
て
こ
れ
ら
の
地
心
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
水
田
の
一
斗
赫
当
た
り
年
貢
高
を
算
等
し
た
と
こ
ろ
表
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
よ
う
に
か
な
り
ぼ
ら
つ
き
の
あ
る
数
値
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
　
「
山
指
手
御
手
持
分
帳
」
に
お
け
る
斗
代
を
求
め
る
と
、
算
田
B
記
同
様
一

率
の
数
値
を
と
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
高
低
は
両
氏
間
で
概
ね
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
従
っ
て
こ
れ
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表一　算田日記の水田地字と年貢率（年貢率は単位：文／一斗蒔）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
⑳
U
揺
聡
U
悠
蛤
η
B
徳
2
0
a
羽
2
3
鈎
％
％
2
7
％
四
3
0
肌
舘
認
訓

地　字　名

くきのうと

五反田

つふき

ょうの丸

なへ田

古市
市　認

みなお田

にしの原

をとし

竹下
すはのまち

小竹原田

つる田

：丸みね

かハちの口

くきつか

前田（宮田）

馬越
くり下

大丸
たかゑ

前田（黒武者）

山かむれ

かのこ田

まて野

をりを田代

のさか

前田（長野）

松下田

とこなみ

わたしかくら

一一ﾌ坂
前田（平木場）

籟塾i地字名四率
釧
3
1
3
謙
叙
引
期
感
想
4
4
4
5
凝
4
1
憂
4
9
5
0
駁
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8

甥
蠕
郷
麗
馳
駆
欝
黙
黙
毅
蜘
驚
謝
謝
鑑
號
繋
累

35　ひえのさご

36　むきたのメL

37　つるの原

38　ふなごへ
3g匡みの木の丸

　　1師の制作

1461はなまくら

　　1あなの尾

　　1前田（中木場）

　

141　たて山
E

42竹の下
　　ヨ
431つはきはえ
44iくえのさご
　　…
45

47i宮の前（市野）

48

49

50箆をりやま

51　つるの子のさご
　　521大丸
53　1ねこれ

54　1うわまち

55澄らm
56　iをこひら

かまう原

大さご

　あけのむた

かこいの下

村尾の前

　くわつる

堂の下

すなご田

村尾ひらき以上

曝讐
1あか田

1旧地字名願率
69

V0

ﾎ
η
聡
7
4
％
％
刀
7
8
7
9
8
0
翫
舘
器
8
4
8
5
8
6
8
7
8
8
8
9
9
0
皿
9
2
9
3
餌
9
5
9
6
卯
9
8
9
9
、
0
0

1

三
一
撚
鰯
欝
欝
㎜
捲
誹
端
叢
説
㎜
端
諜
端
蠕
殿
課

821ほりの内
83

iはやまのさこ

　おいの口

　といのさこ

松の木田
　うしろひら川はたi

前田（小中野）

ふとの

ふなかさご

へひかさこ

かまさご　　　1

はちあな

大いしのひら
1むた・前

1下つる　　　1

いとかしら　｝
ぬく谷

こかわち

木揚田

iiili’ilr’ifili，，，11ik，，i－b／vlli

95｝のいねの原：

謂
欝
謝
端
號
繋
駕
鑑
麗
麗
蹴
課
認
諾
畿
㎜
粥

（一中のMは脇田日記の記載順を示す，なお96～100は図二二）
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ら
の
年
貢
率
は
各
地
字
に
お
け
る
様
々
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
と
り
わ
け
そ
こ
に
は
各
水
田
の
生
産
力
（
反
収
或
い
は
収
獲
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

／
蒔
高
比
）
が
直
接
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
た
だ
し
、
表
一
の
数
値
は
あ
く
ま
で
各
地
字
ご
と
に
一
括
し
た
平
均
値
に
す
ぎ
ず
、

同
一
地
字
内
で
も
高
低
の
較
差
が
み
ら
れ
る
の
で
、
大
局
的
な
傾
向
を
う
か
が
う
に
留
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
い
ま
算
田
日
記
全
体
の

平
均
年
貢
率
一
斗
蒔
当
た
り
四
百
文
を
一
応
の
基
準
と
し
て
各
地
字
の
そ
れ
を
五
段
階
に
区
分
し
、
こ
れ
を
図
二
に
示
し
て
土
地
条
件
と
の
関

係
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
年
貢
率
が
高
い
地
響
は
、
最
高
の
前
田
（
宮
田
門
、
六
〇
〇
文
）
を
は
じ
め
と
し
て
小
中
野
門
や
川
床
門
の
前
田
（
五
三
一
・
五

二
七
）
、
久
木
塚
（
五
四
一
）
、
鹿
子
照
（
五
三
〇
）
、
開
（
五
二
四
）
、
古
川
（
四
九
四
）
な
ど
い
ず
れ
も
平
野
部
に
位
置
し
、
後
二
者
を
除
く
と
そ
れ

ら
は
近
世
以
降
の
用
水
路
灌
概
域
内
で
あ
る
。
ま
た
前
川
内
川
最
上
流
の
前
田
（
長
野
門
、
五
一
五
）
も
谷
間
に
開
け
た
小
盆
地
平
野
に
位
置
し

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
山
地
内
に
の
び
た
サ
コ
と
は
明
瞭
に
区
別
さ
れ
う
る
。
こ
れ
に
対
し
年
貢
率
の
低
い
落
字
は
多
く
が
後
川
内
川
右
岸
の
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
か
わ
ち
　
　
　
　
　
　
　
ニ
は
た

コ
団
に
分
布
し
て
い
る
。
上
ノ
原
集
落
の
北
の
サ
コ
で
は
「
は
ち
あ
な
」
（
八
山
、
二
六
六
）
、
小
川
内
（
三
〇
九
）
、
木
場
田
（
三
九
六
）
と
サ
コ

を
下
る
に
従
っ
て
年
貢
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
み
て
も
サ
コ
で
も
谷
頭
側
が
よ
り
低
い
年
貢
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
平
野
部

　
あ
け
の
む
　
た

で
も
揚
牟
田
（
二
八
八
）
や
後
平
（
一
九
二
）
な
ど
は
周
辺
と
比
べ
て
明
ら
か
に
低
い
年
貢
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
そ
の
名
称
か

ら
し
て
劣
悪
な
低
湿
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
、
こ
こ
に
も
水
産
生
産
力
と
年
貢
率
の
対
応
関
係
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

せ
よ
、
全
般
的
に
平
野
部
に
高
く
山
間
部
に
低
い
と
い
う
傾
向
は
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
上
述
し
た
近
世
以
降
の
田
品
分
布
に
近
似
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
中
世
水
田
の
現
地
比
定
を
行
な
い
、
当
時
の
平
野
に
は
す
で
に
少
な
か
ら
ぬ
水
田
が
開
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
は
年
貢

率
の
高
さ
か
ら
み
て
比
較
的
生
産
力
の
安
定
し
た
水
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

㈲
　
平
野
部
の
水
田
開
発

　
そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
平
野
部
水
田
の
開
発
条
件
の
如
何
で
あ
る
。
先
ず
在
家
段
階
の
平
野
部
水
田
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
。
こ
の
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図三　水流地区の等高線図
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例
と
し
て
従
来
「
北
方
検
注
帳
」
に
み
え
る
「
津
留
新
開
分
」
が
注
團
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
同
日
の
末
尾
に
｝
括
さ
れ
た
新
開
田
で
、
　
「
未

所
当
米
加
」
と
あ
る
か
ら
開
発
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
開
発
規
模
は
二
町
七
反
十
代
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
五
味
文
彦
氏
は
こ
れ
を
「
領
主
が
主
導
す
る
開
発
」
と
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
名
請
人
が
ほ
と
ん
ど
給
人
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
る

　
と
こ
ろ
で
こ
の
「
津
留
新
開
」
は
日
ノ
丸
地
区
の
残
丘
の
東
側
の
一
帯
、
小
字
水
流
に
比
定
さ
れ
、
付
近
に
は
近
世
の
水
流
門
が
あ
っ
た
。

こ
の
付
近
は
近
井
手
堰
灌
概
域
の
最
末
端
に
当
り
、
現
在
も
一
面
が
水
田
化
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
地
区
の
等
高
線
図
を
作
成
す
る
と
図
三

の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
て
の
水
流
の
西
南
都
A
（
6
0
m
）
よ
り
平
野
は
ゆ
る
や
か
に
北
へ
と
傾
斜
し
て
ゆ
く
（
5
5
～
5
6
m
）
が
、
こ
の
水
流
地
区
は

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
非
連
続
に
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
（
5
1
m
）
。
こ
の
南
辺
の
B
の
部
分
で
は
二
皿
の
段
差
が
あ
り
、
と
り
わ
け
比
高
差
が
亡
き

中世村落の構造とその変容過程（吉田）

表二　元亨検注帳にみえる鹿子田地区の水田

地　字 ｝二代1所属
中野迫頭分

　　tr
中野弥三郎分

　　tr
弥源太

3
．

3
．

o
．

2
．

2
．

30

20

30

eo

30

かのこた，大丸

かのこた

かのこた，いてのくち

かのこた，上丸

かのこた

町2反1・代1計

い
。
こ
の
5
1
m
面
に
は
宅
地
の
載
る
5
4
m
の
小
微
高
面
と
そ
れ
に
接
す
る
小
さ
な
谷
筋
が
み
ら
れ
る
が
、
そ

の
他
は
比
較
的
フ
ラ
ッ
ト
な
ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
地
区
の
地
形
は
若
干
の
人
工
的
改
変

が
存
し
た
と
し
て
も
、
元
来
地
盤
の
低
い
一
画
を
為
し
て
い
た
公
算
が
高
く
、
5
4
m
の
小
微
高
地
は
宅
地
化

す
る
た
め
の
人
工
的
盛
土
地
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
形
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
水
流
地
区
の
水
田
開
発
は
段
丘
化
し
た
平
野
の
中
に
あ
っ
て
は

比
較
的
容
易
で
、
自
然
の
傾
斜
に
即
し
て
周
辺
の
余
水
を
集
め
導
け
ば
充
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

際
何
ら
か
の
用
水
路
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
は
大
き
い
が
、
の
ち
の
近
井
手
の
よ
う
に
大
川
か
ら
取
水
す
る

大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
背
後
の
サ
コ
水
を
集
め
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
水
流
地
区
の
南
西
、
前
川
内
川
左
岸
の
鹿
子
田
は
民
田
B
記
に
み
え
る
鹿
子
田
門
の
所
在
地
区
で
あ

る
が
、
元
亨
検
注
帳
に
は
表
二
の
よ
う
な
水
田
が
存
在
し
た
。
こ
の
地
区
も
段
丘
平
野
部
と
は
い
え
山
麓
に

沿
っ
て
小
さ
な
浸
食
谷
が
の
び
て
お
り
、
比
較
的
水
流
の
得
や
す
い
微
低
地
で
あ
っ
た
。
等
高
線
図
（
図
四
）
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図四　鹿子田地区の等高線図（記号は図三に準ずる）
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

に
よ
れ
ば
谷
筋
は
か
な
り
圃
定
的
で
、
東
の
微
高
地
と
比
べ
3
～
5
m
程
度
の
下
刻
が
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
一
定
の
流
水
が
恒
常
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
（
傍
占
…
筆
者
）

に
存
在
し
た
可
能
性
が
高
く
、
水
田
開
発
の
水
源
と
し
て
充
分
に
利
用
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
野
弥
三
郎
分
の
「
か
の
こ
た
い
て
の
く
ち
」

の
「
い
て
」
は
井
手
即
ち
井
堰
と
み
ら
れ
、
こ
の
谷
水
に
井
堰
の
設
置
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
取
水
口
か
ら
水
田
ま
で
の
距
離
が
短
く
、

左
程
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
天
水
依
存
の
サ
コ
田
に
比
べ
て
用
水
を
人
工
的
に
管
理
し
え
た
利
点
は
大
き
く
、

算
田
日
記
に
お
い
て
も
、
高
い
年
貢
率
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
以
上
、
水
流
地
区
と
鹿
子
田
地
区
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、
同
様
の
事
情
は
久
木
宇
都
地
区
の
「
ミ
な
わ
た
」
　
「
つ
ふ
き
」
な
ど

に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
段
丘
平
野
に
あ
っ
て
は
や
や
地
盤
の
低
い
凹
地
区
を
為
し
て
お
り
用
水
の
比
較
的
え
や
す
い
地
阪
で

あ
っ
た
。
　
「
津
留
新
開
」
の
呼
称
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
も
一
定
の
開
発
行
為
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
天
水
利
用
に
よ
る
水
田

造
成
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
の
施
設
は
、
の
ち
に
大
川
よ
り
取
水
し
て
導
水
す
る
用
水
路
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
、
よ
り
簡
易
な

設
備
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
門
段
階
の
開
発
条
件
は
い
か
な
る
性
格
を
有
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
図
幅
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
門
段
階
に
入
る
と
多
く
の
水

田
所
在
地
字
が
比
定
さ
れ
、
開
発
の
進
展
を
明
示
し
て
い
る
。
い
ま
畠
田
日
記
に
記
さ
れ
た
飯
田
数
を
調
べ
る
と
三
四
六
石
一
斗
蒔
（
約
一
九
二

町
）
と
な
り
、
元
亨
検
注
帳
の
北
方
・
南
方
合
計
六
一
町
余
と
比
べ
る
と
約
三
倍
強
の
増
加
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
増
加
の
大
部
分
は

実
際
の
開
発
に
拠
る
も
の
と
み
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
間
の
水
田
開
発
は
、
門
農
民
分
に
お
い
て
も
人
給
分
に
お
い
て
も
ひ
と
し
く
進
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
門
農
民

分
の
例
を
検
討
し
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
い
ま
元
亨
検
注
帳
と
算
田
日
記
の
両
者
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
連
結
関
係
が
追
跡
で
き
る
在
家
謄
門
の
例

と
し
て
、
永
原
氏
も
検
討
さ
れ
た
黒
武
者
門
を
採
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
元
亨
の
南
方
検
注
口
中
、
人
給
分
右
衛
門
五
分
の
中
に
み
え
る

「
く
ろ
む
し
や
の
ふ
ん
」
と
、
高
田
日
記
お
よ
び
山
之
手
御
手
持
分
帳
に
記
載
さ
れ
た
「
黒
武
者
之
門
之
内
」
を
対
照
表
に
あ
ら
わ
す
と
表
三

の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
総
保
有
田
数
は
九
分
余
か
ら
三
町
五
反
余
へ
と
急
増
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
開
発
の
活
発
な
進
行
を
う
か
が
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表三　黒武者の保有耕地

図
五
翫

山之手御手持分帳（15C末）算田日記（15C末）ラ己『罫検注帳　（1322）

居屋敷鼠
反．代

水田
反，代地潮

水　田
斗．舛無地字

A
　
　
B
C
　
　
　
D

E
　
F
　
　
G
　
　
H1

　　　　l

　　　　l

一ケ例J
一一・・ P所i

2舛：蒔

　O，20

　1．O

　O．20

　0．4e

3舛蒔

5D

@
齢
㎜
齢
脚

1．0

2．0

15．O

O．15

0．20

2．20

大河ノ一山

岩屋ノm
チカホ八所田

ソ　ノ　田

井ノ尻堤ノ下

小早田
ヰテノ下
マ　へ　田
ウトカケテ

コヰテノ下

ユハノサコ

レ
キ
ノ
上
ラ
ソ
敷
敷

ム
ワ
　
ノ
、
　
　
隅

　
　
　
　
　
ノ

著
ソ
∵
エ
謡

ヤ
ミ
コ
コ
マ
茶
居
七

90

@
　
娼
a
o
舗
器
　
妬
　
　
葡
如
銘
　
幡
　
解
　
妬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

大川のはた

岩屋の口
ちり長所田

そ　の　田

井のしり
つsミより下

つSミより上

小わざ田
井手の下
前田うと以上

下
所
こ
所
れ

の
　
　
さ
　
　
に

　
　
　
　
才
〕

て
ケ
の
ケ

・
　
ま
　
か

も
　
　
　
　
　
　
　

小
二
い
三
山

1．20

1．0

1．O

O．35

0．05

2．0

かわはた

ひの上
ゆわやのくち

神

ぞの田
みのしり

新

35．15 3．30　1ニニケ所計64．7計9，e5計

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
日
嗣
か
ら
み

る
な
ら
ば
、
在
家
段
階
に
み
え
る
六
ケ
所

の
地
字
の
う
ち
　
「
ひ
の
上
」
　
を
除
く
五

ケ
所
は
門
段
階
へ
と
継
承
さ
れ
て
お
り
、

田
積
も
各
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
こ
れ
に
対
し
門
段
階
で
新
た
に
出

現
す
る
地
字
は
「
小
早
田
」
以
下
六
ケ
所

を
数
え
る
が
、
こ
の
う
ち
「
前
田
う
と
以

上
」
は
一
筆
一
町
五
反
と
い
う
広
い
水
田

地
滑
で
あ
り
、
こ
の
間
の
開
発
の
中
核
を

占
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
黒
武
者
の
保
有
田
の
地
字
を
現

地
比
定
す
れ
ば
図
五
の
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
在
家
段
階
の
水
田
は
居
屋
敷

の
西
南
を
と
り
ま
く
黒
武
者
川
の
サ
コ
と

居
屋
敷
前
面
の
河
岸
に
分
布
が
集
中
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
「
サ
コ
聞
」
で
‘

は
な
く
む
し
ろ
平
野
部
に
位
置
し
て
お
り
、

既
に
平
野
部
の
水
田
化
が
在
家
段
階
に
も
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　　　　　　　　　　　　　　　　図：五 黒武者の保有田分布
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“
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○

存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
ま
た
「
ソ
ノ
田
」

の
地
宇
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
居
屋
敷
に
接
す
る

薗
の
一
部
の
水
田
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て

お
き
た
い
。
一
方
、
門
段
階
に
出
現
す
る
地
字
の
う
ち

「
い
は
か
さ
ご
三
ケ
所
」
　
は
黒
武
者
川
・
の
サ
コ
の
上

流
、
　
「
山
か
む
れ
」
は
居
屋
敷
か
ら
東
南
に
約
一
キ
ロ

離
れ
た
サ
コ
に
比
定
さ
れ
、
在
家
段
階
以
降
も
サ
コ
田

の
外
延
的
開
発
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
し
か
し
よ
り
広
い
面
積
を
も
つ
「
前
田
う
と
以

上
」
は
居
屋
敷
前
面
の
平
野
部
に
位
置
し
て
お
り
、
開

発
の
主
力
は
平
野
部
に
投
下
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
以
下
、
　
「
前
田
」
の
開
発
条
件
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
い
ま
等
高
線
図
（
図
六
）
に
よ
る
と
、
こ
の
前
田
地
区

は
居
屋
敷
の
載
る
地
形
面
と
同
様
に
崖
錐
状
の
緩
傾
斜

面
を
な
し
て
お
り
、
居
屋
敷
前
面
に
は
二
段
の
小
崖
に

よ
つ
で
三
つ
の
平
担
面
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
上

位
面
に
は
や
や
谷
的
な
凹
地
が
み
ら
れ
る
が
、
灌
概
に
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図六　黒武者地区の等高線図（記号は図三に準ずる）

近世の門；a．萩之元門，b。黒武者門，　C．上野門，　d．顕中門

利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
余
り
に
小
規
模
で
あ
り
、
等
高
線
か
ら
は
こ
れ
以
外

に
こ
の
地
区
に
流
水
の
跡
は
見
出
さ
れ
な
い
。
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
も
こ
の

地
区
に
湧
水
は
な
く
、
地
下
水
位
も
低
い
た
め
、
水
田
は
昔
か
ら
ほ
と
ん
ど

が
乾
田
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
明
治
二
十
年
頃
の
土
地
台
帳
に
よ
る
と
、
字
前
田
は
約
三
町
七
反
、
う
ち

三
反
足
ら
ず
の
畑
を
除
き
、
悉
く
が
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
灌
概

に
際
し
て
は
、
上
位
面
・
中
位
面
が
山
ノ
ロ
堰
（
通
称
「
イ
ゼ
」
）
、
下
位
面
が

椎
ノ
木
丸
堰
か
ら
引
水
す
る
用
水
路
に
依
存
し
て
お
り
、
前
者
に
は
「
山
か

む
れ
」
の
サ
コ
の
下
流
に
設
け
ら
れ
た
井
堰
（
通
称
「
コ
イ
ゼ
」
）
か
ら
も
補
助

的
に
引
水
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
地
区
で
は
こ
う
し
た
人
工
灌
概
が
水

田
耕
作
に
必
須
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
中
世
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
し
か
も
門
段
階
に
お
い
て
「
前
田
し
　
一
町
五
反
と
そ
れ
に
連

続
す
る
　
「
大
河
の
は
た
」
五
反
の
併
せ
て
二
町
（
こ
れ
は
字
前
田
の
約
三
分
の

二
に
相
当
す
る
）
が
水
田
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
水
の
み
に
依
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存
し
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
　
「
井
手
の
下
」
・
「
小
い
て
の
下
ニ
ケ
所
」
の
地
字
が
「
前
田
」
と
共
に
門
段
階
に
入
っ
て
新
た
に
出
現
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
方
で
「
井
手
」
は
「
イ
ゼ
」
と
発
音
さ
れ
、
実
体
的
に
は
河
川
に
架
設
さ
れ
た
用
水
井
堰
を
指
し
て
い
る
。
算
田
日

記
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。



中世村落の構造とその変容過程（吉田）

　
　
　
　
　
水
覇
　
と
い
の
口
門
之
内
を
井
手
代
二

　
　
三
舛
百

　
　
　
　
　
い
ち
の
玉
二
遣
候
、
下
副
田
諏
訪
田

こ
の
字
水
口
に
所
在
す
る
三
舛
蒔
の
水
田
は
元
来
と
い
の
口
門
に
属
し
た
が
、
井
手
代
と
し
て
市
野
々
に
渡
し
た
。
当
時
市
野
々
は
一
円
に
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

本
氏
の
給
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
同
氏
は
こ
の
水
田
を
氏
神
で
あ
る
下
副
田
諏
訪
神
社
の
志
田
と
し
た
、
と
い
う
の
が
文
意
で
あ
る
。
と
い

の
口
門
は
市
野
々
の
下
流
（
約
六
百
メ
ー
ト
ル
）
に
比
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
井
手
代
は
同
門
が
上
流
の
市
野
々
地
区
に
井
堰
を
設
け
た
際
の
何

ら
か
の
権
益
に
伴
う
も
の
、
或
い
は
井
堰
、
用
水
路
に
よ
っ
て
潰
廃
に
帰
し
た
水
田
の
賠
償
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
井
手
は

市
野
々
－
と
い
の
口
門
の
距
離
を
引
水
す
る
に
充
分
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
黒
武
者
門
の
「
井
手
」
も
類
似
の
用
水
施
設
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
し
て
門
段
階
の
「
井
手
」
・
「
小
い
て
」
は
明
治
以
降

の
「
イ
ゼ
」
・
「
コ
イ
ゼ
」
に
比
定
し
て
大
過
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
大
川
か
ら
引
水
す
る
用
水
路
は
近
世
以
降
の
築
造
と
考
え
ら
れ

て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
存
在
な
し
に
「
前
田
」
の
開
発
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
り
に
百
歩
譲
っ
て
こ
れ
ら
の
「
井
手
」
・
「
急

い
て
」
が
と
も
に
大
川
以
外
の
小
河
川
か
ら
引
水
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
　
「
前
田
」
の
開
発
が
天
水
や
自
然
湧
水
を
利
用
す
る
サ
コ

照
的
な
技
術
段
階
を
克
服
し
、
他
地
区
か
ら
用
水
を
引
導
す
る
人
工
灌
概
の
段
階
へ
突
入
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
は
些
も

損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
黒
武
者
の
場
舎
、
先
ず
「
意
い
て
」
が
設
置
さ
れ
、
前
田
地
区
の
う
ち
最
も
水
を
掛
け
や
す
い
下
位
面
の
「
河
は
た
」

の
水
田
化
が
始
ま
り
、
次
い
で
「
井
手
」
の
設
置
に
よ
っ
て
徐
々
に
よ
り
上
位
の
面
の
水
田
化
が
進
行
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

　
同
様
の
事
情
は
川
床
門
の
前
田
に
も
見
出
し
う
る
。
算
田
日
記
に
お
け
る
川
床
門
の
「
前
田
」
は
百
石
一
斗
六
升
蒔
、
貫
高
四
三
貫
文
と
い

う
大
規
模
な
も
の
で
、
同
日
睡
中
最
大
の
規
模
を
も
つ
一
筆
と
な
っ
て
い
る
。
川
床
門
は
後
川
内
川
流
域
の
山
麓
部
に
位
置
し
て
い
る
が
、
そ

の
居
屋
敷
前
面
の
段
丘
平
野
上
に
は
今
も
小
字
前
田
が
あ
り
、
往
時
の
「
前
田
」
が
こ
の
地
区
を
中
心
と
す
る
一
帯
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
あ

る
ま
い
。
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1七　川床地区の等高線図（記号は図三に準ずる）
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さ
て
こ
こ
に
も
同
様
の
等
高
線
図
を
作
成
す
る
と
、
そ
の
地
形

は
黒
武
者
と
同
じ
く
緩
傾
斜
の
凸
斜
面
と
な
っ
て
お
り
、
サ
コ
田

的
自
然
灌
概
の
不
可
能
な
一
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

今
日
に
至
る
そ
の
伝
統
的
用
水
源
は
後
川
内
川
の
上
流
で
取
水
す

る
川
床
堰
用
水
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
字
前
田
、
水
流
原
、
平

田
の
一
帯
が
旧
誼
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
つ
し
た
が
っ
て
、
そ
の

水
源
は
と
も
か
く
と
し
て
、
　
こ
の
一
帯
の
水
田
化
、
即
ち
「
前

田
」
の
開
発
が
何
ら
か
の
人
工
的
用
水
路
の
存
在
を
前
提
と
し
た

こ
と
は
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
川
床
門
の
場
合
、
元
事
検
注
帳
当
時
は
清
色
村
に
属
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
　
「
前
田
」
あ
開
発
の
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
し
か
し
諸
他
の
例
か
ら
み
て
、
元
亨
検
注
帳
以
降
箕
田

日
記
ま
で
の
問
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
前

田
は
、
規
模
の
点
で
も
黒
革
技
術
の
点
で
も
こ
の
時
期
の
平
野
部
水
田
開
発
の
重
要
な
一
側
面
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
r

　
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
　
「
前
田
」
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
大
規
模
水
田
が
居
騰
敷
の
前
面
に
接
し
て
位
置
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実

に
注
目
し
た
い
。
図
六
や
図
七
に
み
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
区
は
元
来
地
形
的
に
も
比
較
的
平
坦
で
、
居
屋
敷
に
近
接
し
て
い
る
ゆ
え
に

最
も
耕
作
に
便
利
な
一
画
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
地
区
が
、
水
田
化
さ
れ
る
以
前
に
は
、
居
屋
敷
を
と
り
囲
む
薗
の
一
部
を
な
す
癖
地

で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
黒
武
者
や
川
床
を
含
む
、
一
五
世
紀
末
（
推
定
）
の
門
名
寄
帳
『
山
聴
手
御
手
持
分
帳
』

に
よ
っ
て
、
所
収
の
馬
指
の
居
屋
敷
前
面
の
土
地
利
用
を
み
る
と
、
銀
子
の
よ
う
に
な
る
。
　
こ
の
う
ち
で
は
木
場
門
が
「
マ
へ
田
」
四
反
と
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

「
マ
へ
」
の
畠
一
〇
代
の
両
者
を
有
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
い
ず
れ
も
「
マ
へ
田
」
か
「
マ
へ
」
の
畠
地
か
の
い
ず
れ
か
に
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
一
五
世
紀
末
段
階
で
、
居
屋
敷
前
面
の
土
地
利
用
が
水
田
の
門
と
翠
雲
の
門
と
の
二
種
に
分
類
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
永
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

氏
は
こ
の
う
ち
の
本
村
垣
内
門
に
お
け
る
マ
へ
の
畠
地
一
町
二
反
に
つ
い
て
、
　
「
薗
の
付
属
物
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に

は
す
で
に
薗
の
内
部
も
丈
量
さ
れ
て
、
畠
自
体
も
こ
の
帳
簿
中
に
登
録
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
　
「
マ
へ
」
と
い
う

地
字
表
記
は
、
元
来
繭
を
構
成
し
て
い
た
耕
地
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
前
田
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
敷
製
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
田
と
は
薗
畠
が
水
田
化
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
こ
に
中

世
後
期
に
お
け
る
水
田
開
発
の
重
要
な
特
．
質
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
自
然
灌
概
の
サ
コ
田
と
は
異
な
る
、
田
地
の
水
田
化
と
い
う

系
列
の
水
田
開
発
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
何
が
し
か
の
用
水
源
を
確
保
し
、
そ
れ
を
用
水
路
に
よ
っ
て
導
水
す
る
、
と
い
う
用
水
路
栄
螺
の
展

開
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
水
田
は
決
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
で
は
な
く
、
規
模
・
質
と
も
に
当
時
最
も
重
要
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
勿
論
当
時
の
灌
概
技
術
の
水
準
か
ら
み
て
、
つ
ね
に
充
分
の
用
水
が
供
給
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
反
面
、
前
田

表四　二日屋敷前面の耕地（「山之

　　　手御手持分帳」による）

門　名 ”へ田トへ（91　一・へ副マー㈲

1反代i反fl二代12．0
　9．0

2舛蒔

4．0

＊

4．0

21．0

　　　t18．0

＊＊　1，30

　　　ユ5．0

　　　16．20

本村かきうち

下の原

木場
岩下
な　へ

川床
あか坂

黒武者

中尾
N地字「岩下」，

＊縁也字「門ノマへ上下」

の
場
合
乏
早
年
に
は
元
通
り
悪
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
何
よ
り
も
居
屋
敷

と
の
近
接
性
に
規
定
さ
れ
て
、
最
も
労
働
投
下
量
の
大
き
い
耕
地
で
あ
っ
た
ど
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
比
べ
れ
ば
干
ば
つ
の
雑
食
も
被
害
を
受
け
や
す
い
サ
コ
田
で
は
、
お
そ
ら
く
直
播
厚

　
　
　
　
　
　
⑳

蒔
の
粗
放
な
経
営
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
前
田
な
ど
の
段
丘
平
野
部
の
水
田
に
較

べ
、
生
産
力
が
低
劣
で
あ
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
上
掲
の

図
二
に
示
さ
れ
た
水
田
の
斗
代
の
分
布
は
、
当
時
の
水
田
の
生
産
力
の
表
現
と
し
て
妥
当
な

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
　
入
来
院
を
は
じ
め
と
す
る
渋
谷
氏
領
で
は
、
所
領
譲
与
な
ど
に
伴
い
、
一
三
世

　
紀
後
半
以
後
こ
れ
ら
の
「
村
」
の
境
域
相
論
が
為
さ
れ
て
い
る
。
文
永
七
（
＝
一

　
七
〇
〉
年
に
は
塔
原
村
と
市
比
野
村
の
境
界
和
与
が
あ
り
（
入
来
文
書
六
四
号
）
、

　
入
来
院
清
色
村
と
寧
静
院
と
の
境
界
は
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
に
画
定
さ
れ
た

　
（
入
来
文
書
六
七
号
）
。
　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
村
域
は
、
以
後
中
世
末

　
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

②
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
一
九
七
八
、
五
〇
六
頁
、
参
照
。

③
　
入
来
町
土
地
改
良
区
の
資
料
に
よ
っ
た
。

④
　
『
入
来
町
誌
』
上
巻
、
一
九
六
四
、
三
九
九
～
四
〇
六
頁
、
参
照
の
こ
と
。

⑤
　
阿
都
・
古
川
・
本
田
編
『
近
世
入
来
文
書
』
　
（
東
大
出
版
会
、
　
九
八
○
）
ニ

　
ニ
九
号
。

⑥
『
入
来
町
誌
』
上
巻
、
三
六
四
～
三
六
五
頁
。

⑦
　
嵐
『
近
世
稲
作
技
術
史
』
、
論
文
協
、
　
｝
九
七
五
、
第
七
章
「
既
往
の
水
稲
直

　
播
栽
培
事
情
」
参
照
。

⑧
近
世
入
来
文
書
二
三
五
号
。

⑨
入
来
町
役
場
税
務
課
保
管
文
害
。

⑩
入
来
文
書
七
言
写
。

⑪
入
来
文
書
七
三
号
。

⑫
　
入
来
文
書
二
四
〇
号
。

⑬
文
永
二
（
一
一
一
六
五
）
年
に
渋
谷
明
重
が
有
重
に
譲
与
し
た
「
清
色
郷
五
分
三
」

　
が
北
方
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
　
（
入
来
文
書
七
八
号
）
。
な
お
こ
の
南
方
北
方

　
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
の
ち
文
和
四
（
一
三
五
五
）
年
の
「
渋
谷
重
勝
譲
状
」
　
（
入

　
来
文
書
六
一
号
）
に
く
わ
し
い
。

⑭
　
こ
の
欠
落
に
関
し
て
は
、
佐
川
弘
氏
（
「
中
世
入
来
院
領
に
お
け
る
在
地
構
造
の

　
変
質
」
前
掲
一
⑰
）
が
欠
落
な
し
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
こ
れ
に

　
賛
成
で
あ
る
。
問
題
の
堂
薗
地
区
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
北
方

　
検
注
帳
中
、
第
一
紙
に
み
え
る
、

　
　
　
　

　
　
　
一
荷
仁
兄

　
　
　
　
　

　
　
　
　
丁
三
反
面
中
　
分
米
三
石
九
斗
九
舛

　
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。

⑮
北
島
万
治
氏
、
佐
川
弘
琉
、
五
味
文
彦
氏
（
い
ず
れ
も
前
掲
注
一
⑰
論
文
）
ら

　
の
考
証
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
五
味
氏
の
「
文
明
一
三
年
以
後
か
ら
延
徳
二
年
の

　
間
」
と
す
る
推
定
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

⑱
五
味
、
前
掲
一
⑰
論
文
。

⑰
た
と
え
ば
第
三
四
四
筆
～
三
六
二
筆
の
部
分
は
川
床
門
と
中
平
門
の
名
寄
的
記

　
載
と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
位
置
関
係
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑱
r
斗
蒔
高
の
換
算
率
は
、
｝
反
日
一
斗
八
専
蒔
と
す
る
『
入
来
町
誌
』
（
上
巻
）

　
の
説
に
大
略
従
っ
て
い
る
。

⑲
　
た
と
え
ば
上
杉
允
彦
氏
や
五
味
文
彦
氏
（
と
も
に
前
掲
一
⑰
論
文
）
な
ど
。
ま

　
た
『
入
来
町
誌
』
上
巻
に
も
分
布
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
所
収
の
小
字
図

　
と
も
ど
も
、
図
が
小
さ
い
た
め
に
現
地
比
定
を
確
認
し
づ
ら
い
。

⑳
入
来
文
書
二
三
八
号
。
こ
の
史
料
は
「
山
之
手
」
と
称
す
る
入
来
院
氏
一
族
の

　
某
の
所
領
分
を
集
録
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
十
の
門
、
二
屡
敷
、
お

　
よ
び
作
子
六
、
中
間
三
、
そ
し
て
自
作
分
の
水
田
、
画
地
が
名
寄
形
式
に
ま
と
め

　
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
清
色
村
に
属
す
る
も
の
は
、
川
床
門
、
黒
武
者
門
、
中

　
尾
門
、
本
村
か
き
内
門
の
鶏
門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
保
有
田
に
つ
い
て
算
出
日
記

　
と
対
照
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
合
致
し
、
両
帳
の
作
成
年
代
の
近
接
性
を
物
語
っ
て

　
い
る
。
清
色
村
全
村
に
わ
た
る
も
の
で
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
畠
地
に
関
す

　
る
記
載
が
あ
る
点
で
、
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。

⑳
　
こ
の
水
田
生
産
力
は
必
ず
し
も
自
然
条
件
の
み
に
規
定
ざ
れ
る
の
で
は
な
く
、

　
屋
敷
か
ら
の
距
離
や
、
そ
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
投
下
労
働
力
量
の
差
な
ど
の

　
経
営
形
態
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
中
働
農
業
技
術
論
の
立
場
か
ら
、
高
橋
昌
明
氏
も
同
様
の
指
摘
を
行
な
つ
で
い

　
る
。
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

　
　
高
橋
「
目
本
中
世
濃
業
生
産
力
水
準
再
評
価
の
・
一
視
点
」
、
．
『
新
し
い
歴
史
学
の

　
た
め
に
』
一
四
八
、
一
九
七
穴
。

⑳
　
た
と
え
ば
島
田
次
郎
氏
は
入
来
院
の
平
野
部
水
田
と
し
て
、
こ
の
「
津
留
新
開
」

　
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
島
田
、
前
掲
　
⑦
論
文
、
五
四
頁
。

⑭
　
五
味
、
前
掲
一
⑰
論
文
、
ニ
勝
着
。

　
　
た
だ
し
、
五
味
氏
は
こ
う
し
た
「
領
主
的
新
開
」
が
在
家
分
に
配
当
3
編
成
さ

　
れ
た
と
考
え
て
お
り
、
　
こ
の
点
に
疑
問
を
残
す
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
　
こ
れ
ら
の

　
「
領
主
的
新
開
」
は
あ
く
ま
で
領
主
経
営
の
枠
内
で
完
結
し
、
一
般
在
家
の
経
営

　
と
は
分
離
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
在
家
が
中
世
末
ま
で
、
門
と
い
う
単
位

　
に
再
編
さ
れ
つ
つ
も
、
経
営
体
と
し
て
の
性
格
を
維
持
し
え
た
の
は
、
領
主
の
，
4

　
工
支
配
の
外
に
存
立
し
て
い
た
農
民
的
イ
エ
の
基
盤
の
安
定
性
に
よ
る
も
の
と
み

　
ら
れ
よ
う
。

　
　
大
山
喬
平
「
中
世
社
会
の
イ
ェ
と
百
姓
」
、
『
摘
本
史
研
究
』
一
七
帝
号
、
一
九

　
七
七
、
所
収
、
参
照
。

⑮
鹿
児
島
県
営
圃
場
整
備
事
業
入
来
地
区
計
画
平
面
図
（
朔
内
耕
地
事
務
所
作
成
）

　
に
よ
る
。

⑯
　
入
来
町
税
務
課
保
管
文
需
。

⑳
算
岡
日
記
第
三
九
七
～
四
三
九
筆
は
市
野
々
地
区
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ

　
れ
ら
の
全
筆
に
は
「
を
か
も
と
殿
」
の
添
懇
が
あ
り
、
門
付
田
の
他
に
は
「
う
き

　
め
ん
」
の
記
載
が
あ
つ
で
諸
人
名
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
門
付
地
と

三
　
集

落

　
人
給
分
か
ら
成
る
他
の
地
区
と
は
ち
が
っ
て
、
こ
の
地
区
は
、
全
域
が
岡
本
殿
領

　
と
さ
れ
て
お
り
、
門
地
と
浮
免
で
構
成
ざ
れ
る
近
世
的
土
地
制
度
の
萌
芽
を
為
し

　
て
い
る
。
な
お
岡
本
殿
は
五
代
重
勝
の
弟
宮
興
を
祖
と
す
る
入
来
院
最
右
翼
の
有

力
給
人
。

⑱
　
上
述
（
前
掲
①
）
の
那
答
院
と
の
境
和
与
に
よ
っ
て
、
川
床
は
巾
木
庭
や
市
野

　
々
と
共
に
郡
答
院
か
ら
入
来
院
清
色
村
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

⑭
元
亨
検
注
帳
に
お
い
て
「
前
田
」
の
地
気
は
長
野
分
三
郎
に
一
華
五
反
辮
代
、

　
磐
戸
紀
藤
太
郎
三
に
一
筆
一
反
十
五
代
、
の
二
築
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

　
れ
に
対
し
門
田
日
記
に
は
一
八
の
門
に
「
前
田
」
地
蒔
の
水
田
が
存
在
し
た
。
し

　
た
が
っ
て
元
亨
検
注
帳
当
時
か
ら
算
田
β
記
ま
で
の
二
期
に
、
多
く
の
門
に
お
い

　
て
「
前
田
」
開
発
が
進
行
し
た
と
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
水
田
開
発
の
あ
り
方
を

　
象
微
す
る
地
宇
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

⑳
永
原
、
入
来
論
文
、
一
入
三
頁
。

⑳
　
嵐
氏
（
前
掲
⑦
）
に
よ
れ
ば
、
大
隅
高
山
郷
守
屋
家
の
元
治
元
（
｝
八
六
囎
）

　
年
栽
培
日
誌
に
み
ら
れ
る
イ
ン
ド
型
稲
直
播
田
の
反
当
播
種
量
は
二
斗
で
、
一
般

　
の
一
、
二
升
に
比
べ
る
と
著
し
い
厚
蒔
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
こ
で
は
除
草
も
せ
い

　
ぜ
い
｝
回
行
な
う
か
ど
う
か
、
r
と
い
う
粗
放
な
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

　
て
い
る
。
応
地
利
明
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
蔵
播
補
講
は
、
人
工
的

　
に
イ
ネ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
設
定
し
、
雑
草
の
成
育
を
妨
げ
る
効
果
も
あ
っ
だ

　
　
、
　
　
　
0

　
し
し
　
　
h
つ

　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

q
ゆ
　
在
家
・
門
の
集
落
立
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
本
章
で
は
集
落
に
関
す
る
再
検
討
を
行
な
い
た
い
。
た
だ
し
、
清
色
村
の
集
落
形
態
が
基
本
的
に
小
村
な
い
し
散
居
景
観
で
あ
っ
た
こ
と
は
　
耶



考

蓑五　14世紀元亨検注帳の在家（記1測頂）

在　家　名 保有田積 備

比定できず

比定できず

1町7反40代

1．　3．

　　7．

1．　5．

　　4．

1．　5．

　　7．

　　1．

1．　0．

　　3．

1．　3．

1．　6．

1．　6．

15

35

　5

45

10

30

45

10

20

20

45

35

分
三
分
裸
馬
分
分
分
分
当
分
郎
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
闘

田
崎
場
野
　
拝
礼
郎
牙

　
宿
懲
山
平
床
三
分

原
豆
木
賀
　
法
牟
射
野

竹
荷
小
平
平
方
中
野
徳
前
小
長
長

北

方

比定でぎず

　　tt

　　’ノ

　　tl

ki衛門尉分内

弥太郎分内

〃比定できず

2．　9．　20

　3．　20

1．　4．　5

2．　3．　10

2．　3．　35

　L　15
2．　7．　40

　6．　10

　9．　5

　8．　5

　3．　15

石　塔　分
中野迫頭分
中野弥三郎分

中野孫太郎分
山口紀藤太郎分

安　三　妙
華牟礼紀藤三

門郎入道分

母武者分
野稲原分
なかのひらの分

南

方

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X

す
で
に
自
明
で
あ
り
、
検
討
に
は
及
ば
な
い
。
す
な

わ
ち
本
稿
に
お
け
る
在
家
の
認
識
に
も
と
ず
く
な
ら

ば
、
在
家
集
落
は
複
合
家
族
の
家
屋
群
か
ら
成
る
孤

立
庄
宅
国
言
N
①
臼
9
と
み
な
・
さ
れ
、
後
掲
図
七
の

よ
う
に
そ
れ
ら
が
山
間
部
の
各
所
に
点
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
在
地
や
存
在
形
態
が

明
瞭
で
な
い
給
人
層
の
集
落
を
除
外
す
る
な
ら
ば
、

集
落
が
孤
立
庄
宅
景
観
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
容
易

に
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
諸
研
究
で
は
こ
う
し
た

孤
立
三
宅
の
位
置
な
い
し
立
地
に
つ
い
て
の
言
及
に

乏
し
く
、
た
だ
サ
コ
田
と
の
一
括
性
が
直
観
的
に
指

摘
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
在
家
や
門
の
集
落
立
地
に
関
し
て
の
吟
味
を
行
な
い
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
発
展
の
プ
ロ
セ
ス

を
描
出
し
た
い
と
思
う
。

　
そ
こ
で
ま
ず
元
亨
検
注
帳
に
み
え
る
在
家
の
居
屋
敷
の
現
地
比
定
を
試
み
よ
う
。
元
亨
検
注
帳
に
は
北
方
に
＝
二
、
南
方
に
八
、
併
せ
て
二

一
の
在
家
（
百
姓
分
）
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
南
方
に
は
人
給
車
中
に
「
く
ろ
む
し
や
の
ふ
ん
」
、
　
「
野
稲
原
分
」
、
　
「
な
か
の
ひ
ら
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ん
」
と
量
販
さ
れ
た
小
単
位
が
あ
り
、
こ
れ
も
在
家
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
併
せ
る
と
計
二
四
の
在
家
が
存
在
し
た
。

こ
れ
ら
は
表
五
に
示
し
た
通
り
で
、
南
方
の
「
安
三
郎
」
、
「
六
郎
入
道
分
」
を
除
く
二
二
在
家
に
は
い
ず
れ
も
地
名
的
名
称
が
記
さ
れ
、
居
屋

敷
の
所
在
し
た
地
区
名
を
示
す
も
の
と
み
な
し
う
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
地
名
的
名
称
の
同
定
を
主
と
し
て
、
そ
の
他
保
有
耕
地
の
分
布
等
を
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も
勘
案
し
つ
つ
現
地
比
定
を
行
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
七
在
家
が
比
定
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
図
示
す
る
と
図
八
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
う
ち
、
在
家
の
地
名
的
名
称
が
現
行
小
字
名
と
一
致
す
る
も
の
は
、
竹
原
田
（
小
字
小
竹
原
）
、
小
豆
崎
（
小
字
小
豆
迫
）
、
平
木
場
、
方

中世村落の構造とその変容過程（沓田）

考

表六　15世紀末算田研記の門（記載順）

門矧二二計…備考旧門名1斗繭訓備

市野々地区

　　tt

比定できず

堂園地区

堂園地区

比定できず
牟多田地区

比定できず

諏訪地区

黙外

〃，元村地区

tt

器
鮪
篇
砿
侃
”
爲
％
麗
”
鶴
”
銘
％
鴨
質
囎
弼
腿
蒔
田
謎

1
1
1
　
　
4
7
3
7
2
3
3
1
1
1
　
　
5
1
1
1
1
4
6
2

薗
の
内
こ
口
揚
園
し
ら
薗
薗
田
の
園
田
園
風
　
　
山
内
坂

㌘
・
・
木
　
　
多
・
燭
　
畿
墓

前
し
か
か
樋
中
春
に
ひ
堂
守
牟
ひ
火
下
中
小
　
　
矢
か
赤

23

Q4

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

S4

比定でぎず

堂園地区

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1e

11

黒武者1

簿毘｝

小牟礼｝

中　野1
内　　山

小中野
宮　　田
迫　　頭
舟　　三

宮田原

12小r豆崎
13前　　床

14徳法師
15長　　野
16方賀野
17平木場
18川　　床
19うへのその

20中　　山

21淵ノ上
22上大野田

32．4斗

16．15

27．8

130．6

11．ro

IZO

1．5

64．7

31．3

36ユ

30．1

37．5

57．4

20．2

46．3

38．6

61．5

117．8

28．9

15．5

20．8

2e．3

賀
野
、
中
山
、
徳
法
師
（
時
星
）
、
前
床
（
毎
床
）
、
小
牟
礼
、

長
野
、
中
野
（
中
野
原
）
、
黒
武
者
、
野
稲
原
、
の
一
ニ
ケ
所

一
五
在
家
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
当
時
三
在
家
が
存
し
た
中

野
は
今
日
全
く
集
落
の
存
在
し
な
い
シ
ラ
ス
台
地
中
野
原
に

比
定
さ
れ
、
吟
味
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
申

野
原
は
図
七
に
も
み
え
る
よ
う
に
き
わ
め
て
広
く
平
担
な
シ

ラ
ス
台
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
か
つ
て
存
し
た
中
野
山
神
社
は
、

こ
の
地
方
で
の
聖
な
る
山
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
八
重
山
の
山

　
　
　
　
　
　
　
②

神
の
里
宮
で
あ
っ
た
。
　
『
入
来
町
誌
』
に
よ
れ
ば
近
世
入
来

郷
の
正
月
の
八
重
鹿
倉
狩
猟
の
神
事
に
際
し
て
は
全
員
が
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ず
中
野
原
の
山
神
に
祈
願
を
行
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
も
と

よ
り
こ
う
し
た
儀
礼
の
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
野
原

が
こ
の
地
方
の
生
活
の
場
の
一
端
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
は

充
分
推
測
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
三
宇
の
在
家
の
所
在
地
と

し
て
決
し
て
不
合
理
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、

中
野
の
三
在
家
の
保
有
田
地
字
は
比
定
不
可
能
な
も
の
が
多

い
が
、
　
「
か
の
こ
た
」
（
鹿
子
田
）
は
こ
の
中
野
原
を
南
へ
河
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中世村落の撰造とその変容過程（吉田）

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ
シ
ス
セ
ソ
タ
チ
ツ
テ
ト
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
ハ

　地　字　名
鹿子田
前田（宮田）

町野（まて野）

馬越

大丸

粟下
をりを田代

高江
前田（黒武者）

岩黒

山ケ牟礼
崩の迫（くえのさこ）

竹の亡
霊田丸
笛ケ迫（ひゑのさご）

立山
前田（平木場）

一の坂
野坂

図八　在家・門の

熱論
tt・ti・li

驚霧 縦鰭菱　　　　《興、・

　　　　羅…・x“

　　　　　rg　母
　　　　　　糞
　　　　鳶，雲『
　　　　Yk”
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谷
に
下
り
た
地
区
で
あ
り
、
近
接
し
て
い
る
。
こ
の
の
ち
の
割
田
日
記
に
お
い
て
も
、
在
家
の
後
身
と
み
ら
れ
る
中
野
門
や
さ
こ
か
し
ら
門
の

保
有
田
は
同
様
の
地
区
に
比
定
さ
れ
る
か
ら
、
中
野
三
在
家
が
中
野
原
に
所
在
し
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
中
野
以
外
の
一
一
ケ
所
に
関
し
て
も
同
様
の
検
討
を
行
な
い
、
各
々
、
小
字
地
名
の
地
区
に
比
定
し
て
大
過
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
在
家
の
名
称
が
小
字
地
名
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
九
在
家
の
う
ち
で
は
、
さ
ら
に
桜
之
、
石
塔
の
両
在
家
が
比
定
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
き
　
び

前
者
は
、
小
字
名
で
は
な
い
が
、
近
世
の
填
役
が
布
泊
地
区
に
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
布
泊
は
蒲
生
原
・
堂
園
・
天
貴
美
の
一
帯
を
さ
す
地
域

　
　
　
　
　
　
　
④

名
称
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
堂
園
地
区
の
阿
弥
陀
堂
に
伝
わ
る
天
文
七
（
一
五
三
八
）
年
の
棟
札
に
は
「
入
来
院
船
泊
村
」
と
記
さ
れ
て
い

　
　
　
　
⑥

た
と
い
わ
れ
、
符
宿
在
家
も
こ
の
付
近
に
所
在
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　
一
方
、
石
塔
在
家
は
地
名
と
し
て
は
全
く
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
比
定
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
保
有
田
の
構
成
は
の
ち
の
箪
田
日
記
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

宮
田
門
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
お
り
、
両
者
間
に
系
譜
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
田
門
は
近
世
に
も
継
承
さ
れ
、
山
下
集
落
中
の
小

字
宮
田
地
区
に
比
定
さ
れ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
石
塔
在
家
も
同
じ
位
置
に
比
定
し
て
お
い
た
。
な
お
こ
の
宮
田
門
の
男
神
近
岡
神
社
の
東
の

一
画
に
は
、
後
述
す
る
キ
イ
ア
ケ
ド
ソ
（
切
開
殿
）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
般
者
三
男
」
な
る
古
石
塔
群
が
あ
り
、
　
「
石
塔
」
の
名
と
の
関
連
が
指

　
　
　
　
　
⑦

摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
石
塔
在
家
が
富
田
門
の
前
身
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
位
置
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
元
亨
検
注
帳
の
一
七
在
家
の
西
屋
敷
の
位
置
を
比
定
し
た
。
そ
の
分
布
は
図
七
の
よ
う
に
、
比
定
可
能
分
に
関
す
る
限
り
大

川
の
下
流
部
よ
り
も
上
流
部
に
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ま
そ
の
地
形
的
位
置
を
み
る
な
ら
ば
、

a
、
台
地
上
…
…
小
豆
迫
・
小
牟
礼
・
中
山
・
方
賀
野
・
中
野

b
、
台
地
縁
辺
・
傾
斜
部
…
…
前
床
・
徳
法
師

。
、
台
地
麓
・
傾
斜
変
換
線
上
…
…
長
野
・
黒
武
者

d
、
段
丘
平
野
上
…
…
竹
原
田
・
野
稲
原
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中世村落の構造とその変容過程（吉N）

の
四
つ
に
分
類
で
き
、
こ
の
う
ち
で
は
a
が
最
も
多
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
ゆ

　
さ
て
、
こ
れ
に
対
し
算
田
日
記
に
は
表
六
の
よ
う
な
四
四
の
門
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
井
上
之
内
」
、
　
「
む
ま
の
わ
た
せ
の
内
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
岩
の
上
之
内
」
な
ど
も
門
と
は
称
さ
れ
て
い
な
い
が
、
門
に
準
ず
る
単
位
で
あ
っ
た
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
亨
の
在

家
数
か
ら
み
れ
ば
こ
れ
は
約
二
倍
の
増
加
と
な
る
。
た
だ
し
こ
の
間
に
清
色
村
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
川
床
、
中
木
場
、
市
野
々
が
新
た
に
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

色
感
に
編
入
さ
れ
た
の
で
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
四
四
の
門
の
居
屋
敷
の
位
置
も
右
と
同
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

検
討
に
よ
っ
て
比
定
を
試
み
た
。
紙
数
の
関
係
で
詳
細
は
触
れ
え
な
い
が
、
そ
の
結
果
は
前
掲
の
嵐
窓
に
併
せ
示
し
て
お
い
た
。

　
さ
て
こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
元
亨
の
在
家
が
門
へ
と
直
線
的
に
継
承
さ
れ
た
例
が
多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
う
ち
で
は
符
宿
在
家
の

比
定
さ
れ
る
堂
園
集
落
に
六
つ
の
門
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
で
は
在
家
と
門
が
一
対
一
に
対
応
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
在
家
・
門
間
の
増
加
は
在
家
の
分
解
と
し
て
現
象
し
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
空
間
的
に
は
新
立
と
い
う
形
で
現
象
し
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
新
馬
の
門
の
位
置
は
い
か
な
る
立
地
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
図
七
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
右
の
分
類
の

う
ち
の
。
・
d
、
す
な
わ
ち
台
地
麓
な
い
し
段
丘
平
野
上
に
多
く
の
門
が
成
立
し
て
い
る
。
な
か
に
は
諏
訪
集
落
付
近
の
緩
傾
斜
面
（
分
類
で
は

b
）
に
東
之
門
、
西
之
門
が
成
立
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
新
立
の
門
は
例
外
な
く
段
丘
平
野
に
近
い
立
地
を
示
し
て
お
り
、

大
川
の
む
し
ろ
下
流
寄
り
に
立
地
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
曲
の
門
の
う
ち
台
地
上
に
比
定
さ
れ
る
も
の
が
皆
無
で
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
て
、
元
亨
の
在
家
と
算
田
日
記
の
門
と
の
間
に
は
、
立
地
に
大
き
な
変
化
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
こ
の
立
地
の
変
化
を
さ
ら
に
明
確
に
捉
え
る
た
め
に
、
次
に
近
世
の
門
集
落
の
位
置
を
現
地
比
定
し
、
そ
の
聞
の
変
化
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

②
　
集
落
立
地
の
変
化

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
世
清
色
村
は
近
世
以
降
浦
之
名
村
と
改
称
さ
れ
、
北
部
元
村
地
区
が
副
田
村
に
編
入
さ
れ
た
ほ
か
は
中
世
の
村
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表七宝暦7（1757）年名寄帳にみえる浦之名村の門と門高均分

　　グループ（『入来町誌』上巻による）

第一冊

御矧男1女／牛圃・ 畑降劇計 高

1
2
0
σ
4
F
D
6

永窟門i312
小川内門3」3

久駐剛・巨

4
　
民
り
　
【
」

門
門
門
門
門
門

聾
高
轟

岩
木
碧
雲
万
庄

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

　吉本門i4
　今久留主門13

，1欝累：

i岩之上門4
　木之下門5

n
δ
｛
b
2
2
3
ワ
8
4

合計緊 33

l
38

l

3
1
1
1
2
5
5
1
・
1
1

21

ｪ

114．14

1工8．02

113．23

109．15

115．14

116．03

113ユ4

115．02

117．13

118．18

1709．23

　5．18

83．08

2950．17

　畝歩

28ユ4

52．24

’47．12

54．24

37．le

48．27

43．07

46．04

35．04

43．08

145．22

12．27

38．01

634．04

畝歩

25．26

9ユ5

16．06

12．06

21．04

13．09

16．09

13．22

17．e4

17．14

612．07

4．2e

779．22

畝歩

168．24

180ユ1

177．11

176．15

173．28

178．09

173．00

174．28

169．21

179．10

246Z22

18．15

125．29

4364．13

　畝歩

24．67194

24．64656

24．66427

24，65937

24．65396’

24．691e4

24．6852工

24．66313

24．65677

24．65812

369．50369

1．05354

20．00000

637．20760
石

第二冊

i門二障女囲刷田 畑陣馴計 高

1
2
3
4
5
6
7

門
門
門
門
門
免
免

市
日
奮
浮

内
古
池
平
門
浮
万

合計羅免塁

4
4
7
F
ひ
525

1
1
3
4
6
15

1
1
3
1
4
10

164．00

161．23

157．25

165．00

160．06

3045．21

43．07

3897．22

42．04

60．09

60．01

74．16

55．24

873．11

7．22

1173．27

14．e6

6．09

14．21

7．27

15．07

t21．08

179．18

220．10

228，11

232．17

247．13

231．07

4040．10

50．29

5251．07

29．62161

29．60375

29．60521

29．61458

29．61146

552．49057

5．74271

706，28989
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

　　第三冊

i門矧男i女困馴田1畑障敷i計1高
1丁番門715
　　　　　　　　　2末弘門717
34公Htドffii　8　5
4　出　満　門　4　3

51水流門i64
61用之丸門17．1

鵬霧醐吟；

9宮ρ田Pi　64
101堀之内門　4　2
11　鹿之子田門　7　2

1縫上舞ii
14庄粗酒　1

舗潔 68 40

5
2
5
2
3
エ
2
4
5
5
2

36

190．22

179．22

183．29

189．20

182．19

187．20

173．01

183．24

165．27

174．20

188．25

11e5．el

　99．21

1工8．工1

3323．22

37．20

20．11

46．23　1

57．19　i

43．13

48．13

48ユ1

42．02

58a23

52．28

35．19

59．20

110．25

40．09

702．26

25．29

29．23

11．29

10．22

22．04

16．12

14．10

1ZO3

工2．10

10．12

17．12

3e7．16

497．25

254．11

229．26

242．21

259．21

248．06

252．15

235．22

242．29

237．00

238．00

241．26

1472．10

210．16

158．20

4524．13

28．61833

28．65271

28，62135

28．66271

28．68073

28．64677

28．64802

28．67698

28．66386

28．63573

28．64751

174．05259

15．13021

20．00000

524．33750

第四冊

1門名1男

門
門
門
門
門
門
門
門
門
門
門
門
門
門
門
免
免

繭
薗
描
抽
地
平
薗
蛛
屋
切
糊
床
山
越
浮

宮
西
堂
上
春
畦
黒
森
蒲
紺
堀
平
川
中
船
浮
万

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

合計障免皆

6
6
6
6
5
7
5
5
6
6
5
1
1
7
9
6

96

女

3
6
2
7
4
2
3
2
6
9
6
7
6
7
6

牛i馬i田 畑

1

2

76 3

5
4
6
1
3
6
2
1
1
1
1
1
8
1
3
5

154．17

157．27

154．11

166．24

160．eo

165．21

167．19

164．00

166．03

165．03

169．17　1

183．02

177．25

185．14

178．25

389．13

184．23

58 3091．04

19．23

32．27

18．06

23．03

35．18

31．15

29．16

　9．12

26．17

26．27

17．e7

26．26

3s．es

11．09

27．24

12．02

142．07

529．04

屋敷
17．22

13．02

22．10

17．26

1e．11

14．02

13．02

34．25

工6．18

18．e4

28．10

22．12

16．21

27．24

16．04

164．24

454．07

副

192．02

203．26

194．27

207．23

205．29

211．08

210．07

208．07

209．08

210．04

215．04

232．10

232．21

224．17

222．23

566．09

327．00

4e74．15

高

26．60813

26．63739

26．67188

26．60833

26．70417

26．5875e

26．64802

26．60927

26．615eO

26．64625

26．63167

27．13698

27コ22261

27．12977

27．18437

69．48356

26．23125

497．356工5
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第五冊

樋矧男1女囲馬1田1畑陣刺計 高

1
2
3
4
5
6
7

門
門
門
門
門
免
二

元
者
　
　
野
中
下
　
浮

之
武
萩
黒
上
田
栗
浮
万

合斑雪免箋

7
F
D
5
6
7
30

4
F
O
ρ
0
戸
D
－

21

4

4

9
臼
7
8
F
D
－
23

178．00

176．04

188．11

176．10

194．03

1085．13

245．07

2243．18

32．01

32．14

38．23

33．05

14．25

197．14

197．17

548．09

15．21

11．00

11．06

14．19

14．24

284．10

351．20

225．22

219．18

238．10

224．04

223．22

1567．07

444．24

3143．17

27．28521

27．36453

27．3e365

27．29500

29．29990

160．58557

41．71458

340．s4844　［

第六冊

移門囲女1牛割・1三三刺計 画

1
2
3
4
5
6
7
8

門
門
門
門
門
門
二
二

掴
野
上
島
留
床
浮

松
長
井
中
清
前
浮
万

舗擬

　
　
　
　
　
1

4
ρ
O
F
D
F
D
P
D

　
　
　
　
　
1

36

Q
U
F
D
6
2
ハ
0
6
28

2
3
6
δ
1
2
Q
ゴ20

128．24

133．25

12Z17

126．19

115，18

239．22

265．26

64．24

1202．25

42．29

58．05

41．22

68，28

43．eO

31．e6

58．20

66ユ8

411．08

12．19

10．20

21．29

4．24

24．13

25．01

80．09

179．25

184．12　i　　20，29600

202．20　　　　20．49427

191．08　　　　20．45635

1：：：li高畠

299．・・　1・・5928・

　　　40425　1　　42．05988
13、．121g，。3125

1793．28 179．91229

第七冊

帥矧男國牛圃・！畑陣魁脚 高

1
2
3
4
5
6
7
8

上床門1・1

門
門
門
門
門
免
二

一
永
内
薗
浮

中
平
瞥
垣
十
二
万

合計障二塁

・冊総計澤免19

11

V
8
1
1
856

349

6
5
8
3
1
2
7

41

254 7

4
n
◎
1
1
7
4
20

188

148．19

149．19

152．08

165．12

154．29

153．29

200．28

164，01

1289．25

工7999．13

1．08

30．00

34．25

30ユ8

24．03

11．07

36．24

168．25

4168．13

31．14

36．04

15．10

10．00

12．21

22．09

56．04

184．e2

2626．29

180．03

187．01

197．18

210．07

198．08

200，11

268．09

2s．55729　1

25．59546　1

25．61990

25．65417

25．65052

25．63333

33．02329
200．2s　1　ls．6s12s

1642．22 205．41521

24794．25　1　3091．36708
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

域
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
さ
て
こ
の
浦
之
名
村
の
門
に
つ
い
て
は
、
近
世
中
期
の
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
「
薩
州
薩
摩
郡
入
来
浦
之
名

　
　
　
　
　
　
⑪

村
御
検
地
名
寄
帳
」
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
通
じ
て
全
村
規
模
で
当
時
存
在
し
た
門
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
近
世
に
お
い
て
も
門
の

統
廃
合
や
消
長
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
一
応
こ
の
名
寄
帳
を
以
て
、
近
世
の
状
況
を
代
表
す
る
も
の
と
み
な
し
た
い
。

　
さ
て
こ
の
名
寄
帳
は
全
七
冊
か
ら
成
り
、
各
冊
毎
に
五
～
一
五
の
門
に
つ
い
て
そ
の
人
員
数
・
牛
馬
数
・
田
畑
石
敷
面
積
・
夏
鳶
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
表
七
に
示
す
通
り
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
当
時
の
砂
壁
名
村
の
門
は
五
八
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
門
名
の
多
く
は
姓

と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
現
地
比
定
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
図
九
の
よ
う
に
な
り
、
一
見
し
て
図
八

に
お
け
る
中
世
の
在
家
や
門
の
分
布
状
況
と
は
明
ら
か
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
最
も
大
き
い
変
化
は
、
台
地
上
に
位
置
し
て
い
た
中
野
、
中
野
鶴
頭
、
小
豆
迫
、
小
牟
礼
、
中
山
、
徳
法
師
な
ど
の
、
在
家
以
来

の
系
譜
を
も
つ
門
が
消
滅
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
近
世
の
門
の
分
布
は
段
丘
平
野
部
に
著
し
く
集
中
し
、
ほ
と
ん
ど
今
日
の
集
落
の
枠
組

　
　
　
　
　
　
⑫

を
形
成
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
近
世
に
な
っ
て
新
た
な
門
が
増
加
し
た
上
ノ
原
地
区
や
蒲
生
原
地
区
も
、
必
ず
し
も
近
世
以
降
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
。
蒲
生
原
地
区
の
場
合
、
算
田
日
記
に
「
村
尾
之
内
」
　
「
古
川
之
内
」
と
い
う
表
記
が
み
え
、
門
に
準
ず
る
単
位
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

さ
ら
に
、

　
　
二
石
六
斗
七
舛
　
　
　
村
尾
　
ひ
ら
き
以
上

　
　
　
　
　
　
＋
四
貫
　
　
　
　
⑭

　
　
二
石
六
斗
三
舛
　
　
　
古
川
以
上

　
　
　
　
　
　
十
三
貫

と
い
う
、
請
人
の
記
さ
れ
な
い
大
規
模
な
水
田
筆
合
筆
も
あ
っ
て
、
一
定
の
開
発
が
進
行
し
て
い
た
地
区
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
は
元
来
、
渋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

谷
本
宗
六
代
重
門
の
兄
康
宗
が
元
弘
元
（
一
三
三
一
）
年
に
祖
父
重
基
よ
り
譲
与
さ
れ
た
「
薩
摩
国
入
来
院
清
敷
北
方
内
村
尾
」
の
地
に
対
応
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
れ
以
後
康
宗
は
こ
の
地
に
定
着
し
て
開
発
に
従
事
し
、
庶
家
村
尾
氏
の
祖
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
蒲
田
日
記
段
階
の
こ
の
地

区
に
は
村
尾
疵
の
経
営
に
包
摂
さ
れ
る
農
民
の
集
落
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
　
「
村
尾
之
内
」
や
「
古
川
之
内
」
な
ど
、
徐
々
に
農
民
的
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経
営
体
と
し
て
成
長
を
と
げ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
近
世
以
後
村
尾
氏
の
在
地
経
営
の
解
消
に
伴
っ
て
新
た
に
経
営

体
と
し
て
措
定
さ
れ
、
門
と
し
て
の
成
立
を
み
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
上
ノ
原
地
区
に
も
同
様
の
事
情
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
地
区
に
は
近
世
の
門
が
十
ケ
所
存
在
し
、
ル
ー
ス
な
疎
塊
村
形
態
を
塁
し
て
い
る
が
、

こ
の
付
近
は
台
地
末
端
の
緩
斜
面
を
な
し
、
そ
こ
を
刻
む
サ
コ
田
の
多
く
が
箕
田
日
記
に
み
え
る
こ
と
は
三
二
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
そ

し
て
当
時
こ
れ
ら
の
水
田
は
多
く
給
人
領
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
な
給
田
を
有
し
た
木
場
殿
や
か
ち
田
殿
の
経
営
も
こ
の
付
近
に
根
拠
が
あ

　
⑰つ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
こ
う
し
た
経
営
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
農
民
集
落
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
の
ち
に
門
と
し
て
取
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
中
世
の
門
の
分
解
に
よ
っ
て
細
胞
分
裂
的
に
門
が
増
加
し
た
例
が
長
野
地
区
や
黒
武
者
地
区
に
み
ら
れ
、
い

ず
れ
も
近
世
に
は
四
門
ず
つ
が
小
村
を
為
し
て
い
た
。
と
く
に
長
野
の
場
合
、
舞
閣
日
記
に
お
い
て
「
井
上
之
内
」
と
い
う
単
位
が
み
え
、
近

世
井
上
門
の
萌
芽
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
門
の
分
解
は
す
で
に
中
世
に
お
い
て
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
算
田
日
記
に

お
け
る
「
小
村
」
の
事
例
と
し
て
著
名
な
堂
園
集
落
の
六
門
も
、
元
亨
検
注
帳
の
心
宿
在
家
か
ら
分
解
し
て
成
立
し
た
可
能
牲
が
高
い
。
た
だ

し
川
床
門
・
中
木
場
門
・
宮
田
門
な
ど
、
日
田
日
記
に
お
い
て
大
規
模
な
水
田
を
経
営
し
て
い
た
門
に
こ
う
し
た
分
解
傾
向
が
不
明
瞭
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
分
解
が
経
営
規
模
以
外
の
諸
要
因
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
増
加
は
段
丘
平
野
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
台
地
上
か
ら
は
一
切
の
門
が
払
拭
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
台
地
上
の
経
営
体
が
実
際
に
ど
う
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
申
山
門
の
場
合
、
近
世
に
は
心
許
に
示
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
う
に
平
木
場
集
落
に
位
置
し
て
お
り
、
小
字
名
に
残
る
か
つ
て
の
台
地
上
か
ら
移
転
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
元
亨
検
注
帳
に
お
い
て
地

　
ま
つ
げ
　
た

字
松
下
田
に
広
い
水
田
を
保
有
し
て
い
た
方
賀
野
在
家
は
、
算
田
日
記
の
方
賀
海
門
を
経
て
、
近
世
に
は
松
下
田
門
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
こ
こ
で
は
名
称
の
変
化
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
シ
ラ
ス
台
地
の
方
賀
野
か
ら
、
前
面
の
谷
底
の
松
下
田
へ
と
居
屋
敷
が
移
転
し
た
の

で
あ
る
。
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新
た
に
成
立
し
た
門
に
も
、
こ
の
松
下
田
の
よ
う
に
か
つ
て
の
水
田
所
在
地
字
を
名
称
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
前
章
で
述
べ
た
元
亨

　
　
　
　
　
つ
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
　
　
子
　
　
田

検
注
帳
の
「
津
留
新
開
」
の
地
区
に
は
近
世
に
水
流
門
が
成
立
し
て
い
る
し
、
同
帳
の
水
田
借
字
「
か
の
こ
た
」
に
も
野
田
日
記
以
降
鹿
子
田

門
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
算
闘
日
記
の
水
田
所
在
地
字
の
名
を
も
つ
近
世
門
は
、
古
市
門
、
松
下
門
、
用
之
丸
門
、
蒲
生
原
門
、
堀
切
門
、

等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
程
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
近
世
間
に
お
い
て
、
在
家
・
門
な
ど
の
農
民
的
集
落
の
立
地
は
き
び
し
く
淘
汰
さ
れ
、
台
地
上
か
ら
水
田
の
所
在
す

る
平
野
部
へ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
台
地
上
は
近
世
以
降
生
産
・
生
活
の
場
と
し
て
の
意
味
を
急
速
に

低
下
さ
せ
、
新
た
に
近
世
郷
士
の
開
拓
に
委
ね
ら
れ
、
ま
た
戦
中
以
後
の
食
糧
増
産
期
の
開
拓
地
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が

今
日
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
見
聞
し
う
る
農
村
像
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
完
了
後
の
姿
で
あ
っ
て
、
中
世
に
ま
で
遡
り
う
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

偶
　
畠
作
か
ら
水
田
へ
一
二
・
三
章
の
小
括
一

　
以
上
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
す
で
に
我
々
は
中
世
入
来
院
清
色
村
の
耕
地
と
集
落
の
少
な
か
ら
ぬ
発
展
を
た
ど
り
え
た
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

第
二
章
で
は
一
四
・
五
世
紀
に
お
け
る
段
丘
平
野
の
水
田
開
発
の
進
展
を
た
ど
り
、
そ
れ
が
す
で
に
サ
コ
田
的
自
然
灌
概
の
段
階
を
克
服
し
て
、

大
川
等
の
外
水
を
取
水
す
る
用
水
路
鴬
声
の
段
階
に
突
入
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
本
章
で
は
一
四
世
紀
の
在
家
か
ら
一
五
世

紀
の
門
を
経
て
一
八
世
紀
の
門
へ
至
る
集
落
立
地
の
趨
勢
が
、
シ
ラ
ス
台
地
上
か
ら
段
丘
平
野
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う

し
た
集
落
と
耕
地
の
変
化
プ
ロ
セ
ス
が
中
世
後
期
を
通
じ
て
広
汎
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
地
の
農
村
構
造
の
根
本
的
な
変
容
を
暗
示

す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
段
丘
平
野
に
お
け
る
水
田
開
発
の
進
展
と
、
そ
こ
で
の
門
集
落
の
発
達
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
相
乗
的
に
進
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
段
丘
平

野
が
生
産
生
活
の
主
要
な
る
場
と
し
て
充
実
化
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
薗
畠
の
前
田
化
開
発
は
、
水
田
所
在
地
に
お

け
る
新
た
な
門
の
成
立
と
相
俊
っ
て
、
集
落
と
水
田
と
の
二
次
的
結
合
を
も
た
ら
す
機
能
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
清
色
村
の
ご
と
き
孤
立
庄
宅
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に
お
い
て
は
、
屋
敷
に
接
す
る
耕
地
が
経
営
の
核
を
な
す
、
と
い
う
社
会
地
理
学
的
知
見
に
も
と
ず
く
な
ら
ば
、
こ
れ
は
在
家
陣
門
の
生
産
基

盤
が
畠
作
か
ら
水
田
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
現
象
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
南
九
州
に
お
け
る
集
落
形
成
の
様
式
一
丁
と
い
う
定
着
様
式
　
　
を
想
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
郡
山
良
光
属
は
南
九

州
に
お
け
る
在
家
集
落
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
、
　
「
水
田
の
分
布
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
水
田
耕
作
に
は
不
便
と
思
わ
れ
る
台
地
上
か
、

傾
斜
地
の
中
腹
を
選
び
、
β
常
生
活
に
不
可
欠
な
飲
料
水
の
入
手
に
困
難
な
高
め
の
場
所
（
略
）
で
あ
っ
て
も
、
住
居
と
そ
れ
に
数
倍
す
る
漸
縮

を
含
む
薗
に
屋
敷
と
野
畠
経
営
の
可
能
な
荒
野
を
も
つ
開
広
都
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
集
住
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
」
と
論
じ
、
鎌
倉
期
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
在
家
の
生
産
基
盤
と
し
て
畠
作
を
重
視
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
当
時
の
薗
の
立
地
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
示
心
的
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
清
色
村
に
お
い
て
も
図
七
の
在
家
の
分
布
は
郡
山
氏
の
指
摘
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
上
述
し
た
中
野

原
の
三
在
家
の
例
な
ど
は
、
在
家
の
立
地
が
中
野
原
の
よ
う
な
広
く
平
担
な
シ
ラ
ス
台
地
に
好
適
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
当
時
の
生
産
が
畠
作
を
主
と
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
薗
畠
を
前
田
化
し
た
門
は
、
す
で
に
薗
と
い
う
定

着
様
式
を
脱
し
、
水
田
と
二
次
的
に
結
合
を
と
げ
た
水
田
経
営
体
と
し
て
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
併
行
し
て
、
薗
の
造
成

を
前
提
と
せ
ず
、
専
ら
水
田
所
在
地
に
水
田
と
結
合
し
た
門
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
進
行
し
て
い
た
変
化
と
は
、
薗
を
核
と
す
る
畠
作
原
理
の
農
村
構
造
が
、
水
田
原
理
に
よ
っ
て
再
編
成
さ
れ
る
プ
ロ
セ

ス
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
在
家
早
早
か
ら
門
体
制
へ
の
移
行
は
、
少
な
く
と
も
清
華
村
に
お
け
る
限
り
、
こ
う
し
た
農
村
構
造

の
再
編
に
対
応
し
て
実
現
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
①
元
亨
検
注
帳
の
記
載
形
式
か
ら
み
て
、
「
…
一
分
」
と
い
う
表
記
は
在
家
の
単
　
　

ご
と
き
領
主
的
開
発
の
一
地
区
と
は
み
な
し
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
が

　
　
位
な
い
し
新
開
地
区
の
単
位
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
こ
れ
ら
三
　
　
　
　
　
百
姓
分
中
に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
と
も
か
く
、
当
面
実
体
と
し
て
は
他
㊨

　
　
者
は
、
黒
武
者
分
が
人
給
中
の
霜
衛
門
尉
に
、
他
二
者
が
人
給
弥
太
郎
に
、
そ
れ
　
　
　
　
・
百
姓
分
中
の
在
家
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て
お
く
。

　
　
そ
れ
複
数
筆
を
…
抵
し
て
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
津
留
新
開
分
」
の
　
　
　
　
②
　
『
入
来
町
誌
隔
下
巻
、
一
八
○
頁
。
ゴ
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

③
　
　
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
五
〇
六
頁
。

④
　
『
入
来
町
誌
』
上
巻
、
二
九
九
頁
。

⑤
　
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
一
八
七
頁
。

⑥
元
亨
検
注
帳
の
石
塔
分
二
九
筆
一
二
地
宇
の
う
ち
、
「
て
ら
と
こ
」
、
「
せ
の
く

　
ち
」
　
「
む
ま
こ
へ
」
　
「
つ
か
せ
」
「
堂
免
」
　
「
そ
の
た
」
「
ひ
の
く
ち
」
「
ま
て
の
」

　
の
八
地
掌
・
が
算
田
鼠
記
宮
田
門
の
保
有
田
と
コ
蚊
し
て
い
る
。
両
帳
間
の
地
名
の

　
変
化
を
も
想
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
対
応
関
係
は
き
わ
め
て
明
解
と
い
え
よ
う
。

⑦
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

⑧
　
元
亨
検
注
帳
（
前
掲
①
）
の
場
合
と
同
様
、
算
田
日
記
で
は
「
一
之
内
」
と

　
い
う
蓑
記
は
門
付
阻
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
井
上
と
岩
之
上
は
近

　
世
の
門
名
に
み
え
、
算
田
日
記
の
「
井
上
之
内
」
　
「
岩
之
上
之
内
」
は
そ
の
前
身

　
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
後
述
⑬
の
例
も
勘
案
し
て
こ
こ
で
は
門
と
認

　
翻
す
る
こ
と
を
控
え
る
こ
と
に
し
た
。

⑨
　
元
弘
三
（
；
＝
壬
二
）
年
の
那
答
院
と
の
境
界
和
与
（
前
掲
一
①
参
照
）
。
な
お

　
こ
の
際
の
和
与
状
に
は
コ
野
河
床
申
木
庭
村
等
事
」
と
み
え
、
す
で
に
市
野
々

　
・
川
床
・
中
木
場
が
「
村
」
と
し
て
集
落
形
成
を
み
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
「
村
」
が
清
色
村
な
ど
の
「
村
」
よ
り
小
規
模
な
単
位
で
あ
っ
た
こ

　
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
々
在
家
と
称
す
べ
き
規
模
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

⑩
　
現
地
比
定
分
の
大
半
は
小
宇
地
名
や
姓
（
近
世
の
門
名
）
に
よ
っ
て
比
定
し
え

　
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
小
字
地
名
以
外
の
小
地
名
や
神
社
祭
祀
な
ど
か
ら
推
定

　
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
入
来
町
の
本
田
親
虎
琉
の
御
教
示
に
負
う
所
が
大
き

　
い
。

⑭
　
近
批
入
来
文
書
二
八
八
号
。

⑫
現
在
の
集
落
の
う
ち
こ
れ
ら
近
世
の
門
集
落
に
由
来
し
な
い
も
の
は
概
ね
近
世

　
郷
士
集
落
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

⑬
こ
の
両
者
の
場
合
、

　
　
二
斗
五
舛
八
百
村
尾
の
内
助
太
郎
殿
も
ち
（
算
当
日
記
第
三
三
九
筆
）

　
の
よ
う
に
、
　
「
…
の
内
」
に
加
え
て
、
給
人
名
も
併
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
一

　
般
の
門
地
と
は
形
式
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
古
川
之
内
」
の
二
肇
は
村

　
尾
殿
領
で
あ
る
が
、
「
村
尾
之
内
」
分
は
果
断
に
四
名
の
異
な
る
給
人
名
が
あ
り
、

　
そ
の
支
配
形
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
門
に
準
ず
る
可
能

　
性
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。

⑭
苗
田
日
記
第
五
八
二
・
五
八
三
筆
。

⑱
入
来
文
書
六
五
号
。

⑯
　
こ
の
地
区
に
所
在
す
る
村
老
天
神
社
は
在
地
し
た
村
尾
氏
が
勧
請
し
た
も
の
と

　
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
村
尾
氏
が
司
祭
と
な
っ
て
い
る
（
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
一

　
六
一
頁
）
。

⑰
た
と
え
ば
、
木
場
原
（
小
路
）
に
居
し
た
木
場
氏
の
保
有
屡
は
、
地
字
「
竹

　
下
」
　
「
い
と
か
し
ら
」
　
「
こ
か
わ
ち
」
　
「
木
場
田
」
　
「
に
し
の
原
」
「
と
ひ
の
す
」

　
「
ぬ
く
谷
」
　
「
さ
か
み
て
」
な
ど
に
分
布
し
て
お
り
、
図
二
に
よ
っ
て
範
囲
を
確

　
認
す
れ
ば
上
ノ
原
・
迫
山
・
坂
出
地
区
一
帯
に
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

　
な
る
。

⑲
　
た
だ
し
、
こ
の
地
区
は
新
田
堰
の
設
置
に
よ
っ
て
段
丘
平
野
の
開
帳
、
な
い
し

　
灌
概
条
件
の
改
善
に
め
ざ
ま
し
い
効
果
を
挙
げ
た
地
区
で
あ
り
、
近
世
以
降
の
こ

　
う
し
た
生
産
基
盤
の
安
定
化
が
門
成
立
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
も
無
視
し
え
な
い
。

⑲
こ
の
規
定
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
当
面
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
た
だ
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
在
家
・
門
の
分
解
は
直
ち
に
門
の
増
加
と
し
て
現
象
し

　
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
う
ち
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
領
主
の
給
人
と
し
て
編
成
さ

　
れ
た
可
能
性
も
想
定
し
て
お
き
た
い
。

⑳
中
爵
地
区
の
鎮
守
社
は
今
な
お
中
山
門
の
中
山
家
が
司
祭
を
務
め
て
い
る
と
い

　
う
（
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
一
八
三
頁
）
。

⑳
郡
山
、
前
掲
一
⑰
論
文
、
三
〇
頁
。
た
だ
し
こ
こ
で
「
集
住
」
と
い
う
表
現
は

　
薗
が
隣
接
し
て
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
通
常
の
集
村
形
態
と
は

　
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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四
　
村

落
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㈲
、
保
有
田
の
分
布
と
入
組
み
関
係

　
前
章
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
一
四
・
五
世
紀
か
ら
近
世
に
か
け
て
進
行
し
た
耕
地
と
集
落
の
構
造
的
変
化
を
明
ら
か
に
し
え
た

と
思
う
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
に
よ
っ
て
、
す
で
に
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
モ
デ
ル
に
は
少
な
か
ら
ぬ
修
正
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
い
ま
だ
「
小
村
－
散
居
型
村
落
」
モ
デ
ル
の
最
終
的
な
論
点
で
あ
る
在
家
・
門
の
孤
立
性
、
村
落
共
同
体
的

結
合
の
稀
薄
さ
、
な
ど
の
認
識
に
対
す
る
充
分
な
検
討
と
は
な
り
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
で
は
以
上
の
検
討
を

ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
清
色
村
に
お
け
る
中
世
村
落
像
の
再
構
成
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
こ
で
ま
ず
在
家
や
門
の
孤
立
性
に
つ
い
て
吟
味
し
て
お
こ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
在
家
の
居
屋
敷
の
立
地
は
、
サ
コ
田
で
は
な
く

薗
畠
の
立
地
条
件
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
居
屋
敷
と
水
田
と
の
一
括
性
は
前
田
開
発
に
よ
ザ
ニ
次
的
に
現
象
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
在
家
や
門
の
保
有
田
の
分
布
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
サ
コ
に
集
中
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
形
条
件
に
規
定
さ
れ

て
様
々
な
分
布
形
態
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
在
家
の
保
有
田
が
む
し
ろ
散
在
的
な
分
布
を
示
し
、
在
家
間
で
の
入
組
み
関
係
す
ら
存
在
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
と
は
、
す
で
に
上
杉
允
彦
民
、
義
江
彰
夫
氏
、
五
味
文
彦
氏
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
氏
は
い
ず
れ
も

元
亨
検
注
帳
に
お
け
る
水
田
の
保
有
関
係
を
復
原
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
図
表
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
杉
氏
や
五
味
琉
は
算
田
日
記
を
対

象
と
し
て
同
様
の
分
析
を
さ
れ
、
在
家
段
階
に
お
け
る
散
在
パ
タ
ー
ン
が
、
そ
の
後
の
開
発
を
通
じ
て
門
段
階
に
は
保
有
田
が
居
屋
敷
周
辺
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

再
集
中
し
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
開
発
が
前
途
開
発
を
意
味
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
元
亨
検
注
帳
が
名
寄
形
式
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
地
名
岡
定
の
困
難
さ
か
ら
脱
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
か
ら
ぬ
誤
認
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
在
家
段
階
か
ら
存
在
し
た
門
の
保
有
田
の
分
布
に
つ
い
て
、
答
礼
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

記
を
も
と
に
吟
味
し
て
お
き
た
い
。
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い
ま
鶴
田
日
記
に
よ
っ
て
右
の
よ
う
な
＝
二
の
門
の
保
有
田
の
分
布
を
図
示
す
る
と
、
図
南
の
よ
う
に
な
る
。
地
雨
名
の
比
定
可
能
分
の
み

し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
個
々
の
門
の
水
田
耕
作
圏
の
全
貌
は
知
り
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
概
ね
傾
向
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
れ
ら
の
う
ち
で
保
有
田
分
布
が
最
も
集
中
的
な
門
と
し
て
、
養
蚕
自
門
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
門
の
場
舎
、
計
三
石
心
斗
食
余
り

の
保
有
田
中
、
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
三
石
山
斗
蒔
余
が
地
字
「
ま
つ
け
た
」
に
集
中
し
て
お
り
、
残
り
は
小
規
模
な
三
筆
が
所
在
し
た

に
す
ぎ
な
い
。
同
様
に
小
牟
礼
門
の
場
合
も
保
有
田
の
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
丁
字
「
お
り
を
照
代
」
に
所
在
し
、
高
い
集
中
を
示
し
て
い
る
。

両
地
走
は
と
も
に
門
の
隠
亡
敷
に
近
い
台
地
斜
面
や
谷
地
に
位
置
し
て
お
り
、
地
形
面
こ
そ
異
な
る
が
、
距
離
的
に
居
麗
敷
と
近
接
し
て
い
る

こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
同
じ
台
地
上
に
位
置
す
る
小
豆
迫
門
の
場
合
は
逆
に
著
し
い
分
散
パ
タ
ー
ン
を
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
三
筆
の
前
田
が
存

在
す
る
が
、
そ
の
面
積
は
七
斗
一
締
蒔
で
全
体
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
。
そ
し
て
そ
の
薗
の
外
延
部
を
と
り
ま
く
よ
う
に
、
　
「
ひ
ゑ

の
さ
ご
」
　
「
お
り
を
田
代
」
　
「
た
て
や
ま
の
ま
へ
」
　
「
竹
の
下
」
な
ど
に
保
有
田
が
散
在
し
て
お
り
、
距
離
は
居
屋
敷
か
ら
お
よ
そ
一
キ
ロ
前

後
ま
で
拡
大
し
て
い
、
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
門
と
特
定
の
サ
コ
と
の
結
び
つ
き
が
稀
薄
で
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
畠
作
と
の
関
連
を
明
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
台
地
上
の
門
に
お
け
る
保
有
田
分
布
は
集
中
と
分
散
の
両
極
化
を
出
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
中
間
形
態
を
と
る
の
が
台
地

麓
の
門
と
い
え
よ
う
。
黒
武
者
門
の
場
合
す
で
に
図
五
に
示
し
た
よ
う
に
、
前
田
の
集
中
部
分
に
加
え
て
、
記
事
敷
背
後
の
サ
コ
や
「
山
か
む

れ
」
な
ど
に
散
在
部
分
も
存
在
し
て
お
り
、
集
中
と
散
在
を
兼
備
し
て
い
る
。
保
有
田
規
模
の
大
き
い
川
床
門
の
場
合
、
八
石
一
斗
六
事
蒔
と

い
う
広
い
「
前
田
」
が
あ
り
、
居
屋
敷
と
一
体
化
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
は
全
保
有
田
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舟
　
越
）
　
　

（
木
揚
）
　
　
　
　
　
　
（
平
木
場
）
　
　
　
（
椎
）

る
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
＝
筆
か
ら
成
り
、
　
「
ふ
な
ご
へ
」
　
「
中
こ
は
か
こ
い
の
下
」
　
「
ひ
ら
こ
は
の
下
」
　
「
し
み
の
木
の
丸
」
な
ど
、
周
辺

に
散
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
前
田
開
発
が
な
さ
れ
て
お
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
保
有
田
分
布
は
む
し
ろ
小
豆
迫

門
と
同
様
の
散
在
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
門
と
水
田
の
一
括
性
が
前
田
開
発
に
大
き
く
由
来
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表八　算田日記における門間の入組み闘係

地　字1 門（保有田斗蒔高，単位斗）　＊は地字と同名の門

ほきのまた 中野（0．9），迫頭（1．8）

かハちの口 中野（0，5），船瀬（7．1）

ま　　て　　野 宮田（1．1），鹿子田（8．2）

か　の　こ　田 船瀬（5．0），宮田（1．6），鹿子田（＊）

はきのもと 宮田（L4），草葺（4．5）

おりを田代 4、牟ネL（28．0），　4、豆テ皇（8．9）

山　　口　　田 前床（7，0），徳法師（1．1）

の　　さ　　か 前床（L6），徳法師（1．1）

あまかさご 前床（1．5），長野（＆4）

きのまた
ハちの口
　て　　野

の　こ　田

きのもと
りを田代
　口　　田

　さ　　か

まかさ　こ

の　も　と

　さ　　田

　ら　　田

えのさ　ご

な　L

　こ

ら　こ

　さ

　て

　の

　さ

へ　　の

　ち

ノ　木

　い

　た

い　も

か　わ

　牟

ち　み
の　も

は

は

き

山

下

こ

下

へ

恥

し

田

中

N

と

ち

田

の
と

中野（0．9），迫頭（1．8）

中野（0，5），船瀬（7．1）

宮田（1．1），鹿子田（8．2）

船瀬（5．0），宮田（1．6），鹿子匠

宮田（L4），草葺（4．5）

，JxajiネL（28．0），　’j、豆テ皇（8．9）

前床（7．0），　徳法自而（1．1）

前床（L6），徳法師（1．1）

前床（1．5），　長野（8．4）

徳法師（1．5），　長野（1．5）

前床（2．8），　長野（4．4）

下床（0．4），甲賀野（0．5），平フ

小豆迫（7．0），平木場（14．0）

川床（1．2），中木場（1．8）

川床（0．5），中木場（＊）

平木場（＊），川床（2．4）

宮田（O．4），小牟礼（L1），小玉

ノ」、豆追（0．5），　P戸1」」（4．6）

！」、豆田（5，0）淵｛ノ上（3ρ6）

宮田（LO），淵ノ上（3．2）

淵ノ上（2．4），上大の田（2．0）

ノli床（0．4），　：1：木場（0．2）

淵ノ上（1．0），上大の田（2．5），

上大の田（1．6），牟多田（O．6）

牟多田（4．5），ひらの（3．0）．

牟多田（19．0），下大の田（7．8）

牟多田（＊），ひらの（3．3）

牟多田（O．6），下大の田（17．7）

大園（2．2），中園（6．5）

東（2，5），　西（9．9）

封ミ（1．3），　翌互（3．G）

5），平木場（O．9）

1），小豆迫（0．5），中山（1．5）

田（2．5），

田（O．6）

（3．0）．

牟多田（0．5）

ほ
か
ま
か
は
お
山
の
あ
池
わ
ひ
ひ
ふ
中
ひ
尾
た
竹
続
く
つ
松
人
外
霞
む
か
こ
西
い
木

し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、

居
屋
敷
と
水
田
が
一
括
的
で
あ

る
方
賀
野
門
、
小
牟
礼
門
な
ど

の
例
は
決
し
て
一
般
的
と
は
い

え
ず
、
む
し
ろ
多
く
の
門
で
は

保
有
田
は
居
屋
敷
の
外
へ
と
広

く
拡
が
っ
て
散
在
す
る
傾
向
を

示
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の

水
田
耕
作
圏
は
摺
屋
敷
か
ら
一

キ
ロ
前
後
ま
で
は
拡
大
さ
れ
て

お
り
、
決
し
て
門
ご
と
に
完
結

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
斎
燈
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
地
字
に
複
数
の
門
の
保
有
闘
が
所
在
す
る
、
い
わ
ゆ
る
入
組
み

関
係
の
存
在
は
、
こ
の
こ
と
の
明
証
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
い
ま
富
田
日
記
か
ら
こ
う
し
た
入
組
み
関
係
を
す
べ
て
抽
出
す
る
と
表
八
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
相
互
に
複
雑
な
入
組
み
関
係
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

堂
園
地
区
面
罵
お
よ
び
市
野
々
地
区
三
門
．
を
除
外
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
ほ
か
二
四
の
門
が
三
一
の
地
字
で
入
組
み
関
係
を
有
し
て
お

り
、
そ
の
広
汎
な
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
入
組
み
は
、
表
八
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
二
．
間
の
関
係
が
圧
倒
的
に
多
く
、
三
門
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以
上
に
わ
た
る
地
竿
は
少
な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
最
多
門
扉
の
入
組
み
は
踊
字
「
尾
さ
き
」
に
お
け
る
四
門
で
あ
っ
て
、
入
組
み
と
い
え
ど

も
、
多
く
は
小
規
模
か
つ
局
地
的
関
係
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
確
認
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
に
、
入
組
み
が
新
開
田
の
人
為
的
分
県
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
八
に
み
え
る
よ

う
に
、
入
組
み
地
層
は
比
定
し
う
る
限
り
に
お
い
て
、
門
居
屋
敷
か
ら
は
や
や
離
れ
た
散
在
部
分
の
サ
コ
田
に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
地
字
の
水
田
は
概
ね
天
水
・
湧
水
利
用
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
小
豆
追
門
の
場
合
、
算
田
日
記
に
お
い
て
は
五
つ
の
門
と
そ
れ
ぞ

れ
一
～
ニ
ケ
所
の
地
平
で
入
組
み
関
係
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
、
小
牟
礼
門
と
の
「
お
り
を
田
代
」
と
、
平
木
場
門
と
の
「
ひ
ゑ
の
さ

ご
」
の
二
地
盤
の
入
組
み
関
係
は
元
亨
検
注
帳
に
お
い
て
も
既
に
成
立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
サ
コ
田
段
階
の
開
発
過
程
に
お
い
て

自
然
発
生
的
に
入
組
み
関
係
が
成
立
し
、
そ
の
外
延
的
拡
大
に
よ
っ
て
入
組
み
関
係
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
き
わ
め
て
広
い
面

積
を
も
つ
諸
門
の
前
田
に
お
い
て
入
組
み
関
係
が
全
く
見
出
し
え
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

働
門
グ
ル
；
プ
の
検
出

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
入
組
み
関
係
の
存
在
は
各
々
の
門
の
保
有
田
分
布
が
自
己
完
結
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
在
家
や
門
の
耕
作
圏
は
孤
立
庄
宅
の
近
傍
の
「
狭
い
」
空
間
を
こ
え
て
、
よ
り
「
広
い
」
空
間
に
拡
が
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
必
然
的
に
他
の
近
隣
の
諸
門
の
耕
作
圏
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ま
入
組
み
関
係
を
な
す
門
の
組
合
せ
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
図
八
に
示
さ
れ
た
台
地
上
の
諸
門
の
場
合
、
入
組
み
関
係
は
小
豆

迫
－
小
牟
礼
－
中
山
と
い
う
組
合
せ
、
道
床
－
徳
法
師
－
長
野
と
い
う
組
合
せ
に
二
分
さ
れ
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
内
に
収
束
さ
れ
る
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
に
は
さ
ら
に
宮
田
門
・
淵
ノ
上
町
・
平
木
場
門
が
、
後
者
に
は
自
閉
野
津
や
平
木
場
門
が
入
組
み
の
組
合
せ
と
し
て

存
在
し
て
い
る
が
、
同
じ
台
地
上
と
は
い
え
、
両
グ
ル
ー
プ
間
に
ま
た
が
る
入
組
み
関
係
は
全
く
見
出
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
こ
う
し
た
ニ
グ
ル
ー
プ
へ
の
分
離
が
単
な
る
入
組
み
関
係
の
偶
然
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
各
々
の
門
グ
ル
ー
プ
が
地
域
的
な

ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
推
測
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
こ
れ
ら
の
門
グ
ル
ー
プ
の
保
有
田
の
分
布
を
み
れ
ば
、
小
豆
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画
一
小
牟
礼
i
中
山
の
グ
ル
ー
プ
が
台
地
西
部
か
ら
北
へ
後
川
内
川
水
系
の
サ
コ
に
拡
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
梅
園
1
徳
法
師
一
長
野
の
グ

ル
ー
プ
は
台
地
東
部
か
ら
南
へ
前
川
内
川
谷
に
拡
が
っ
て
お
り
、
各
々
の
分
布
自
体
が
明
瞭
に
区
別
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
門
グ
ル
ー
プ
は
耕
作
圏
を
同
じ
く
す
る
地
域
集
団
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
門
グ
ル
…
プ
に
各
々
固
有
の
生
産
・
生
活
の
場
た
る
領
域
臓

テ
リ
ト
リ
ー
が
存
在
し
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
門
グ
ル
ー
プ
は
制
度
的
に
画
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
こ
こ
で
は
箕
田
日
記
に
み
え
る
保
有
田
分
布
の
み

か
ら
推
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
門
を
明
確
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
右
の
よ
う
な
手

順
で
門
グ
ル
ー
プ
の
検
出
を
試
み
る
な
ら
ぼ
、
次
の
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
、
大
川
左
岸
地
区
…
…
船
瀬
・
中
野
・
迫
頭
・
鹿
子
田
な
ど
。

B
、
台
地
西
部
地
区
…
…
小
豆
迫
・
小
牟
礼
・
中
山
な
ど
。

C
、
台
地
東
部
地
区
…
…
前
床
・
徳
法
師
・
長
野
な
ど
。

D
、
市
野
々
地
区
周
辺
…
…
前
園
・
上
園
・
垣
内
・
樋
ノ
ロ
な
ど
。

E
、
舟
越
・
原
地
区
周
辺
…
…
中
木
場
・
川
床
な
ど
。

F
、
堂
園
周
辺
地
区
…
…
堂
園
・
春
園
・
西
・
平
・
宮
園
・
上
之
園
。

G
、
牟
多
田
・
日
ノ
丸
地
区
…
…
牟
多
田
・
上
大
野
田
・
下
大
野
田
・
淵
ノ
上
な
ど
。

H
、
諏
訪
地
区
周
辺
…
…
東
・
西
。

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
試
案
は
、
繰
り
返
す
が
、
あ
く
ま
で
傾
向
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
規
準
に
も
と
ず
く
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
こ
で
は
異
な
る
グ
ル
ー
プ
の
門
間
の
入
組
み
関
係
も
散
見
さ
れ
る
し
、
と
り
わ
け
保
有
田
が
広
く
分
布
す
る
富
田
門
の
耕
作
圏
な
ど
は
グ
ル

ー
プ
A
・
B
の
二
つ
に
ま
た
が
っ
て
完
結
し
て
い
る
。
ま
た
大
川
下
流
に
な
る
ほ
ど
、
人
給
分
田
が
増
加
す
る
た
め
、
門
グ
ル
ー
プ
の
検
出
が

困
難
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

134　（ti32）



中世村落の構造とその変容過程（吉田）

　
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
門
グ
ル
ー
プ
の
領
域
が
、
近
世
に
お
け
る
実
質
的
な
ム
ラ
の
生
活
空
間
に
よ
く
対
応

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
近
世
薩
藩
の
地
方
支
配
欄
度
は
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
支
配
単
元
と
し
て
は
、
郷
－
村
…
方

限
i
門
と
い
う
階
層
的
構
成
を
も
ち
、
郷
ご
と
に
外
域
（
麓
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
配
当
さ
れ
る
地
頭
が
郷
内
の
在
地
支
配
を
担
当
し
た
。

山
王
元
氏
に
よ
れ
ば
、
薩
藩
の
藩
政
村
は
規
模
が
大
き
く
、
形
式
地
域
的
性
格
が
き
わ
め
て
濃
厚
で
あ
り
、
実
質
地
域
と
し
て
は
村
の
下
部
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

位
で
あ
る
方
限
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
山
重
氏
は
方
限
を
小
集
落
の
単
位
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
上
に
設
定
さ
れ
た
方
限

は
必
ず
し
も
小
集
落
単
位
に
一
致
せ
ず
、
さ
ら
に
広
い
地
区
と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

．
上
述
し
た
よ
う
に
中
世
清
色
村
は
近
世
以
後
浦
之
名
村
と
改
称
さ
れ
、
北
部
元
村
地
区
が
北
接
す
る
副
田
村
に
編
入
さ
れ
た
ほ
か
は
、
概
ね

中
世
の
村
域
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
上
掲
の
宝
暦
名
寄
帳
（
表
七
）
に
よ
れ
ば
総
人
口
は
六
〇
三
、
こ
れ
は
門
農
民
の
み
の
数
で
あ
る
か
ら
、
郷

士
家
族
の
人
口
を
も
含
め
る
と
お
そ
ら
く
七
〇
〇
を
こ
す
、
大
規
模
な
藩
政
村
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
村
内
に
は
郷
士
役
の
庄
屋
が
二
名
お
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
上
名
（
後
川
内
川
流
域
）
、
下
名
（
前
川
内
川
流
域
及
び
牟
多
田
よ
り
下
流
一
帯
）
を
管
轄
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
下
部
に
は
郷
士
役
の
触

役
が
五
名
お
か
れ
・
そ
れ
ぞ
れ
後
川
内
●
布
泊
（
以
上
・
老
）
立
別
川
内
・
牟
雷
廃
（
呈
・
下
名
）
に
配
係
れ
て
い
た
と
い
加
こ
の

触
役
の
管
轄
域
に
な
る
と
、
か
な
り
実
質
地
域
的
な
ま
と
ま
り
に
近
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
単
位
が
百
姓
役
名
主
の
設
置
さ
れ
た
方
塔
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

当
す
る
か
ど
う
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
こ
こ
で
は
む
し
ろ
宝
暦
名
寄
帳
の
記
載
に
注
図
し
た
い
。
同
仁
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
七
冊
か
ら
成
っ
て
お
り
、
各
冊
ご
と
に
五
～

十
五
の
門
の
男
・
女
・
牛
馬
数
・
田
畑
屋
敷
高
が
記
さ
れ
、
次
い
で
諸
々
の
浮
一
高
が
計
上
さ
れ
る
、
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
各

冊
毎
に
収
録
さ
れ
た
門
の
分
布
は
図
九
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
上
に
、
末
尾
に
浮
田
高
が
集
計
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
か
ら
考
え
て
、
星
羅
は
一
定
の
領
域
ご
と
に
集
計
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
し
か
も
各
冊
ご
と
に
門
田
や
総
石
高
な
ど
に
い
ち
じ
る
し

い
不
統
一
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
単
位
領
域
は
操
作
的
画
一
性
に
も
と
ず
く
も
の
で
は
な
く
、
現
地
の
実
情
に
対
応
し
て
設
定
さ
れ
た
実
質
地
域
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⑬

と
し
て
の
性
格
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
ま
、
こ
の
各
冊
に
収
録
さ
れ
た
門
の
田
畑
屋
敷
高
（
階
高
）
を
み
る
と
、
そ
の
冊
を
単
位
と
し
て
均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
第
一
冊
で
は
十
門
が
い
ず
れ
も
二
四
石
製
斗
余
り
の
〆
高
を
も
ち
、
舛
以
下
の
端
数
を
無
視
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
均
等
な
規
模
を
配

当
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
十
五
門
を
収
録
す
る
第
四
冊
で
は
、
宮
薗
門
以
下
十
一
門
が
二
六
六
六
斗
余
、
平
木
場
は
以
下
四
門
が
二

七
石
一
～
二
斗
余
と
な
り
、
同
閑
中
に
二
つ
の
門
高
均
分
グ
ル
ー
プ
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
他
第
五
冊
の
栗
下
門
、
第
六
冊
の
前
半
門
は
同
冊
中

の
他
の
門
と
門
高
を
異
に
し
、
均
分
が
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
例
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
総
じ
て
こ
こ
に
は
き
わ
め
て
高
い
均
分
原
理
が
見
出

さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
桑
波
田
興
民
は
こ
う
し
た
均
分
制
を
近
世
的
門
割
体
制
の
特
質
と
評
価
し
、
こ
の
羅
馬
名
村
の
均
分
舗
を
「
非
全
村
均
等
型
」
の
代
表
例
と

　
　
　
　
　
　
⑭

し
て
挙
げ
て
い
る
。
薩
藩
の
近
世
村
落
を
検
討
し
た
福
田
新
一
氏
は
、
こ
の
浦
之
名
村
の
例
を
は
じ
め
と
す
る
均
分
綱
を
重
視
し
、
こ
の
均
分

の
領
域
を
「
門
門
均
分
域
」
と
呼
び
、
　
「
門
地
割
換
え
の
領
域
」
と
理
解
し
た
。
そ
し
て
輪
換
制
の
実
在
を
仮
定
す
れ
ぼ
、
置
換
え
耕
地
は
耕

作
可
能
な
距
離
に
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
「
無
作
為
に
画
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
」
と
み
な
し
、
穂
高
均
分
域
こ
そ
「
稠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

密
な
む
ら
関
係
」
を
も
つ
領
域
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
も
と
よ
り
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
に
多
面
的
な
検
討
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
名
寄
帳
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
出
血
門
の

　
　
⑯

名
寄
帳
に
よ
っ
て
同
門
の
門
地
の
分
布
を
調
べ
る
と
、
同
門
の
属
す
る
第
三
冊
の
面
高
均
分
域
の
拡
が
り
に
概
ね
合
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
し
か
も
こ
の
均
分
域
は
、
左
岸
鹿
子
田
地
区
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
近
弁
手
堰
の
様
態
域
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
福
田
氏
の
推

定
を
裏
付
け
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
本
稿
で
も
至
高
均
分
域
を
近
世
に
お
け
る
ム
ラ
と
理
解
し
て
お
き
だ
い
。

　
た
だ
し
近
世
に
お
い
て
は
各
々
の
小
集
落
が
成
長
を
と
げ
、
　
「
郷
中
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
単
元
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
付
言
し
て
お
か
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
ら
な
い
。
今
日
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
入
会
林
や
神
社
祭
祀
な
ど
は
こ
の
「
郷
中
」
を
単
位
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
単

位
集
落
は
つ
ね
に
生
活
上
の
強
い
ま
と
ま
り
を
為
す
の
が
通
例
で
あ
り
、
共
同
体
機
能
は
こ
の
単
位
に
も
分
担
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
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こ
れ
ら
単
位
集
落
が
そ
の
内
に
共
同
体
機
能
を
完
結
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
門
高
均
分
域
は
そ
れ
を
包
括
し
補
完
す
る

領
域
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
近
事
に
お
け
る
ム
ラ
の
所
在
を
述
べ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
門
高
均
分
域
が
単
位
集
落
を
こ
え
る
拡
が
り
を
も
っ
た
門
グ
ル

ー
プ
の
生
活
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
の
ム
ラ
の
空
間
的
枠
組
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、

門
高
均
分
域
は
、
潮
田
日
記
に
み
ら
れ
る
門
グ
ル
ー
プ
の
領
域
と
類
似
し
て
い
る
と
は
い
え
、
水
利
と
の
関
連
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
上
述

し
た
水
田
原
理
に
よ
る
編
成
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
求
め
る
中
世
村
落
と
は
一
線
を
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
再
び
中
世
前
期
の
在
家
が
発
達
し
て
い
た
台
地
上
へ
眼
を
戻
し
た
い
。
こ
こ
に
お
け
る
墾
田
日
記
の
門
グ
ル
ー
プ
C
は
、
の
ち
の
門

高
詠
分
域
第
六
冊
の
拡
が
り
に
近
似
し
て
お
り
、
そ
の
前
身
と
し
て
中
之
に
お
い
て
も
村
落
的
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
い
ま
こ
れ
に
属
す
る
前

床
・
徳
法
師
・
長
野
の
諸
門
の
関
係
を
み
る
と
、
徳
法
師
門
は
算
田
日
記
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
と
こ
の
宮
⑲

　
　
二
斗
三
舛
八
百
　
九
日
田
　
と
く
ほ
し
の
門
之
内

な
る
神
髄
を
保
有
し
て
お
り
、
前
床
門
と
神
社
祭
祀
を
共
同
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
神
田
は
す
で
に
元
亨
検
注
帳
の
徳
法
師
分
に

み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
関
係
は
在
家
段
階
に
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
長
野
在
家
も
元
亨
検
注
帳
に
は
神
田
が
あ
り
、
長
野
地
区
の
山
神

神
社
を
祭
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
祭
祀
は
独
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
は
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
門
の
位
置
が
シ
ラ
ス
台
地
床
並
原
を
と
り
囲
む
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
点
を
重
視
し
た
い
。
同
じ
関
係
は
門
グ

ル
ー
プ
B
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
小
豆
迫
・
小
牟
礼
・
中
山
な
ど
も
シ
ラ
ス
台
地
豊
原
を
囲
罪
す
る
分
布
を
量
し
て
い
る
し
、

門
グ
ル
ー
プ
A
が
シ
ラ
ス
台
地
中
野
原
を
主
た
る
生
産
・
生
活
の
場
と
し
て
い
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る

シ
ラ
ス
台
地
が
そ
の
耕
作
圏
の
中
核
を
な
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
台
地
上
の
畠
作
を
生
産
基
盤
と
し
て
い
た
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の

台
地
面
を
テ
リ
ト
リ
ー
と
す
る
集
団
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
　
　
開
　
　
殿

　
こ
う
し
た
台
地
上
に
展
開
し
て
い
た
生
産
・
生
活
の
場
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
、
遅
滞
地
方
に
広
く
分
布
す
る
古
石
塔
群
（
キ
イ
ァ
ケ
ド
ン
）
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を
挙
げ
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
小
野
重
朗
氏
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
キ
イ
ア
ケ
ド
ン
は
村
や
門
の
開
拓
先
祖
を
祀
る
石
塔
で
あ
っ
て
、
御
霊
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
も
つ
農
耕
民
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
と
い
う
。
清
色
村
内
に
お
け
る
キ
イ
ア
ケ
ド
ン
と
し
て
大
規
模
な
も
の
は
、
宮
田
門
に
接
す
る
般
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

殿
墓
、
前
駆
門
に
接
す
る
薬
師
殿
墓
、
般
瀬
門
に
接
す
る
船
瀬
殿
墓
の
三
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
豊
原
（
門
グ
ル
；
ブ
B
）
、
床
並
原
（
門
グ
ル

ー
プ
C
）
、
中
野
原
（
門
グ
ル
…
プ
A
）
の
周
辺
に
位
濁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
塔
の
年
代
は
概
ね
南
北
朝
期
以
降
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

必
ず
し
も
元
亨
検
注
帳
に
先
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
存
在
は
こ
れ
ら
の
台
地
上
に
お
け
る
農
民
生
活
の
象
徴
と
み
な
せ

よ
う
。

③
　
山
野
に
お
け
る
農
業
生
産
と
中
世
柑
落
1
む
す
び
に
代
え
て
i

　
以
上
で
入
来
院
清
色
村
に
関
す
る
煩
雑
な
再
検
討
を
ひ
と
ま
ず
措
き
た
い
。
耕
地
や
集
落
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
か
ら
始
め
て
、
村
落
の
問
題
へ

と
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
充
分
な
村
落
像
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
恐
れ
る
。
た
だ
憶
測
の
域
は
出
な

い
も
の
の
、
以
上
の
検
討
に
も
と
ず
く
な
ら
ば
、
当
地
に
お
け
る
中
世
村
落
な
い
し
そ
の
「
原
型
」
は
、
台
地
上
の
畠
作
を
基
盤
と
し
、
特
定

の
台
地
面
を
テ
リ
ト
リ
ー
と
す
る
よ
う
な
在
家
－
門
グ
ル
ー
プ
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
畠
作
農
業
が
共
同
体
の
結
合
契
機
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
少
な
い
。
わ
が
国
の
畠
作
と
い
え
ぼ
、
ま

ず
古
代
以
来
私
有
の
側
面
が
濃
い
園
宅
地
が
想
定
さ
れ
、
一
般
の
定
畠
に
お
い
て
も
水
田
の
水
利
に
あ
た
る
よ
う
な
共
同
契
機
を
欠
き
、
ヨ
1

ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
共
同
体
的
耕
作
強
制
も
ほ
と
ん
ど
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

　
南
九
州
に
お
い
て
も
、
畠
作
と
し
て
は
居
屋
敷
に
接
す
る
薗
畠
が
典
型
と
さ
れ
、
五
味
氏
ら
が
解
明
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
通
常
周
囲
を
垣

で
囲
ま
れ
、
内
部
の
私
的
占
有
の
論
証
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
郡
山
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
畠
地
は
決
し

て
蘭
畠
の
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
三
囲
と
呼
ば
れ
る
畠
地
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
外
地
の
多
様
な
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
充
分
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
研
究
に
俊
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
た
だ
し
中
世
南
九
州
に
お
い
て
は
、
山
野
を
場
と
す
る
粗
放
な
題
作
農
業
が
広
汎
に
存
在
し
て
い
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
「
鹿
屋
院
領
家
雑
曲
言
上
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
領
家
所
領
は
水
田
・
薗
・
野
原
・
市
場
・
狩
倉
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
畠
地
は
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
野
原
の
支
配
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斗
）

　
　
一
同
野
稲
畠
百
余
町
　
　
一
三
代

　
　
　
御
米
七
千
四
百
余
石

　
　
　
　
是
者
野
原
三
十
三
ケ
所
内
、
除
蓋
知
行
分
定
、
康
元
≧
年
以
後
、
一
年
別
百
余
石
文

と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
所
在
す
る
野
蚕
畠
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
野
静
劇
は
字
義
通
り
陸
稲
を
栽
培
す
る
野
畠
と
み
ら
れ
、
重
代
も

水
田
の
六
斗
と
比
べ
著
し
く
低
廉
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
い
ま
だ
正
式
な
丈
量
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
賦
課
に
際
し
て
は
、
在
家
百
余

宇
に
対
応
し
て
一
年
別
百
余
石
と
、
一
在
家
一
石
と
し
て
概
算
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
野
原
三
十
三
ケ
所
に
お

い
て
各
在
家
が
野
心
畠
を
作
っ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
の
下
に
、
そ
れ
を
在
家
役
並
み
に
賦
課
し
て
い
た
と
み
な
せ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
野
原
の
畠
は
領
主
に
と
っ
て
き
わ
め
て
掌
握
困
難
で
あ
っ
た
。
正
安
二
（
＝
二
〇
〇
）
年
「
鎮
西
下
知
状
」
に
よ

る
と
、
薩
摩
国
谷
山
郡
山
田
村
で
は
正
応
発
（
＝
一
八
八
）
年
に
検
畠
が
遂
げ
ら
れ
た
が
、
こ
の
際
に
百
姓
太
郎
男
が
隠
畠
の
餐
で
地
頭
の
謹
責

を
受
け
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
下
知
状
は
次
の
よ
う
に
裁
定
し
た
。

　
　
如
此
荒
野
之
畠
地
、
非
定
畠
儀
之
間
、
随
干
時
開
作
之
条
畠
地
薫
習
也
、
難
処
重
科
、
…
…

す
な
わ
ち
、
百
姓
太
郎
男
の
畠
と
は
荒
野
の
畠
地
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
畠
地
は
当
時
定
贔
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
必
要
に
応
じ
て
開
き

作
る
こ
と
は
畠
地
の
特
性
で
あ
る
か
ら
、
重
科
に
処
し
難
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
元
来
水
田
に
は
水
利
施
設
の
よ
う
な
設
備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
開
発
に
際
し
て
は
一
定
の
労
働
・
資
本
投
下
が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
一
た
ん
開
発
さ
れ
た
水
田
に
は
開
発
主
体
の
強
い
占
有
権
が
発
生
し
、
耕
地
と
し
て
の
定
着
性
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
、
畠
地
の
開
作
に

は
こ
う
し
た
設
備
が
不
要
で
あ
る
か
ら
、
耕
作
に
都
合
の
よ
い
所
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
開
作
で
き
、
し
か
も
そ
の
地
片
の
地
力
が
低
下
す
れ

ば
、
そ
こ
を
放
棄
し
て
別
の
一
州
の
開
作
を
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
下
知
状
の
云
う
「
白
地
之
習
」
と
は
概
ね
こ
う
し
た
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⑳

贔
地
の
特
性
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
南
九
州
の
よ
う
に
人
口
圧
が
小
さ
く
広
い
荒
野
が
存
在
す
る
農
村
で
は
、
い
ま
だ
こ
う

し
た
焼
畑
訓
切
替
畑
的
な
農
業
生
産
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
荒
野
の
占
地
は
山
野
の
用
益
の
　
形
態
で
あ
っ
て
、
恒
常
的
労
働
投
下
に
よ
っ
て
私
的
占
有
が
承
認
さ
れ
る
常

畑
と
は
異
な
り
、
開
作
行
為
に
よ
っ
て
一
時
的
用
益
権
が
発
生
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
い
ま
だ
山
野
の
一
片
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

荒
野
の
畠
地
が
定
畠
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
領
主
支
配
の
脆
弱
さ
に
よ
る
と
共
に
、
そ
れ
が
耕
地
と
し
て
の
固
定
性
を
も
た
ず
、
容
易
に
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

野
に
復
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。
も
と
よ
り
の
ち
に
野
畠
と
し
て
丈
量
さ
れ
た
要
地
の
な
か
に
は
、
す
で
に
実
記
化
し
た

も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
農
業
の
ひ
と
つ
の
発
展
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
山
野
の
な
か
で
も
条
件
の
よ
い
と
こ

ろ
は
作
薗
な
ど
の
形
で
常
畑
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
焼
畑
皿
切
替
畑
↓
翠
霞
－
↓
▼
水
田
、
と
い
う
農
業
発
達
史
の
プ
ロ
セ
ス
が
明
瞭
な
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
荒
野
に
お
け
る
薗
の
造
成
や
、
繭
の
水
田
化
な
ど
も
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
中
に
継
起
し
た
一
連
の
現
象
と
位
麗
付
け
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
露
岩
院
や
山
田
村
の
事
例
は
、
鼠
子
や
水
田
の
経
営
が
主
要
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
中
世
に
お

い
て
も
、
い
ま
だ
焼
畑
ロ
切
替
畑
的
生
産
の
伝
統
が
根
強
く
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
入
来
院
清
色
村
も
決
し
て
例
外
で
は
あ
り
え
な
い
。
申
野
原
や
床
並
原
な
ど
の
シ
ラ
ス
台
地
も
こ
う
し
た
農
業
生
産
の
場
と
し
て
の
山
野
で

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
し
、
同
様
に
し
て
、
の
ち
に
水
田
開
発
が
展
開
さ
れ
る
段
丘
平
野
さ
え
も
こ
う
し
た
山
野
の
一
部
を
な
し
て
い
た
公
算

が
高
い
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
が
元
亨
検
注
帳
や
嵐
気
日
記
に
よ
っ
て
確
認
し
う
る
の
は
、
こ
う
し
た
山
野
に
多
く
の
薗
が
形
成
さ
れ
、
サ

コ
田
や
一
部
の
段
丘
平
野
の
水
田
が
こ
れ
ら
の
薗
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
段
階
で
し
か
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
見
出
し
う
る
村
落
像
な
い

し
そ
の
「
原
型
」
は
明
ら
か
に
山
野
を
生
産
・
生
活
の
場
と
し
て
占
取
し
、
成
員
に
そ
の
用
益
を
保
証
す
る
共
同
体
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
か
つ
て
戸
田
芳
実
氏
は
、
中
世
成
立
期
に
お
い
て
「
地
主
神
の
宗
教
意
識
形
態
」
な
ど
に
「
山
野
の
集
団
的
占
取
－
共
同
体
的
所
有
」
を
見
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出
し
、
そ
こ
に
貴
族
的
山
野
領
有
の
進
行
に
対
し
て
抵
抗
す
る
主
体
と
し
て
の
「
中
世
的
な
第
一
次
村
落
共
同
体
」
を
想
定
さ
れ
た
。
こ
の
注

目
す
べ
き
見
解
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
共
同
体
と
山
野
と
の
関
係
は
、
宗
教
的
観
念
を
伴
う
一
種
の
原
始
性
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ

っ
て
、
の
ち
の
入
会
林
に
お
け
る
分
割
可
能
な
集
団
的
「
所
有
」
権
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
イ
エ
と
イ

エ
と
の
関
係
の
積
分
体
と
し
て
の
共
同
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
エ
の
成
立
に
先
行
し
、
自
然
－
土
地
と
人
間
－
社
会
と
の
本
源
的
関
係
に
も

と
ず
い
て
成
立
し
た
共
同
体
な
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
「
テ
リ
ト
リ
ー
」
と
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
た
共
同
体
の
領
域
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　
も
と
よ
り
戸
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
野
が
様
々
な
非
農
業
的
生
産
の
行
な
わ
れ
る
「
社
会
的
分
業
の
場
」
と
し
て
の
側
面
を
も
つ

こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
面
南
九
州
に
限
定
し
て
も
、
山
野
で
は
狩
猟
が
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
牧
の
存
在
も
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
農
業
生
産
自
体
が
山
野
を
主
要
な
場
と
し
て
い
た
こ
と
を
よ
り
重
視
し
た
い
と
思
う
。
そ

れ
は
、
本
稿
に
お
い
て
検
出
し
え
た
農
村
構
造
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち
山
野
に
展
開
さ
れ
た
原
初
的
な
生
産
・
生
活
の
場
が
中
世
に
お

け
る
水
田
開
発
を
通
じ
て
水
田
農
業
の
場
へ
と
再
編
成
さ
れ
て
い
く
プ
戸
セ
ス
が
、
焼
畑
農
業
か
ら
水
田
農
業
へ
、
と
い
う
農
業
発
展
の
プ
ロ

セ
ス
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
条
里
制
の
施
行
以
来
確
固
た
る
水
田
農
業
の
基
盤
の
う
え
に
展
開
さ
れ
た
中
世
農
村
と
は

自
ら
異
な
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
中
世
農
村
史
が
存
在
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
従
来
の
諸
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
畠
作
を
中
心
と
す
る
中
世
農
村
は
少
な
く
な
い
し
、
そ
こ
に
お
い
て
畠
地
の
水
田
化
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
活
発
に
進
行
し
た
こ
と
も
周
知
で
あ
ろ
う
。
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
フ
ァ
ン
や
段
丘
面
な
ど
の
「
野
」
の
世
界
に
立
地
す
る
中
世
農
村
が
、
水
田
農

業
よ
り
も
む
し
ろ
採
譜
農
業
に
基
盤
を
お
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
集
落
形
成
に
お
け
る
長
齢
の
意
義
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
焼
畑
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
黒
田
日
出
男
氏
に
よ
る
と
、
中
世
に
お
い
て
「
愚
」
と
「
畑
」
は
用
字
上
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
後
者
が
焼
畑
を
示
す
も
の
と
い
う
。
こ
れ
は
中
世
農
村
の
現
実
の
な
か
で
、
常
盤
と
焼
畑
が
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ

き
存
在
と
し
て
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
通
常
史
料
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
焼
畑
が
、
む
し
ろ
我
々
の
想
像
を
こ
え
て
広
汎
に
存
在
し
て
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い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
近
年
様
々
な
分
野
で
わ
が
国
の
畑
作
文
化
の
再
評
価
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
向
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
「
照
葉
樹
林
文
化
」
論
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
か
ら
西
日
本
に
か
け
て
の
「
照
葉
樹
林
帯
」
に
は
今
日
も
な
お
、

焼
畑
と
狩
猟
を
主
な
生
業
と
す
る
焼
畑
農
耕
文
化
が
広
く
分
布
し
、
こ
れ
を
基
層
と
し
て
、
以
後
焼
畑
か
ら
水
田
へ
の
農
業
技
術
の
発
展
が
み

　
　
⑳

ら
れ
た
、
と
す
る
「
照
葉
樹
林
文
化
」
論
は
、
生
物
学
・
農
学
・
文
化
人
類
学
な
ど
の
共
同
成
果
で
あ
り
、
わ
が
国
の
水
田
農
耕
文
化
の
源
流

を
考
え
る
上
で
重
要
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
近
年
民
俗
学
の
立
場
か
ら
坪
井
洋
文
氏
が
同
様
の
モ
デ
ル
に
到
達
し
て
い
る
。
氏
は
わ
が
國
の
文
化
を
単
一
の
稲
作
民
的
農
耕
文
化

と
み
な
す
こ
と
に
批
判
し
、
水
田
稲
作
－
コ
メ
ー
サ
ト
文
化
の
ほ
か
に
、
焼
畑
農
耕
－
イ
モ
・
雑
穀
－
ヤ
マ
文
化
が
併
存
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

そ
し
て
わ
が
国
の
歴
史
の
な
か
で
イ
モ
文
化
か
ら
コ
メ
文
化
へ
と
移
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
、
そ
の
な
か
で
両
系
統
の
文
化
が
対
立
・
調

和
関
係
を
有
し
て
接
触
し
た
結
果
、
現
在
の
文
化
が
形
成
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
示
唆
に
富
む
見
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
わ
が
国
、
少
な
く
と
も
下
縫
本
に
お
い
て
は
、
焼
畑
か
ら
水
田
へ
、
と
い
う
農
耕
の
発
展
プ

ロ
セ
ス
が
広
汎
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
農
村
構
造
の
変
容
を
捉
え
る
た
め
の
有
効
な
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
わ
れ
わ
れ
が
入
来
院
や
南
九
州
の
事
例
に
即
し
て
見
出
し
た
焼
畑
↓
常
畑
↓
水
田
と
い
う
変
化
プ
ロ
セ
ス
も
ま
た
、
佐
々
木
高
明
氏
が
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

く
照
葉
樹
林
帯
一
般
に
共
通
す
る
水
田
稲
作
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
提
示
さ
れ
た
仮
説
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
中
世
農
村

の
現
実
の
な
か
で
検
証
さ
れ
た
一
例
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
入
来
院
の
事
例
も
、
決
し
て
特
殊
な
辺
境
的
類
型
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
一
定
の
普
遍
性
を
備
え
た

申
盤
村
落
の
一
類
型
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
焼
畑
か
ら
水
田
へ
、
と
い
う
変
化
の
時
期
に
は
地
域
差
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
変
化
が
日
本
中
世
と
い
う
時
代
の
特
質
と
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
き
わ
め
て
本
質
的
な
間
題
が
残
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
坪
井
氏
の
指
摘
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
中
世
と
近
世
の
間
に
は
、
稲
作
・
畑
作
の
比
重
に
決
定
的
な
逆
転
現
象
が
介
在
し
て
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中世村落の構造とその変容過程（吉田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

お
り
、
中
世
に
あ
っ
て
は
「
民
衆
が
稲
に
よ
ら
な
く
と
も
日
常
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
た
」
可
能
性
が
高
い
。

　
た
と
え
ぼ
備
中
国
新
見
庄
の
場
合
、
囁
建
武
元
（
一
三
三
四
）
年
の
地
頭
方
に
お
け
る
耕
地
は
、
田
螺
・
七
町
、
里
庄
四
・
九
町
、
山
畠
六
〇
町

　
　
　
　
　
　
⑰

か
ら
成
っ
て
お
り
、
圧
倒
的
に
山
畠
が
卓
越
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
元
禄
期
の
検
地
帳
に
よ
る
と
、
こ
の
構
成
比
は
逆

転
し
、
千
率
土
小
字
代
城
に
例
を
と
る
と
、
水
田
三
五
町
、
畑
地
＝
一
町
、
切
畑
七
・
三
町
と
な
り
、
水
田
が
全
体
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
畑
地
か
ら
水
田
へ
の
傾
斜
が
明
瞭
に
見
出
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
間
に
は
入
来
院
と
類
似
し
た
変

化
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
う
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
焼
畑
か
ら
水
田
へ
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
決
し
て
縄
文
農
耕
の
問
題
に
と
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は

農
耕
の
発
生
以
来
こ
の
か
た
、
日
本
農
村
社
会
に
お
い
て
水
田
稲
作
が
最
終
的
に
他
の
農
業
生
産
に
優
越
す
る
地
位
を
得
た
近
世
に
い
た
る
ま

で
一
貫
し
て
進
行
し
て
き
た
、
5
厨
。
Q
み
駿
ヨ
鷲
0
8
。
。
。
。
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
わ
が
国
で
は
弥
生
暴
走
降
水
照
農
耕
を
受
容

し
、
そ
れ
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
平
野
部
農
村
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
国
家
史
を
支
え
て
き
た
の
は
ま
さ
に
こ
れ
ら

の
水
田
農
耕
で
あ
り
、
水
田
農
村
は
つ
ね
に
歴
史
の
表
舞
台
で
あ
っ
た
。
し
か
し
中
世
と
い
う
断
面
を
と
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
水
田
農
村
の

周
辺
に
、
山
野
を
生
産
・
生
活
の
場
と
す
る
畑
作
農
村
も
併
存
し
、
そ
こ
で
は
焼
畑
か
ら
水
田
へ
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
の
最
終
段
階
が
現
象
し
つ

つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
論
じ
て
き
た
入
来
院
の
事
例
は
、
こ
う
し
た
畑
作
農
村
の
一
典
型
例
と
み
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
テ
リ
ト
リ
ー
と
表
現
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

き
人
間
集
団
と
土
地
（
山
野
）
と
の
本
源
的
関
係
に
も
と
ず
く
空
間
秩
序
が
、
水
田
農
業
の
浸
透
に
よ
っ
て
再
編
成
さ
れ
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
は
、

畿
内
の
集
村
化
現
象
と
対
置
さ
る
べ
き
、
中
世
農
村
の
構
造
変
化
の
重
要
な
一
叢
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
も
と
よ
り
残
さ
れ
た
課
題
は
多
く
、
か
つ
深
甚
で
あ
る
。
と
り
わ
け
中
世
畠
作
の
実
態
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
に
よ
っ
て
詳
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
入
来
院
清
色
村
と
い
う
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
視
野
を
全
国
に
拡
大
し
て
、
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
事
例
の
再
吟
味
を
行
な
う
こ
と
こ
そ
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
急
務
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
検
討
、
吟
味
す
べ
き
問
題
は
多
い
が
、
い
ず
れ
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他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

①
上
杉
、
前
掲
一
⑰
論
文
。

②
　
義
江
、
前
掲
｝
⑰
論
文
。

③
　
五
味
、
前
掲
一
⑰
論
文
。

④
　
い
ず
れ
も
前
掲
　
⑰
論
文
。
な
お
五
味
氏
の
場
合
、
こ
う
し
た
保
有
田
分
布
の

　
変
化
を
モ
デ
ル
化
さ
れ
、
当
初
の
集
中
的
パ
タ
ー
ン
（
β
型
）
が
在
家
段
階
に
お

　
け
る
領
主
的
開
発
の
分
担
な
ど
を
通
じ
て
散
在
パ
タ
ー
ン
（
α
型
）
へ
と
移
行
、

　
さ
ら
に
門
段
階
に
お
け
る
宅
地
周
辺
の
開
発
に
よ
っ
て
再
び
集
中
パ
タ
ー
ン
へ
と

　
変
化
し
た
と
す
る
示
唆
に
富
む
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
纂
者
は
以
下
に

　
の
べ
る
よ
う
な
諸
点
か
ら
、
五
味
説
を
採
用
で
き
な
い
。

⑤
　
た
と
え
ば
義
江
氏
（
前
掲
一
⑰
論
文
）
の
表
二
や
五
味
氏
（
前
掲
一
⑰
論
文
）

　
の
図
し
に
み
え
る
「
ま
へ
た
」
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
各
在
家
・
門
の
前
面
を
意

　
味
す
る
地
謡
で
あ
り
、
長
野
在
家
の
前
田
と
山
口
在
家
の
前
田
は
区
別
さ
れ
ね
ば

　
な
ら
な
い
し
、
山
口
在
家
の
前
田
を
黒
武
者
の
前
田
に
比
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ

　
る
。
同
様
に
、
長
野
在
家
の
「
す
な
ご
た
」
を
堂
園
地
区
の
砂
子
田
に
比
定
す
る

　
の
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。

⑥
　
こ
れ
ら
の
保
有
田
の
変
遷
に
つ
い
て
は
五
味
氏
（
前
掲
一
⑰
論
文
）
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

⑦
堂
麟
六
門
問
に
は
、
「
つ
る
の
子
さ
ご
」
、
「
い
わ
む
れ
」
、
「
き
や
う
太
郎
か

　
う
と
」
な
ど
二
五
の
苗
字
で
二
～
五
門
間
の
入
組
み
関
係
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
市

　
野
々
三
門
間
に
は
「
宮
の
前
」
、
「
田
の
し
り
」
の
二
地
字
で
入
組
み
関
係
が
あ
っ

　
た
。
い
ず
れ
も
詳
細
は
省
略
し
た
い
。

⑧
　
た
と
え
ば
B
グ
ル
ー
プ
の
小
豆
迫
門
は
上
述
の
よ
う
に
G
グ
ル
ー
プ
の
淵
ノ
上

　
門
と
入
組
み
関
係
を
も
つ
。
ま
た
堂
園
獄
門
の
入
組
み
関
係
も
そ
れ
ら
相
互
間
に

　
完
結
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
二
字
「
な
か
ハ
い
ま
つ
」
で
西
門
と
川

　
床
門
の
入
組
み
関
係
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
六
門
を
こ
え
る
拡
が
り
を
有
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
い
た
こ
と
は
留
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
他
の
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
4

　
と
の
入
組
み
関
係
を
も
た
な
い
黒
武
者
門
の
例
は
き
わ
め
て
特
殊
な
部
類
に
属
す
　
　
工

　
る
と
い
え
よ
う
。

⑨
　
山
澄
「
幕
宋
・
明
治
前
期
の
村
落
規
模
」
　
『
大
阪
学
芸
大
学
紀
要
』
一
二
、
一

　
九
六
四
、
所
収
。

　
　
同
「
近
世
の
『
郷
』
の
歴
史
地
理
学
的
意
義
」
、
『
織
田
武
雄
先
生
退
官
記
念
人

　
文
地
理
学
論
叢
』
、
梛
原
書
店
、
一
九
七
一
、
所
収
。

⑩
『
入
来
町
誌
』
上
巻
、
工
九
九
頁
。

⑪
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
『
近
世
入
来
文
書
』
の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
解
明
し
う

　
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
・
回
は
そ
の
余
裕
を
も
ち
あ
わ
せ
な
か
っ
た
。

⑫
浮
免
の
集
計
に
あ
た
っ
で
は
、
の
　
定
地
区
に
居
住
す
る
門
、
郷
士
の
請
作
す

　
る
浮
免
の
集
計
、
⇔
一
定
地
区
内
に
所
在
す
る
浮
免
耕
地
の
集
計
、
と
い
う
一
一
っ

　
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
い
ず
れ
に
し
て
も
、
特
定
の
地
区
、
領
域
を

　
設
定
し
な
け
れ
ば
、
浮
免
を
集
計
で
き
な
い
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑬
　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
年
同
型
式
の
「
薩
州
薩
摩
郡
入
来
添
田
村
田
検

　
地
名
寄
帳
」
（
近
世
入
来
文
書
二
八
七
号
）
第
三
冊
が
、
「
本
村
方
里
」
と
添
記
さ

　
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
例
の
み
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

　
各
冊
単
位
が
方
限
に
対
応
す
る
可
能
性
も
見
逃
し
え
な
い
。

⑭
桑
波
田
「
南
九
州
と
門
」
、
秀
村
選
三
編
『
薩
摩
藩
の
構
造
と
展
開
』
、
」
九
七

　
六
、
所
収
。

⑱
福
田
「
薩
摩
藩
領
の
村
薄
」
、
『
人
文
地
理
』
二
五
一
三
、
一
九
七
三
、
所
収
。

⑯
　
近
世
入
来
文
書
、
二
三
五
号
。

⑰
こ
れ
ら
の
黙
実
は
宝
暦
検
地
に
お
け
る
門
地
配
当
が
き
わ
め
て
制
度
的
に
施

　
行
、
貫
徹
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
薩
藩

　
に
お
け
る
無
機
制
、
と
く
に
渕
換
制
の
実
態
に
関
し
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
が
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要
求
さ
れ
よ
う
。

⑱
入
会
林
は
「
郷
中
山
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
鹿
児
島
県
に
広
く
分

　
凝
す
る
田
の
神
石
像
の
碑
文
に
も
、
祭
祀
主
体
と
し
て
、
　
「
郷
中
」
の
名
が
刻
さ

　
れ
て
い
る
。

　
　
村
田
煕
『
日
本
の
民
俗
・
鹿
児
島
』
、
第
　
法
規
、
一
九
七
四
、
参
照
の
こ
と
。

⑲
算
田
日
記
第
二
七
〇
筆
。
な
お
こ
の
前
脚
宮
は
現
存
す
る
前
立
地
区
近
岡
神
社

　
の
こ
と
と
み
て
相
違
な
い
（
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
一
七
一
頁
）
。

⑳
　
小
野
『
民
俗
神
の
系
譜
臨
、
法
政
大
出
版
会
、
一
九
八
一
、
六
九
～
八
○
頁
。

⑳
　
『
入
来
町
誌
』
下
巻
、
九
五
～
一
〇
二
頁
。
な
お
小
規
模
な
キ
イ
ア
ケ
ド
ン
は
、

　
方
賀
野
・
村
尾
・
申
木
場
な
ど
に
も
残
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

＠
　
五
味
、
前
掲
一
⑰
論
文
。

⑯
　
郡
山
、
前
掲
一
⑰
論
文
。

⑳
　
　
『
薩
醐
溶
旧
記
雑
肘
録
』
　
一
五
六
〇
口
写
。

⑳
　
　
『
曲
陸
申
濤
旧
記
雑
録
』
　
一
〇
六
〇
易
・
。

⑳
　
従
来
こ
の
文
言
は
、
畠
地
の
自
由
な
開
発
な
い
し
所
有
権
の
強
さ
と
解
釈
さ
れ

　
て
き
た
（
前
掲
一
⑰
郡
山
、
五
味
論
文
）
が
、
い
ず
れ
も
表
現
上
文
脈
に
即
応
し

　
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑰
　
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
薗
と
荒
野
を
区
分
す
る
垣
は
、
薗
と
い
う
永
続
的
占
有

　
の
意
憲
を
象
徴
す
る
景
観
標
識
と
し
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。

⑱
戸
田
、
前
掲
｝
④
論
文
。

⑲
　
こ
う
し
た
共
同
体
像
は
、
網
野
善
彦
氏
の
一
連
の
研
究
が
示
す
「
未
開
」
の
イ

　
メ
ー
ジ
に
共
通
す
る
面
を
も
つ
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
網
野
説
と
の
関
連
、
評
価
は

　
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
　
網
野
『
蒙
古
襲
来
臨
（
小
学
館
日
本
の
歴
史
）
、
一
九
七
四
、
な
ど
参
照
。

⑳
　
こ
こ
で
挙
げ
る
べ
き
妊
娠
は
多
い
が
、
別
の
機
会
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
最
近
木
村
茂
光
氏
が
、
畠
作
の
役
割
を
重
視
し
つ
つ
中
世
農
業
史
を
記
述
さ

　
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
木
村
「
大
開
墾
時
代
の
開
発
」
、
三
浦
圭
一
編
『
古
代
中
世
の
技
術
と
社
会
』

　
（
技
術
の
社
会
史
1
）
有
斐
閣
、
一
九
八
一
一
、
所
収
。

＠
　
黒
田
「
中
世
の
『
畠
臨
と
『
畑
』
」
、
　
『
鎌
倉
遺
文
』
月
報
一
九
、
一
九
八
○
、

　
所
収
。

＠
中
帯
佐
助
『
栽
培
植
物
と
農
耕
の
起
源
』
　
（
岩
波
新
書
）
、
一
九
六
六
。

⑳
〉
　
佐
々
木
｛
局
明
『
稲
作
以
並
置
』
　
（
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
）
日
本
放
送
鵬
版
協
会
、
　
一

　
九
七
一
。

⑭
坪
井
『
イ
モ
と
日
本
人
』
、
未
来
社
、
一
九
七
九
。

　
　
同
『
稲
を
選
ん
だ
日
本
人
』
、
未
来
社
、
一
九
八
工
。

⑳
　
佐
々
木
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
田
稲
作
の
形
成
」
、
佐
々
木
編
『
日
本
農
耕

　
文
化
の
源
流
』
、
日
本
放
送
幽
版
協
会
、
一
九
八
三
、
所
収
。

⑳
坪
非
『
稲
を
選
ん
だ
日
本
人
』
　
（
前
掲
⑭
）
、
八
二
～
八
三
頁
。

⑰
　
「
備
中
國
新
見
庄
地
頭
方
損
亡
検
見
艸
納
帳
」
（
東
寺
百
合
文
書
、
ク
ー
ノ
三
）

⑱
　
元
禄
八
（
エ
ハ
九
五
）
年
千
屋
村
検
地
帳
。

　
　
こ
こ
で
は
石
田
寛
の
紹
介
す
る
表
に
依
拠
し
た
。

　
　
石
田
寛
「
か
べ
う
ち
・
か
べ
そ
と
1
重
三
転
換
研
究
・
第
二
報
一
己
　
『
史

　
学
研
究
（
広
島
大
）
』
三
〇
周
年
記
念
号
、
一
九
六
一
、
所
収
。

⑳
　
佐
々
木
高
明
氏
は
近
写
（
前
掲
⑳
論
文
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に

　
伴
う
社
会
の
変
化
を
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。
　
「
一
般
に
焼
畑
農
耕
民
は
、
伝
統

　
的
な
親
族
集
団
あ
る
い
は
村
落
共
同
体
を
単
位
に
土
地
を
所
有
し
、
共
嗣
労
働
の

　
組
織
を
つ
く
っ
て
焼
畑
の
経
営
を
行
な
っ
て
き
た
例
が
き
わ
め
て
多
い
。
と
こ
ろ

　
が
水
田
稲
作
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
旧
来
の
共
有
の
原
理
と
は

　
別
の
小
家
族
レ
ベ
ル
で
受
容
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
小
家
族
の
経
済
的
社
会

　
的
機
能
が
一
般
に
強
化
さ
れ
（
中
略
）
、
古
い
親
族
集
団
や
村
落
共
同
体
の
俵
統
的

　
な
構
造
が
崩
壊
し
、
社
会
階
層
の
分
化
が
急
速
に
進
行
す
る
。
そ
の
結
果
新
た
に

　
水
の
利
用
と
管
理
を
め
ぐ
っ
て
社
会
的
緊
張
関
係
が
生
み
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

　
さ
ら
に
水
利
系
統
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
中
略
）
、
一
種
の
水
利
社
会
が
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生
み
出
さ
れ
て
く
る
」
　
（
三
二
四
～
三
二
五
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
畠
作
の
発
展
」
　
『
民
衆
史
研
究
』
一
七
、
　
一
九
七

⑳
　
近
年
よ
う
や
く
中
世
畠
作
の
研
究
が
緒
に
つ
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
所
収
。

　
　
木
村
茂
光
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
轟
作
の
性
格
と
領
有
関
係
」
　
『
目
木
史
研
　
　
　
　
＠
　
近
年
再
び
中
黒
史
に
お
い
て
歴
史
地
理
学
的
手
法
が
注
週
を
浴
び
て
い
る
が
、

　
究
』
一
八
○
、
　
一
九
七
七
、
所
収
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
際
「
戦
後
第
二
期
」
の
成
果
の
確
認
・
再
生
産
に
終
始
せ
ぬ
よ
う
、
方
法
、

　
　
黒
田
瞬
出
男
「
中
世
農
業
史
・
技
術
史
の
諸
問
題
O
」
『
民
衆
史
研
究
』
一
六
、
　
　
　
　
技
術
の
練
磨
や
、
微
細
な
景
観
変
化
へ
の
顧
慮
な
ど
が
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
一
九
七
八
、
所
双
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。

〔
付
記
】
　
本
稿
に
関
連
す
る
現
地
調
査
は
、
一
九
七
八
年
八
月
、
一
九
七
九
年
七
月
、
一
九
八
○
年
七
月
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
際
し
て
多
大

　
　
　
　
の
便
宜
を
図
ら
れ
た
本
田
親
愚
書
を
は
じ
め
と
す
る
入
来
町
関
係
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
本
稿
の
内
容
は
、
日
本
史
研
究
会
中
世
史
部
会

　
　
　
　
（
「
中
世
村
落
の
空
間
構
造
把
握
の
試
み
」
一
九
八
○
・
六
）
、
人
文
地
理
学
会
歴
史
地
理
部
会
（
「
山
野
に
お
け
る
農
業
生
産
と
中
世
村
落
」
一
九

　
　
　
　
八
一
・
三
）
に
お
け
る
報
告
に
も
と
づ
き
全
面
的
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
紙
数
の
関
係
で
注
記
を
最
少
限
に
と
ど
め
た
こ
と
を
お
断

　
　
　
　
り
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
、
神
戸
市
東
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The　Changing　Structure　of　the　Rural

　　Communities　in　Medieval　Japan

An　historico－geographical　reexamination

of　“hamlet－farmstead　community”　model

by

Toshihiro　Yoshida

　　Th2s　article　tries　to　reexamlne　the　“hamlet－farmstead　community”

rnodel　of　medieval　Japan，　one　of　the　significant　types　of　the　medieval

community，　presented　by　Keij1’　Nagahara　（1962）．　This　model　shows

that，　in　the皿ountainous　area　where　the　hamlet　or　the　farmstead

（Einzelhof）　was　the　emiRent　forms　of　settlement，　the　medieval　com－

munity　was　in　the　unit　of　each　small　settlement，　as　the　agriculture　was

based　on　the　small　paddy　field　at　the　valley　（safeoda）　neighbouring　on

the　settlement．　But，　according　to　the　reconstructive　analysis　of　the

arable　land　and　the　settlement，　in　lrlkiin，　Satsuma－no－kuni，　the　typical

field　of　tkis　model，　several　results　are　gained　as　follows　；

a）　At　the　former　period　of　the　medieval　era，　the　13th　and　14th　cen－

　　turies，　each　settlement　was　located　ma量nly　o飢he　upland（the　plateau

　　of　the　volcanic　ashes），　surrounded　with　the　wide　garden　field　（sono）．

　　Their　management　was　based　on　the　upland　agriculture，　not　on

　　“　sakoda　”．

b）　ln　the　14th　and　15th　centuries，　the　fields　on　the　lowland　（river

　terrace）　were　gradually　made　irrigated　to　make　the　paddy　fields，　and

　the　sono丘elds　were　transfor搬ed　to‘‘maeda”（th　e　paddy　fields　neigh－

　　bouring　on　the　settlement）．

c）　Accompanied　with　this　developrnent，　the　location　of　the　settlement

　was　changed　from　upland　to　lowland，　and　each　settlement　was　com－

　　bined　with　the　paddy　field，　which　shows　that　at　this　stage，　the　paddy

　　field　agriculture　became　predominaBt　over　the　upland　agriculture．

　　Synthesizing　these　facts，　the　dynamlc　process　of　the　structural　change

of　the　rural　community，　can　be　pointed　oue，　which　would　be　called

“　from　upland　agriculture　to　paddy　field　agriculture　”．
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